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（平成 26 年 9 月 27 日・クラーク会館大集会室）

《大寮歌祭》
地元関西を始め北海道、九州から約 100 名が参集。舞
台では寮歌の放歌高吟が続いた

恵迪寮同窓会 この一年！

《開識社講演会》
日本プロ野球機構・審判技術委員の山崎夏生氏（北大文
学部卒）が野球人生を大いに語った

《文化講演》
元副学長の藤田正一君が「北大の源流・日本のオール
ターナティブ」と題して札幌農学校の清き精神につい
て語った

《寮歌の集い》
「時潮の波の」作曲者・寺井幸夫君（中央）
夫人とともに参加し寮歌を熱唱

 

 















北大ホームカミングデー 2014 参画

文化講演と寮歌の集い

（平成 26 年 9 月 13 日・京都第 2タワーホテル）

 

 















恵迪寮同窓会 西日本大会
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《佐藤静子さん》
長年に亘って同窓会本部事務局を一人で守ってきた
佐藤さんに𠮷沢副代表幹事から寸志を贈呈
（平成 27 年度理事会の懇親会） ※関連記事 41 頁

 

 















恵迪寮、同窓会を支える“女子力”

《中川智美さん》
100 年を超える恵迪寮史の中で初めて女性の寮長が誕生
（恵迪寮前で） ※関連記事 68 頁

（平成 27 年 1 月 31 日・氷雪の門）

 

 















新年寮歌歌始めの会

大谷支部幹事の発声で寮歌斉唱

役員、来賓者 7人で鏡割り

老いも若きも「別離の歌」でフィナーレ
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公園に到着するや赤フン姿でストーム開始。
もの珍しさで輪に入って楽しむ市民も多かった

葉ザクラの下でジンギスカン鍋をつつきながら OB と
交歓

旧寮舎前でおごそかに「都ぞ弥生」を献歌 野生小動物の食害に荒らされた花壇の改修を検討

（平成 27 年 5 月 6 日）

 

 















恵迪寮円山公園観桜会

（平成 27 年 5 月 16 日・北海道開拓の村）

 

 















旧恵迪寮舎の献歌・観花会
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高
い
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寮
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会
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長

横
山

清
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同
窓
会
の
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＊
表
紙
は
北
大
第
一
農
場
で
牧
草
を
喰
む
羊
の
群
れ
と
大

き
く
成
長
し
た
平
成
ポ
プ
ラ
並
木
。
遠
景
は
手
稲
山
。



21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
は
や
く
も
15
年
の
月
日
が
流
れ
、
世
界
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
い
ず
れ
も
が
激
し
く
流
動
変
化
し
、
新
自
由

主
義
を
基
盤
と
し
て
き
た
資
本
主
義
社
会
の
存
在
も
危
ぶ
ま
れ
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。
話
題
の
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
が
、
著
書
『
二
十
一
世
紀
の
資

本
』
で
指
摘
す
る
「
格
差
社
会
」
の
現
状
に
つ
い
て
は
議
論
百
出
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
格
差
、
所
得
の
格
差
、
そ
し
て
世
代
間
の
格
差
に

つ
い
て
そ
の
分
野
ご
と
に
大
き
な
問
題
点
が
次
々
と
顕
在
化
し
、
人
類
存
亡
の
危
機
す
ら
現
実
と
し
て
認
識
せ
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
に
改
め
て
愕
然

と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
北
大
恵
迪
寮
同
窓
会
も
結
成
以
来
32
年
を
迎
え
、
過
去
様
々
な
活
動
を
振
り
返
り
、
同
窓
会
活
動
の
基
本
で
あ
る
「
会
員
の
増
強
と
強

靭
な
同
窓
会
構
築
」
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
べ
く
、
全
国
三
支
部
（
東
日
本
、
西
日
本
、
北
海
道
）
と
共
に
、
新
時
代
に
相
応
し
い
事
業
計
画
を
、

理
事
会
を
中
心
に
立
て
上
げ
ま
し
た
。

財
政
面
も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
運
営
に
支
障
が
な
い
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
各
委
員
会
の
活
動
も
順
調
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

若
手
の
同
窓
生
の
参
加
が
今
一
つ
低
調
の
域
を
脱
し
き
れ
な
い
の
が
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
３
代
目
に
あ
た
る
現
寮
も
、
は
や
築
後
30
年
を

経
過
し
、
保
守
・
修
繕
な
ど
寮
生
活
に
齟
齬
を
来
し
て
い
る
面
が
多
々
あ
り
、
恵
迪
寮
存
続
へ
の
支
援
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
現
寮
生
と
の
取
組
み
を
意
識
し
た
試
み
も
進
み
始
め
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
本
年
度
よ
り
大
学
当
局
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
ク
ラ
ー
ク
会
館
３
階
に
本
部
事
務
局
を
移
設
で
き
ま
し
た
の
で
、
母
校
と
の
交
流
も

一
段
と
深
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

い
ま
、
北
大
は
創
基
１
５
０
年
（
来
年
で
１
４
０
年
）
に
向
け
て
近
未
来
戦
略
を
策
定
し
、
積
極
的
な
教
育
・
研
究
体
制
の
再
構
築
に
踏
み
出

し
ま
し
た
。
札
幌
農
学
校
以
来
の
歴
史
を
経
て
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」「
国
際
性
の
涵
養
」「
全
人
教
育
」
そ
し
て
「
実
学
の
重
視
」
の
建
学
精

神
を
旗
印
と
し
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
に
乗
り
出
し
た
の
で
す
。
そ
の
詳
細
は
さ
て
置
き
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
「
貴
き
野
心
の
訓
え

培
い
」
を
極
大
化
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

大
学
力
の
強
化
の
背
景
に
は
、
同
窓
力
の
強
化
が
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
高
志
、
信
頼
、
団
結
を
固
め
ま
し
ょ
う
。

来
年
は
昭
和
11
年
寮
歌
「
嗚
呼
茫
々
の
」
の
誕
生
80
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
作
詞
者
・
宍
戸
昌
夫
先
輩
は
、
白
寿
に
し
て
益
々
ご
壮
健
で
す
。

小
生
も
『
八
十
に
し
て
精
神
百
倍
す
べ
し
』
と
自
省
し
、
皆
様
と
共
に
同
窓
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

8

高
い
志
で
「
同
窓
力
」
を
強
化

恵
迪
寮
同
窓
会
会
長

横

山

清

（
Ｓ
31
年
入
寮
）

巻 頭 言



恵
迪
寮
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
学
の
た
め
に
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
雪
解
け
が
早
く
、

札
幌
で
は
例
年
よ
り
も
早
い
春
の
訪
れ
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

総
長
就
任
以
来
、
学
部
同
窓
会
や
地
区
等
同
窓
会
の
様
々
な
会
合

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同
窓
生
の
母
校
に
寄
せ
る
熱
い
思
い
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
昨
年
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
寮
歌
歌
始

め
の
会
」
で
は
、
世
代
を
超
え
、
約
80
名
の
Ｏ
Ｂ
や
現
役
寮
生
が
一

堂
に
介
し
、〝
恵
迪
寮
魂
〞
の
拠
り
所
で
あ
る
「
都
ぞ
弥
生
」
を
は
じ

め
と
す
る
二
十
数
曲
の
寮
歌
を
高
唱
す
る
様
に
感
動
す
る
と
と
も

に
、
明
治
40
年
に
始
ま
り
毎
年
寮
生
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
寮

歌
は
百
十
数
曲
に
も
及
ぶ
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
恵
迪
寮
同
窓
会
の
伝

統
と
絆
の
強
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
北

海
道
大
学
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
、
こ
の
寮

歌
に
よ
っ
て
継
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
の
中
で
は
、
長
く
歌
い
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
あ
る
寮
歌
だ
け

で
は
な
く
、
私
の
出
身
で
あ
る
京
都
大
学
（
第
三
高
等
学
校
）
寮
歌

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
も
参
加
者
の
皆
様
に
歌
っ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
は
、
大
変
光
栄
で
し
た
。

北
海
道
大
学
は
、「
現
代
日
本
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
課
程
及
び
「
新
渡

戸
カ
レ
ッ
ジ
」
を
北
海
道
大
学
の
国
際
化
の
両
輪
と
し
、〝
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
〞
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、「
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
」
に
お
い
て
は
、
国
際
経
験
豊
か
な
恵

迪
寮
同
窓
会
の
皆
様
に
も
カ
レ
ッ
ジ
生
の
良
き
理
解
者
、
助
言
者
、

教
育
者
と
し
て
、
カ
レ
ッ
ジ
生
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
の
皆
様
だ
け
で
は
な
く
、
現
役
寮
生
の
皆
様
に
も
、

多
様
化
、
国
際
化
が
進
む
恵
迪
寮
の
共
同
生
活
の
中
に
お
い
て
、
留

学
生
の
皆
様
が
母
国
に
帰
っ
た
後
も
〝
心
〞
の
拠
り
所
と
な
る
、
恵

迪
寮
の
伝
統
を
語
り
継
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
大
学
の
良
き
伝
統
の
証
と
し
て
、「
都
ぞ
弥
生
」
が
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
謳
い
継
が
れ
る
と
と
も
に
、
恵
迪
寮
同
窓
会

が
今
後
も
益
々
実
り
多
く
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
私
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「
恵
迪
寮
」の
伝
統
を
世
界
へ

北
海
道
大
学
総
長

山
口

佳
三
氏



会
誌
本
号
で
詳
し
く
報
告
が
あ
る
よ
う
に
、
昨
年
９
月
に
「
入
寮

50
周
年
の
集
い
」（
京
都
・
宇
治
市
）、
今
年
３
月
に
「
入
寮
30
周
年

の
集
い
」（
支
笏
湖
・
丸
駒
温
泉
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
の
横

糸
が
１
本
１
本
編
み
込
ま
れ
、
会
と
し
て
の
厚
み
が
増
し
て
き
ま
し

た
。
同
じ
時
代
、
同
じ
空
間
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
体
験
は
、
同

窓
の
記
憶
の
中
に
深
く
強
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。「
や
あ
ー
、

久
し
ぶ
り
」
と
挨
拶
し
た
瞬
間
に
「
あ
の
時
代
」
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
和
気
藹
々
に
な
れ
る
仲
間
は
私
た
ち
に
と
っ
て
掛
け
替
え
が
な

い
存
在
で
す
。

ま
た
、
縦
糸
と
な
る
○
○
地
区
恵
迪
会
は
、
北
海
道
に
７
地
区
、

東
日
本
に
３
地
区
、
西
日
本
に
１
地
区
結
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
毎
年
寮
歌

祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
先
輩
、後
輩
が
顔
を
合
わ
せ
近
況
を
報
告
、

確
認
し
合
い
、
と
も
に
寮
歌
を
高
吟
す
る
こ
と
は
年
に
一
度
の
「
生

き
る
力
の
リ
セ
ッ
ト
」
の
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
が
同
窓
会
の
「
恵
迪
精
神
の
発
揚
」
と
「
寮
歌
の
継
承
」
の
二

本
の
芯
柱
を
支
え
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
重
厚
な
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の

よ
う
に
、
こ
の
横
糸
と
縦
糸
の
一
本
一
本
を
太
く
し
丁
寧
に
編
み
込

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

本
会
へ
の
新
規
入
会
者
が
少
な
く
、
こ
れ
を
打
破
し
よ
う
と
、
氏

平
前
支
部
長
時
代
か
ら
卒
寮
生
の
名
前
の
公
表
を
恵
迪
寮
側
に
申
し

入
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
個
人
情
報
保
護
の
見
地
か
ら
寮
側
は
難
色

を
示
し
、
個
人
の
自
発
的
な
入
会
を
期
待
す
る
し
か
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
昨
年
は
３
月
の
退
寮
手
続
き
の
際
、
同
窓
会
入
会
案
内
を

し
た
と
こ
ろ
、
20
数
名
の
入
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ
で
今

年
は
年
明
け
草
々
か
ら
各
部
屋
の
郵
便
受
け
に
同
窓
会
案
内
を
入

れ
、
退
寮
時
に
連
絡
先
を
記
載
す
る
よ
う
要
請
し
た
結
果
、
35
名
が

新
住
所
を
通
知
し
て
く
れ
た
。
だ
が
、
卒
・
退
寮
は
年
間
を
通
じ
て

１
０
０
名
を
超
え
る
こ
と
か
ら
寮
生
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
よ
り
頻

繁
に
行
い
、
方
法
も
さ
ら
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

本
部
事
務
局
が
こ
の
４
月
、
ラ
ル
ズ
ビ
ル
か
ら
ク
ラ
ー
ク
会
館
に

移
っ
た
。
長
年
、
同
窓
会
の
事
務
局
を
担
っ
て
き
た
佐
藤
静
子
さ
ん

も
引
き
続
き
新
体
制
の
下
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ

と
、
実
に
心
強
い
。

今
年
の
寮
歌
歌
始
め
の
会
に
は
小
樽
商
大
の
寮
・
応
援
団
Ｏ
Ｂ
も

参
加
し
て
く
れ
た
。
両
大
学
は
歴
史
的
に
長
い
交
流
が
あ
り
、
と
く

に
応
援
団
は
寮
歌
継
承
の
中
核
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
な
こ
だ
わ

り
も
な
く
ご
く
自
然
に
と
け
込
ん
で
く
れ
て
い
た
。

地
区
恵
迪
会
で
は
、い
つ
も
の
よ
う
に
各
地
区
の
Ｏ
Ｂ
が
声
か
け

を
し
て
寮
歌
を
歌
い
、旧
交
を
温
め
て
来
た
。入
寮
経
験
の
な
い
Ｏ
Ｂ

も
集
ま
る
こ
と
を
み
れ
ば
、寮
歌
の
持
つ
力
が
ど
れ
ほ
ど
か
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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同
窓
会
の
横
糸
と
縦
糸
を

紡
い
で
行
こ
う
！

恵
迪
寮
同
窓
会
代
表
幹
事

白
浜

憲
一

(Ｓ
40
年
入
寮
)

「
ひ
と
は
石
垣
、ひ
と
は
城
」

北
海
道
支
部
長

内
藤

春
彦

(Ｓ
40
年
入
寮
)
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東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
古
代
か
ら
近
代
に
か

け
て
大
津
波
の
教
訓
が
忘
れ
ら
れ
た
こ
と
も
被
害
を
大
き
く
し
た
要

因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
20
年
目
を
迎
え
た
阪
神
淡
路

大
震
災
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
地
震
・
津
波
自
体
は
天
災
で
す

が
、
備
え
を
怠
っ
た
結
果
の
被
害
は
人
災
で
す
。
特
に
甚
大
な
災
害

の
教
訓
は
き
ち
ん
と
後
世
に
語
り
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま

す
。ま

た
、
終
戦
か
ら
70
年
目
を
迎
え
る
太
平
洋
戦
争
で
は
日
本
が
加

害
者
と
被
害
者
の
両
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
側
に
し
て
も

戦
争
と
は
悲
惨
で
、得
る
よ
り
失
う
方
が
圧
倒
的
に
多
い
も
の
で
す
。

戦
争
の
体
験
者
が
年
々
減
少
し
て
い
く
昨
今
、
戦
争
と
は
人
間
の
最

も
愚
か
し
い
行
為
で
あ
る
こ
と
を
、
永
遠
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

転
じ
て
我
が
恵
迪
寮
寮
歌
は
、
実
に
1
0
0
年
を
超
え
る
歴
史
と

伝
統
を
連
綿
と
歌
い
継
が
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
時
代
の
若
者
が
心

情
や
思
い
の
丈
を
精
魂
込
め
て
作
り
続
け
、
歌
い
継
い
で
来
た
寮
歌

は
、
ま
さ
に
先
人
の
貴
重
な
世
界
の
〝
文
化
遺
産
〞
と
言
え
ま
す
。

当
支
部
で
も
寮
歌
を
歌
い
継
ぐ
べ
く
、
昨
年
秋
に
は
、
茨
城
・
水

戸
市
で
「
恵
迪
寮
大
寮
歌
祭
」
を
開
き
、
地
域
の
同
窓
生
と
寮
歌
を

放
歌
高
唱
し
ま
し
た
。
今
後
も
各
地
域
の
恵
迪
会
寮
歌
祭
に
参
加
、

支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
小
規
模
な
が
ら
「
新
春
寮
歌
歌
い
初
め
」「
草

刈
り
寮
歌
祭
」
等
の
場
を
通
し
て
、
我
が
寮
歌
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
所
存
で
す
。

昨
年
9
月
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
「
恵
迪
寮
同
窓
会
西
日
本
大

会
」
総
会
で
、
伊
藤
前
支
部
長
か
ら
大
役
を
引
き
継
ぎ
、
就
任
に
当

た
っ
て
①
恵
迪
寮
寮
歌
の
伝
承
②
開
識
社
の
精
神
を
伝
え
る
③
恵
迪

寮
Ｏ
Ｂ
、
特
に
若
い
仲
間
を
増
や
す
の
3
点
を
支
部
活
動
の
主
柱
に

し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

①
の「
寮
歌
の
伝
承
」で
す
が
、
寮
歌
集
の「
序
」に
橋
本
左
五
郎
先

生
が
「
夫
れ
詩
歌
は
発
動
せ
る
意
思
及
び
心
情
の
結
晶
に
し
て
人
生

の
小
記
録
な
り
。」
と
い
う
名
文
や
、
有
島
武
郎
先
生
が
恵
迪
寮
生
諸

兄
と
題
し
て「
恵
迪
寮
は
幾
百
幾
千
の
人
の
若
盛
り
の
記
念
碑
で
す
。

（
以
下
略
）」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
い
ま
す
。
明
治
40
年
か

ら
連
綿
と
寮
生
の
手
で
作
詞
・
作
曲
さ
れ
て
き
た
恵
迪
寮
歌
。
中
で

も
「
都
ぞ
弥
生
」
は
北
大
Ｏ
Ｂ
、
現
役
学
生
の
集
ま
り
や
行
事
で
必

ず
歌
わ
れ
る
、
ま
さ
に
北
大
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
す
。
我
々
は

そ
の
良
き
伝
統
と
文
化
を
継
承
す
る
た
め
先
頭
に
立
つ
決
意
で
す
。

②
の
「
開
識
社
」
も
寮
の
価
値
を
高
め
る
一
つ
で
す
。
そ
の
精
神

の
源
は
札
幌
農
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
に
世
の
中
に
役
立
て
る

か
、
お
互
い
に
論
じ
合
う
こ
と
で
し
た
。
昨
年
の
西
日
本
大
会
「
開

識
社
」
で
は
、
プ
ロ
野
球
審
判
員
の
山
崎
夏
生
氏
（
Ｓ
54
文
卒
）
が

北
大
野
球
部
で
培
っ
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
語

り
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

③
の
「
会
員
の
増
強
」
は
、
同
窓
会
活
動
を
活
性
化
す
る
上
で
重

要
な
こ
と
で
す
。
本
部
名
簿
委
員
会
の
ご
努
力
で
充
実
し
た
名
簿
を

活
用
し
て
当
支
部
の
会
員
拡
大
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
高
齢
化

を
打
破
す
る
た
め
に
も
、
若
い
方
の
入
会
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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後
世
に
伝
え
る
べ
き
こ
と

東
日
本
支
部
長

坂
倉

雅
夫

(Ｓ
44
年
入
寮
)

支
部
長
就
任
の
心
意
気

西
日
本
支
部
長

植
松

高
志

(Ｓ
44
入
寮
)

[ご挨拶]



「
恵
迪
寮
歌
空
白
（
欠
番
）
年
の
真
相
」

編
集
委
員
会
編

昭
和
、
平
成
年
間
に
5
回
も

明
治
40
年
の
「
一
帯
ゆ
る
き
」
以
来
、
毎
年
作
詞
、
作
曲
さ
れ
、

歌
い
継
が
れ
て
き
た
恵
迪
寮
歌
。
そ
の
数
は
年
度
寮
歌
だ
け
で
も
1

0
0
曲
を
ゆ
う
に
越
え
、
寮
歌
の
継
続
、
伝
承
は
、
恵
迪
精
神
と
と

も
に
Ｏ
Ｂ
の
誇
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
寮
歌
集
を
見
る
と
、
昭
和
年
間
の
29
年
、
31

年
、
63
年
の
3
回
、
平
成
に
入
っ
て
6
年
と
13
年
の
2
回
、
合
わ
せ

て
5
回
も
寮
歌
が
欠

落
し
て
お
り
、
そ
の

理
由
は
、
当
時
の
関

係
者
を
除
い
て
ほ
と

ん
ど
分
か
っ
て
い
な

い
。
と
く
に
半
世
紀

以
上
も
前
に
起
き
た

昭
和
29
年
と
31
年
の

空
白
に
関
し
て
は
、

鬼
籍
に
入
っ
た
Ｏ
Ｂ

も
増
え
、
当
事
者
の

間
で
も
記
憶
か
ら
薄

れ
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
過
去
の
寮
歌
集

を
は
じ
め
、
寮
歌
普

及
委
員
や
寮
歌
作
詞
・
作
曲
者
ら
の
回
想
録
、
寮
歌
集
資
料
な
ど
か

ら
そ
の
真
相
を
探
っ
て
み
た
。

旧
制
か
ら
新
制
移
行
で
寮
歌
混
沌

昭
和
20
年
代
後
半
は
、戦
後
復
興
が
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
、

恵
迪
寮
で
も
旧
制
予
科
か
ら
新
制
大
学
へ
の
移
行
が
進
ん
だ
時
代
で

あ
る
。
こ
の
間
、
朝
鮮
動
乱
が
発
生
、
イ
ー
ル
ズ
事
件
や
恵
迪
寮
の

桜
星
会
が
全
学
連
に
加
盟
し
、
さ
ら
に
大
学
自
治
を
め
ぐ
っ
て
学
内

情
勢
は
険
悪
化
す
る
も
の
の
、寮
歌
と
寮
歌
集
は
曲
が
り
に
も
制
定
、

発
刊
さ
れ
て
き
た
。

寮
歌
欠
番
に
繋
が
る
兆
し
が
見
え
始
め
た
の
は
、
前
年
に
北
大
予

科
が
廃
止
さ
れ
た
昭
和
26
年
、
初
め
て
新
制
寮
生
の
手
に
よ
っ
て
発

刊
さ
れ
た
寮
歌
集
で
あ
る
。
巻
頭
に
従
来
か
ら
の
橋
本
左
五
郎
・
有

島
武
郎
の
他
に
、
前
年
に
就
任
し
た
島
善
隣
学
長
の
序
を
加
え
、
校

歌
を
付
録
に
移
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
17
年
の
大
東
亜
戦
争
頌
歌
「
あ

ま
す
な
く
拓
き
ゆ
く
道
」
の
1
番
か
ら
4
番
ま
で
と
、
昭
和
19
年
寮

歌
「
雪
解
の
楡
陵
に
」
の
4
番
と
5
番
の
歌
詞
を
空
白
に
す
る
な
ど

旧
制
と
の
決
別
を
図
る
か
の
よ
う
に
全
面
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
歌

詞
を
空
白
に
し
た
部
分
は
、
先
の
大
東
亜
戦
争
に
言
及
し
た
と
い
う

理
由
で
あ
ろ
う
が
、
寮
歌
集
発
刊
の
辞
に
「
昭
和
23
年
版
に
準
拠
し

た
」
と
記
載
し
な
が
ら
、
23
年
版
で
は
「
あ
ま
す
な
く
拓
き
ゆ
く
道
」

と
「
雪
解
の
楡
陵
に
」
も
全
歌
詞
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寮

歌
と
寮
歌
集
に
つ
い
て
議
論
が
沸
騰
し
た
可
能
性
が
高
い
。

寮
委
員
会
の
活
動
停
滞
も
一
因

続
く
27
年
は
、
住
民
登
録
阻
止
事
件
で
警
官
隊
が
寮
を
包
囲
し
た
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り
、
多
数
の
赤
痢
患
者
が
発
生
す
る
な
ど
寮
の
生
活
環
境
が
極
め
て

悪
化
し
た
た
め
、
26
年
度
寮
歌
「
新
た
な
り
天
地
」
を
掲
載
し
た
も

の
の
、
27
年
寮
歌
の
募
集
が
で
き
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
状
況
で
あ

る
。そ

し
て
欠
番
問
題
が
顕
在
化
し
た
の
が
昭
和
28
年
で
あ
る
。
こ
の

年
の
寮
委
員
会
日
誌
に
「
昭
和
28
年
12
月
15
日
に
寮
歌
祭
を
開
催
、

併
せ
て
27
年
寮
歌
の
作
曲
と
28
年
寮
歌
の
募
集
を
行
う
」
と
、
欠
番

の
遠
因
を
示
す
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
27
年
寮
歌
「
永
遠

の
水
の
ひ
ろ
ご
り
」
は
作
詞
の
み
で
曲
は
出
来
て
お
ら
ず
、
ま
た
28

年
寮
歌
は
ま
だ
着
手
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
永
遠
の

水
の
ひ
ろ
ご
り
」
は
、
昭
和
29
年
版
の
寮
歌
集
に
掲
載
さ
れ
る
た
め
、

前
記
の
公
募
に
よ
っ
て
翌
春
に
制
定
で
き
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ

の
時
点
で
1
年
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
寮
委
員
長
や
寮
歌
選
考
委
員
の
証
言
が
得
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
あ
く
ま
で
も
推
論
だ
が
、
こ
の
27
、
28
年
に
寮
を
取
り
巻
く

環
境
悪
化
で
、
寮
歌
に
対
す
る
寮
委
員
会
の
活
動
停
滞
や
消
極
的
な

姿
勢
が
後
の
寮
歌
欠
番
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
見
方
が
強
い
。

続
く
昭
和
28
年
寮
歌
「
手
を
と
り
て
美
し
い
国
を
」（
以
下
・
手
を

と
り
て
）
は
、
前
述
の
通
り
28
年
12
月
15
日
に
公
募
さ
れ
、
手
順
と

し
て
27
年
寮
歌
「
永
遠
の
水
の
ひ
ろ
ご
り
」
制
定
後
に
、
山
本
玉
樹

君
が
詞
を
応
募
し
た
も
の
の
、
同
年
内
に
曲
が
つ
か
ず
、
昭
和
29
年

入
寮
の
三
河
勝
彦
君
が
曲
を
応
募
し
た
が
、
当
時
の
歌
声
運
動
の
流

れ
を
汲
ん
で
寮
歌
ら
し
く
な
い
と
い
う
批
判
的
な
意
見
も
あ
り
、
次

の
年
の
選
考
委
員
会
で
よ
う
や
く
選
定
さ
れ
、
2
年
遡
っ
て
28
年
寮

歌
に
収
ま
っ
た
と
い
う
。

欠
番
を
出
さ
な
い
た
め
に
苦
慮

欠
番
を
生
ん
だ
問
題
の
29
年
だ
が
、
寮
歌
委
員
会
は
、
従
来
の
流

れ
を
継
承
し
、
前
年
末
に
公
募
さ
れ
た
「
永
遠
の
水
の
ひ
ろ
ご
り
」

の
作
歌
を
受
理
し
て
寮
歌
に
選
定
、
寮
歌
集
に
追
加
し
刊
行
し
、
次

の
昭
和
30
年
寮
歌
の
公
募
を
始
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
27
年
寮

歌
の
制
定
と
30
年
寮
歌
の
公
募
を
行
っ
て
寮
歌
委
員
会
と
し
て
の
義

務
を
果
た
し
た
が
、
前
2
年
の
あ
お
り
を
受
け
て
み
ず
か
ら
の
年
次

を
欠
番
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
30
年
の
寮
歌
委
員
会
は
、
課
題
と
し
て
引
継
い
だ
昭
和
28
年

寮
歌
の
公
募
を
担
当
し
、「
手
を
と
り
て
」
を
候
補
と
す
る
も
の
の
異

論
も
あ
っ
て
寮
歌
制
定
を
見
送
っ
た
。
そ
し
て
前
年
度
委
員
会
が
29

年
度
の
欠
番
を
決
断
し
、
昭
和
30
年
寮
歌
の
公
募
を
開
始
し
た
も
の

の
、
前
者
の
検
討
に
時
間
を
浪
費
し
た
た
め
、
す
べ
て
を
次
期
委
員

会
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
31
年
度
寮
歌
委
員
会
は
、
継

承
し
た
28
、
30
年
寮
歌
の
制
定
に
専
念
さ
せ
ら
れ
、
よ
う
や
く
昭
和

32
年
寮
歌
集
に
「
手
を
と
り
て
」
と
「
悲
歌
に
血
吐
き
し
」
の
両
曲

が
掲
載
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

思
想
対
立
の
中
に
も
信
頼
関
係

委
員
会
が
寮
歌
公
募
を
躊
躇
し
た
り
、
積
極
的
に
動
か
な
か
っ
た

背
景
に
左
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
グ
ル
ー
プ
間
の
対
立
も
見
逃
せ
な

い
。
制
定
を
め
ぐ
っ
て
2
年
間
も
翻
弄
さ
れ
た
「
手
を
と
り
て
」
の

選
考
過
程
で
寮
歌
選
考
委
員
の
一
人
は
「
伝
統
的
な
寮
歌
と
は
認
め

が
た
く
結
局
、
選
定
し
な
い
ま
ま
委
員
会
は
解
散
し
た
」
と
述
懐
し
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
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作
曲
者
の
三
河
君
は
「
自
分
は
29
年
入
寮
な
の
に
28
年
寮
歌
は
あ
り

得
な
い
。
入
寮
し
た
年
に
前
年
に
作
っ
た
山
本
玉
樹
さ
ん
が
前
年
に

作
っ
た
詞
が
あ
り
、
曲
を
付
け
た
だ
け
」
と
、
東
京
え
る
む
会
編
集

「
都
ぞ
弥
生
」
に
寄
稿
、
制
定
年
度
の
曖
昧
さ
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て

い
る
。

た
だ
、
当
時
、
寮
の
雰
囲
気
と
し
て
、
昭
和
30
年
初
頭
、
寮
歌
選

定
に
関
わ
っ
た
一
人
は
「
寮
の
対
立
は
後
の
全
共
闘
世
代
の
派
閥
抗

争
の
よ
う
な
陰
湿
さ
は
な
く
、
両
派
の
間
に
は
一
定
の
信
頼
関
係
が

成
り
立
っ
て
い
た
」
と
話
し
、
寮
歌
制
作
者
の
一
人
も
「
こ
の
よ
う

な
曖
昧
な
関
係
、
つ
ま
り
寮
歌
制
定
に
決
着
を
付
け
な
い
と
い
う
あ

る
種
の
妥
協
が
寮
歌
欠
番
に
繋
が
っ
た
と
す
る
指
摘
が
真
相
に
近
い

だ
ろ
う
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
欠
番
を
出
さ
な
い
た
め
寮
歌
の
制
定
年
を
繰
り
上
げ

た
り
、
下
げ
た
り
す
る
異
常
事
態
が
続
い
た
が
、
31
年
寮
歌
を
欠
番

に
し
て
以
後
、
正
常
化
を
図
っ
た
と
さ
れ
る
。

入
寮
選
考
を
め
ぐ
っ
て
混
迷

次
に
、
昭
和
最
後
の
年
、
63
年
寮
歌
の
欠
番
問
題
で
あ
る
。

こ
の
年
の
秋
、
昭
和
天
皇
が
重
篤
な
病
気
に
倒
れ
、
翌
64
年
1
月

7
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
、
高
貴
な
人
の
死
を
悼
み
、
歌
舞
音
曲
を
慎
む
〝
諒り

ょ
う闇あ
ん〞

説
が
一
般
的
と
さ
れ
て
き
た
が
、
リ
ベ
ラ
ル
か
つ
寮
歌
の
伝
統
を
守

り
続
け
る
恵
迪
寮
生
が
そ
ん
な
理
由
で
自
粛
す
る
と
は
思
え
な
い
。

63
年
前
後
の
寮
歌
制
作
者
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
寮
歌
普
及
委

員
長
か
ら
貴
重
な
回
答
が
得
ら
れ
た
。

「
63
年
は
歌
詞
の
応
募
作
が
1
点
だ
け
あ
り
ま
し
た
が
、
誰
も
曲

を
付
け
ず
に
そ
の
年

度
は
終
了
。
本
来
な

ら
第
80
回
記
念
寮
歌

も
作
る
は
ず
で
し
た

か
ら
、
2
曲
続
け
て

欠
番
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。
寮
歌
に
対
す

る
熱
意
が
委
員
会
の

情
報
宣
伝
力
不
足
や

寮
選
考
を
め
ぐ
り
ご

た
ご
た
が
続
き
、
寮

生
の
い
い
加
減
さ
に

原
因
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
、
反
省

に
満
ち
て
い
た
。

当
時
の
寮
内
情
勢

と
し
て
新
々
寮
に
移

行
し
て
ま
も
な
く
、
入
寮
選
考
を
め
ぐ
っ
て
寮
委
員
会
と
大
学
当
局

の
対
立
が
激
化
し
、
63
年
度
の
入
寮
選
考
は
寮
委
員
会
と
大
学
当
局

の
双
方
が
実
施
し
た
が
、
定
員
の
半
数
に
も
未
た
ず
、
寮
歌
ど
こ
ろ

の
話
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

平
成
6
年
の
欠
番
は
、
寮
歌
の
選
定
方
法
を
め
ぐ
っ
て
ご
た
ご
た

が
続
き
、
結
局
流
れ
て
し
ま
う
、
昭
和
63
年
、
平
成
13
年
に
見
ら
れ

た
パ
タ
ー
ン
と
よ
く
似
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

寮
歌
普
及
委
員
の
有
志
が
記
し
た
〝
寮
歌
珍
報
〞
に
よ
る
と
、
そ
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の
予
兆
は
、
寮
生
の
日
常
生
活
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
歌
っ
た
平
成
5
年

寮
歌
「
今
日
の
歌
」
に
あ
る
と
い
う
。
今
で
こ
そ
人
気
の
あ
る
寮
歌

の
一
つ
だ
が
、
当
時
は
や
や
軽
薄
な
フ
レ
ー
ズ
で
寮
歌
ら
し
さ
に
欠

け
る
と
い
う
批
判
が
相
次
い
だ
。

そ
こ
で
、
翌
年
か
ら
有
志
に
よ
る
全
寮
生
投
票
を
止
め
、
寮
歌
普

及
委
委
員
会
の
管
理
下
、
直
接
選
定
す
る
方
式
を
採
っ
た
も
の
の
、

寮
生
の
同
意
を
得
ら
れ
ず
、
候
補
作
も
な
く
、
欠
番
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
と
い
う
。

悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
寮
歌
制
定

こ
れ
に
つ
い
て
、
悲
し
い
後
日
談
が
あ
る
。「
こ
ん
な
調
子
で
は

寮
歌
が
す
た
れ
て
し
ま
う
。
皆
が
納
得
で
き
る
寮
歌
を
作
ろ
う
」
と

在
寮
中
、
全
寮
歌
を
暗
唱
し
て
い
た
と
い
う
宇
野
直
茂
君
が
「
六
華

ぞ
窓
に
」
を
作
詞
し
、
平
成
7
年
9
月
、
選
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
1
週
間
後
に
開
か
れ
た「
水
産
追
い
コ
ン
」で
、「
六
華
ぞ
窓
に
」

を
一
番
気
に
入
っ
て
い
た
前
年
の
寮
歌
選
定
委
員
長
が
飲
酒
事
故
で

亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
歌
詞
も
決
定
し
た
も
の
の
、
寮
自
治
会
は

1
年
間
の
活
動
自
粛
を
決
め
、
伝
統
の
寮
歌
祭
も
こ
の
年
は
中
止
に

な
っ
た
。
寮
歌
も
一
時
は
2
年
連
続
欠
番
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

が
、「
明
治
か
ら
連
綿
と
続
く
寮
歌
制
定
は
例
外
で
あ
る
」
と
し
て
、

平
成
7
年
の
寮
歌
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

最
後
に
平
成
13
年
の
欠
番
は
、
こ
の
頃
再
び
蔓
延
し
て
い
た
寮
歌

に
対
す
る
無
関
心
さ
や
寮
執
行
委
員
会
の
怠
慢
さ
な
ど
寮
歌
の
ど
ん

底
の
時
代
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
寮
歌
選
定
委
員
の
人
選

や
募
集
要
項
の
発
表
な
ど
執
行
委
員
会
の
方
針
が
な
か
な
か
決
ま
ら

ず
、
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
。
締
め
切
り
後
に
2
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た

も
の
の
、
投
票
な
ど
の
準
備
態
勢
が
整
わ
ず
、
結
局
新
年
度
を
迎
え

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

寮
歌
応
募

今
は
百
花
繚
乱

そ
の
後
、〝
寮
歌
の
危
機
〞
に
目
覚
め
た
の
か
、
平
成
14
年
以
降
は

応
募
数
が
徐
々
に
増
加
、
昨
年
は
作
詞
、
作
曲
合
わ
せ
11
点
と
、
寮

歌
史
上
最
多
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
っ
た
。

昭
和
20
年
代
の
欠
番
は
寮
歌
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
、
思
想
信

条
の
対
立
も
多
分
に
影
響
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
昭
和
か
ら

平
成
に
か
け
て
の
空
白
は
一
部
現
寮
生
に
あ
り
が
ち
な
寮
歌
に
対
す

る
無
関
心
さ
や
、
音
楽
的
表
現
の
時
代
的
変
化
も
見
ら
れ
る
。

連
綿
と
続
い
て
き
た
恵
迪
寮
歌
が
一
時
的
に
途
絶
え
た
こ
と
は
、

は
な
は
だ
残
念
で
は
あ
る
が
、
今
な
お
、
後
輩
た
ち
が
も
が
き
苦
し

み
、
か
つ
青
春
を
謳
歌
し
な
が
ら
も
寮
歌
制
作
を
続
け
て
い
る
の
を

見
る
限
り
、
札
幌
農
学
校
を
嚆
矢
と
す
る
北
の
学
び
舎
に
一
時
期
を

過
ご
し
た
我
ら
に
と
っ
て
、「
寮
歌
は
永
遠
な
り
」
と
、
叫
ば
ず
に
い

ら
れ
な
い
。

〈
編
集
部
注
〉

こ
の
記
事
は
、
寮
歌
史
に
詳
し
い
高
井
宗
宏
君
（
Ｓ
31
）、
前
島
一

淑
君
（
同
）
現
寮
生
我
如
古
弥
司
君
（
Ｈ
22
）
の
資
料
提
供
を
基
に
、

大
隈
昭
二
が
編
集
し
ま
し
た
。
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思
い
出
の
恵
迪
寮

〜
我
が
青
春
に
食く

い
な
し
〜

能
勢

誠
夫

(Ｓ
21
年
入
寮
)

始
め
に

私
は
、
大
正
15
年
生
ま
れ
で
昨
年
、
満
88
歳
の
米
寿
を
迎
え

た
。い

ず
れ
、
老
い
先
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
の
で
、
米
寿
を
機

に
一
念
発
起
し
て
諸
々
の
会
合
に
出
来
る
限
り
出
席
す
る
こ
と

に
し
た
。

手
始
め
に
昨
年
、
狸
小
路
ラ
イ
オ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
恵
迪

夏
祭
り
」
に
出
席
し
た
。

昭
和
21
年
入
寮
の
私
は
、〝
絶
滅
危
惧
種
〞
の
よ
う
に
見
ら
れ

た
。
参
会
者
の
皆
さ
ん
か
ら
思
わ
ざ
る
厚
遇
を
得
て
大
い
に
気

を
良
く
し
、
思
い
切
り
寮
歌
を
唱
っ
た
。

こ
れ
に
味
を
し
め
て
、
今
年
1
月
の
「
新
年
歌
始
め
の
会
」

に
初
め
て
出
席
し
た
。
案
の
定
、
昭
和
21
年
入
寮
の
私
は
参
加

者
名
簿
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
後
輩
、
現
役
の
諸
君
と
共
に
寮
歌

を
高
唱
し
て
い
る
う
ち
に
、
お
よ
そ
70
年
前
の
恵
迪
寮
3
年
間

の
生
活
が
脳
裏
に
鮮
明
に
浮
か
ん
で
き
た
。

敗
戦
の
翌
年
入
寮
、
そ
の
後
の
寮
生
活
は
極
端
な
食
糧
難
時

代
で
寮
生
は
、
何
時
も
飢
え
て
い
た
。
そ
の
頃
、
絶
世
の
美
女
、

原
節
子
、
有
島
武
郎
の
息
子
、
森
雅
之
が
主
演
で
、
黒
沢
明
が

監
督
の
「
我
が
青
春
に
悔
い
な
し
」
が
評
判
で
、
な
け
な
し
の

財
布
を
は
た
い
て
観
た
寮
生
も
多
く
、
誰
言
う
と
も
な
く
、
飢

え
に
悩
む
わ
が
身
に
な
ぞ
ら
え
、「
我
が
青
春
に
食
い
な
し
」
が

流
行
語
と
な
っ
た
。
私
の
寮
3
年
の
思
い
出
も
「
食
」
に
関
す

る
こ
と
が
多
く
、
飽
食
の
時
代
に
寮
生
活
を
過
ご
し
た
後
輩
諸

君
に
い
さ
さ
か
参
考
に
な
れ
ば
と
、
思
い
出
を
書
い
て
み
る
。

白
い
大
き
な
コ
ッ
ペ
パ
ン

当
時
、
我
が
国
は
占
領
下
に
あ
り
、
市
内
の
目
ぼ
し
い
建
物

は
ほ
と
ん
ど
進
駐
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
速
や
か

な
接
収
解
除
の
た
め
、
真
駒
内
地
区
に
米
軍
キ
ャ
ン
プ
の
建
設

が
突
貫
工
事
で
行
わ
れ
て
い
た
。
早
朝
、
大
学
構
内
に
工
事
用

ト
ラ
ッ
ク
が
入
り
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
満
載
し
て
真
駒
内
に

向
か
っ
た
。
こ
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
魅
力
は
昼
飯
時
に
支
給
さ
れ

る
白
い
大
き
な
コ
ッ
ペ
パ
ン
で
、
こ
れ
を
目
当
て
に
授
業
を
サ

ボ
っ
た
寮
生
も
多
く
、
私
も
何
度
か
参
加
し
た
。
寮
で
は
ア
ル

バ
イ
ト
に
行
く
寮
生
に
前
日
の
晩
、
昼
食
分
と
し
て
小
さ
な
握

り
飯
を
2
個
支
給
し
た
。
翌
日
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
当
て
に
し
て

2
個
の
握
り
飯
は
そ
の
夜
の
う
ち
に
腹
の
中
に
…
。
翌
朝
、
寝

坊
し
て
仕
事
に
あ
ぶ
れ
る
と
悲
劇
で
あ
る
。
昼
食
は
前
夜
の
う

ち
に
食
べ
て
し
ま
い
、
夕
食
ま
で
空
腹
を
抱
え
て
悶
々
と
し
た
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苦
い
体
験
を
悪
夢
の
よ
う
に
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

学
校
を
出
て
私
は
農
林
省
林
野
庁
に
入
っ
た
。
任
地
を
転
々

と
し
た
後
、
昭
和
56
年
、
札
幌
勤
務
と
な
り
、
所
用
で
真
駒
内

の
自
衛
隊
第
7
師
団
長
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
寮
生
の

時
、
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
半
地
下
の
兵
舎
が
残
っ
て
い
る
の
を
見

て
、
師
団
長
に
か
つ
て
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
ひ
か
れ
て
キ
ャ
ン
プ
建

設
工
事
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
語
る
と
、師
団
長
は「
今
も
当
時
の

兵
舎
の
一
部
を
倉
庫
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。あ
な
た
が
建
設

工
事
に
関
わ
っ
た
の
も
何
か
の
縁
で
す
ね
」と
会
話
が
弾
ん
だ
。

大
根
抜
き

飢
え
に
悩
ま
さ

れ
つ
つ
も
、
3
0

0
人
の
寮
生
が
生

産
す
る
屎
尿
は
、

化
学
肥
料
が
ほ
と

ん
ど
手
に
入
ら
な

い
そ
の
頃
、
周
辺

の
野
菜
農
家
の
貴

重
な
肥
料
源
で

あ
っ
た
。
寮
の
屎

尿
を
引
き
取
っ
た

農
家
か
ら
は
秋
に

な
る
と
大
根
な
ど

の
野
菜
が
届
い

た
。
昭
和
22
年

秋
、
農
家
が
所
属
す
る
農
協
か
ら
大
根
収
穫
の
ア
ル
バ
イ
ト
の

求
人
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
条
件
は
、
1
週
間
農
家
泊
ま
り
こ

み
と
、
三
食
白
米
つ
き
。
三
食
白
米
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
私
は

友
と
二
人
、
夫
婦
、
子
供
3
人
の
農
家
に
泊
り
込
ん
だ
。
太
く
、

重
い
大
根
の
収
穫
作
業
は
思
っ
た
よ
り
重
労
働
で
あ
っ
た
。
収

穫
し
た
大
根
は
主
人
が
馬
車
で
札
幌
市
内
に
出
荷
す
る
の
で
あ

る
が
、
需
要
期
が
過
ぎ
る
と
価
格
が
下
が
る
の
で
夫
婦
は
必
死

で
あ
っ
た
。

朝
は
夜
明
け
と
と
も
に
叩
き
起
こ
さ
れ
、
夜
は
満
天
の
星
を

仰
い
で
帰
宅
す
る
と
い
う
日
が
続
い
た
。
小
学
6
年
の
女
の
子

が
夕
食
の
支
度
を
す
る
と
い
う
、一
家
挙
げ
て
の
働
き
振
り
に
、

私
達
も
一
生
懸
命
働
い
た
。
お
目
当
て
の
白
米
を
や
け
食
い
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
し
っ
か
り
食
べ
た
の
が
、
強
烈
な
労
働
に
対
す

る
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
あ
っ
た
。
最
後
の
積
み
出
し
が
終
わ

り
、
現
在
の
新
琴
似
駅
か
ら
麻
生
を
経
て
北
18
条
の
寮
ま
で
歩

い
て
帰
っ
た
。
農
家
の
主
人
は「
本
当
に
よ
く
働
い
て
く
れ
た
。

農
協
が
決
め
た
賃
金
の
ほ
か
、
私
達
の
気
持
だ
」
と
言
っ
て
、

特
別
手
当
を
く
れ
た
。

今
は
こ
の
地
域
一
帯
住
宅
地
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
当

時
は
市
電
の
終
点
、北
18
条
か
ら
北
は
ほ
と
ん
ど
住
宅
が
な
く
、

帝
国
製
麻
の
亜
麻
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。
友
と
二
人
波
打
つ
亜

麻
畑
の
は
て
、
手
稲
山
に
夕
陽
の
沈
む
光
景
を
、
寮
歌
を
唱
い

つ
つ
眺
め
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
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鰊
の
力

入
寮
は
昭
和
21
年
9
月
だ
っ
た
。
ラ
グ
ビ
ー
に
所
属
し
、
同

室
、
同
期
に
は
福
島
県
出
身
の
金
沢
利
輝
君
だ
っ
た
。
私
た
ち

二
人
は
そ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
に
ま
っ
た
く
無
縁
だ
っ
た
が
、
入

寮
時
の
先
輩
の
巧
妙
な
勧
誘
で
、
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
部
し
な
い

と
入
寮
で
き
な
い
よ
う
な
口
ぶ
り
に
騙
さ
れ
、
入
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
入
部
し
た
以
上
は
と
、
真
面
目
に
練
習
に
取
り

組
ん
だ
。
毎
日
、
午
後
3
時
か
ら
5
時
ま
で
の
空
腹
を
抱
え
て

の
練
習
は
、
い
わ
ば
若
者
の
人
格
形
成
の
〝
行
〞
に
も
似
て
厳

し
い
も
の
だ
っ
た
。
我
々
2
人
は
体
力
も
運
動
神
経
も
人
並
み

以
下
で
練
習
の
終
了
す
る
頃
は
疲
労
困
憊
。
練
習
の
締
め
く
く

り
に
キ
ャ
プ
テ
ン
が
高
く
蹴
り
上
げ
る
楕
円
球
を
全
員
で
追
い

か
け
る
オ
ー
ル
メ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
で
は
、
二
人
と
も
い
つ
も
ド
ン

尻
で
あ
っ
た
。
楕
円
球
の
扱
い
に
慣
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
の
面
白
さ

が
解
り
始
め
た
頃
、
長
い
長
い
冬
休
み
に
入
っ
た
。
冬
期
暖
房

用
の
石
炭
が
確
保
で
き
ず
、
予
科
在
学
中
の
冬
休
み
は
12
月
半

ば
か
ら
翌
年
3
月
一
杯
で
あ
っ
た
。
春
に
練
習
が
再
開
さ
れ
、

人
材
不
足
の
ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
未
熟
な
我
々
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と

な
り
、
樽
商
戦
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
二
高
戦
（
仙
台
）
に
備
え

練
習
に
熱
が
入
っ
た
。

相
変
わ
ら
ず
オ
ー
ル
メ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
は
二
人
と
も
ド
ン
尻

だ
っ
た
が
、あ
る
日
気
が
つ
い
て
見
る
と
、金
沢
君
が
風
を
切
っ

て
先
頭
を
走
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
び
っ
く
り
し
て
「
ど
う

し
た
の
だ
」
聞
く
と
、「
サ
ボ
っ
て
街
に
出
て
、
鰊
の
丸
焼
き
を

一
匹
食
べ
た
ら
不
思
議
に
力
が
つ
い
た
」
と
い
う
。
金
沢
君
は

何
時
も
岩
波
文
庫
で
難
し
い
哲
学
書
を
読
み
、
時
に
訥
々
と
し

た
東
北
弁
で
人
生
論
を
語
る
、
愛
す
べ
き
東
北
人
で
あ
っ
た
。

〝
金
沢
、
鰊
で
走
る
〞
の
話
は
た
ち
ま
ち
寮
中
に
広
ま
っ
た
。

そ
の
年
、
札
幌
近
辺
の
銭
函
、
小
樽
、
余
市
に
鰊
の
群
来
が

あ
り
、
札
幌
市
内
に
広
く
鰊
が
出
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
寮

生
は
、
街
で
鰊
を
食
べ
、
生
鰊
を
購
入
し
て
は
渦
巻
型
電
気
コ

ン
ロ
で
焼
き
、
寮
中
が
煙
で
霞
む
よ
う
に
な
っ
た
。
皆
が
鰊
を

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
金
沢
君
の
神
通
力
も
薄
れ
、
私
と
再
び

ド
ン
尻
を
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
札
幌
近
辺
の
鰊
の
群
来
は
そ

の
年
が
最
後
で
、
昭
和
31
年
頃
、
稚
内
近
辺
に
群
来
し
た
以
降
、

石
狩
挽
歌
の
よ
う
に
〽
ど
こ
え
行
っ
た
や
ら
と
な
っ
た
。

野
荒
し

秋
も
深
ま
る
頃
、
期
末
試
験
が
近
づ
い
た
。
日
頃
の
不
勉
強

が
た
た
り
、
徹
夜
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
寮
生
も
少
な
く
な

か
っ
た
。〝
腹
が
減
っ
て
は
戦い

く
さに

勝
て
な
い
〞
で
期
末
試
験
に

備
え
て
の
食
糧
確
保
が
問
題
で
あ
っ
た
。
寮
の
周
辺
は
「
豊
か

に
稔
れ
る
」
大
学
農
場
で
、
馬
鈴
薯
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
っ
た
。

「
寮
生
は
、
大
学
の
子
供
で
あ
る
。
腹
一
杯
食
べ
し
っ
か
り

勉
強
し
て
好
成
績
を
上
げ
る
の
は
親
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
食
糧
統
制
に
よ
り
、
大
学
は
生
産
物
を
自
由
に

出
来
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
あ
る
。
な
ら
ば
、
我
々
が
秘
か
に
生
産

物
を
寮
に
移
し
、
期
末
試
験
で
好
成
績
を
挙
げ
る
の
は
大
学
の

望
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
勝
手
に
〝
野
荒
し
〞
を
正
当
化
し
、

寮
生
は
大
挙
し
て
大
学
農
場
に
ア
タ
ッ
ク
を
か
け
た
の
で
あ

る
。
お
目
当
て
は
、
収
穫
し
、
農
場
内
に
点
々
と
野
積
み
さ
れ
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た
稲
藁
で
覆
わ
れ
た
馬
鈴
薯
の
山
で
あ
っ
た
。
夜
遅
く
誰
が
叩

く
の
か
太
鼓
が
鳴
り
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
寮
生
が
三
々

五
々
農
場
に
向
か
い
、
農
場
を
照
ら
す
ラ
イ
ト
は
、
軍
事
教
練

で
鍛
え
た
匍ほ

匐ふ
く

前
進
で
か
わ
し
馬
鈴
薯
を
リ
ュ
ッ
ク
一
杯
失
敬

し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、食
糧
は
確
保
し
た
も
の
の
そ
の
調
理
が
大
変
だ
っ
た
。

渦
巻
型
の
電
気
コ
ン
ロ
と
小
鍋
で
は
、
1
時
間
か
け
て
、
い
も

5
、
6
箇
し
か
茹
で
上
が
ら
ず
1
室
5
人
、
1
人
1
個
で
は
空

腹
を
刺
激
す
る
だ
け
で
、
結
局
、
い
も
ゆ
で
で
徹
夜
し
た
と
い

う
。
一
方
、
中
庭
に
石
で
か
ま
ど
を
築
き
、
大
鍋
で
大
量
の
い

も
を
茹
で
上
げ
た
連
中
は
、
満
腹
し
、「
い
ざ
勉
強
」
と
張
切
っ

た
も
の
の
満
腹
に
よ
る
睡
魔
に
勝
て
ず
朝
ま
で
爆
睡
し
た
と
い

う
。
か
く
し
て
〝
野
荒
し
〞
は
当
初
の
崇
高
な
目
的
に
程
遠
い

結
末
と
な
っ
た
。
し

か
し
、〝
野
荒
し
〞
が

寮
生
の
健
康
保
持
に

大
い
に
役
立
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
同
期
入
寮
で
応

援
団
長
を
や
り
、
後

年
、
苫
小
牧
市
長
や

道
議
を
5
期
務
め
た

故
板
谷
実
君
は
口
ぐ

せ
の
よ
う
に
「
あ
の

頃
の
〝
野
荒
し
〞
で

俺
達
は
生
き
延
び

た
」
と
語
っ
て
い
た
。

鯨
の
ス
テ
ー
キ

予
科
3
年
の
昭
和
23
年
、
生
活
部
委
員
に
な
っ
た
。
担
当
は

食
糧
の
管
理
、
炊
事
場
6
人
の
従
業
員
管
理
、
監
督
で
あ
っ
た
。

主
食
は
配
給
制
だ
っ
た
が
、
遅
配
が
1
か
月
に
及
び
、
米
、
麦

の
ほ
か
カ
ロ
リ
ー
計
算
に
よ
る
種
々
雑
多
な
食
糧
が
配
給
に

な
っ
た
。
あ
る
時
、
2
人
で
よ
う
や
く
運
べ
る
ほ
ど
大
き
な
麻

袋
に
入
っ
た
砂
糖
「
黄
ザ
ラ
」
が
主
食
と
し
て
6
袋
配
給
に
な

り
、活
用
法
を
考
え
て
い
る
時
、公
開
記
念
祭
の
開
催
が
決
ま
っ

た
。
寮
生
の
全
面
協
力
が
必
要
で
記
念
祭
の
最
後
を
飾
る
晩
餐

会
に
は
「
手
稲
の
白
雪
」「
藻
岩
の
緑
」
の
定
番
の
ほ
か
、
寮
生

が
あ
っ
と
驚
く
豪
華
一
品
を
加
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
、
文
類
3
年
に
在
学
し
て
い
た
、
大
洋
漁
業
・
中
部

一
族
の
御
曹
司
、
故
中
部
藤
次
郎
君
に
尽
力
し
て
も
ら
い
鯨
の

ス
テ
ー
キ
を
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

一
方
、
持
て
余
し
気
味
の
「
黄
ザ
ラ
」
は
、
大
学
正
門
前
の

菓
子
舗
・
中
屋
で
小
豆
と
交
換
し
て
お
汁
粉
を
作
り
、
寮
の
食

堂
で
記
念
祭
に
来
場
し
た
一
般
市
民
に
振
る
舞
っ
た
。〝
甘
い

甘
い
お
汁
粉
〞
は
甘
味
に
飢
え
て
い
た
市
民
に
大
好
評
で
、
来

場
者
は
引
き
も
切
ら
ず
の
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
そ
の
売
り
上
げ

代
金
で
豪
華
一
品
の
鯨
の
ス
テ
ー
キ
代
を
ま
か
な
っ
た
。
厄
介

者
の
黄
ザ
ラ
の
活
用
に
道
を
開
け
、
晩
餐
会
の
ス
テ
ー
キ
に
歓

声
を
あ
げ
る
寮
生
達
に
感
無
量
で
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に

〽
若
き
二
十
の
こ
ろ
な
れ
や
、三
年

み
と
せ

が
ほ
ど
は
か
よ
い
し
も
、

酒
、
歌
、
煙
草
、
ま
た
女
、
外
に
学
び
し
こ
と
も
な
し

詩
人
の
佐
藤
春
夫
が
大
正
浪
漫
時
代
、
三
田
（
慶
応
）
に
学

ん
だ
頃
を
懐
古
し
た
詩
の
一
節
で
あ
る
。
自
由
奔
放
な
学
生
生

活
を
う
か
が
わ
せ
る
。

さ
て
、
我
等
の
寮
生
活
は
生
き
ん
が
為
の
「
食
」
の
確
保
が

最
優
先
だ
っ
た
。
酒
、
煙
草
は
配
給
制
で
成
人
に
し
か
手
に
入

ら
ず
、
女
は
色
気
よ
り
食
気
で
あ
っ
た
。
彼
女
か
ら
ラ
ブ
レ

タ
ー
が
来
る
友
人
は
寮
中
知
ら
な
い
者
が
い
な
い
有
名
人
で
羨

望
の
的
だ
っ
た
。
唯
一
寮
歌
は
空
腹
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
事
あ

る
ご
と
に
唱
わ
れ
た
。
夜
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
寮
歌
が
聞
こ

え
て
き
た
。〝
野
荒
し
〞
で
獲
得
し
た
い
も
を
中
庭
に
築
い
た

か
ま
ど
で
茹
で
、
茹
で
あ
が
る
ま
で
車
座
に
な
っ
て
寮
歌
を

唱
っ
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

「
都
ぞ
弥
生
」
は
別
格
と
し
て
、
入
寮
し
た
年
の
寮
歌
「
時
潮

の
波
の
」
を
始
め
と
し
て
20
曲
程
、
70
年
た
っ
た
今
も
暗
記
そ

ら

で

唱
え
る
。
夜
、
風
呂
に
入
り
ゆ
っ
た
り
と
寮
歌
を
口
ず
さ
み
、

最
後
に
「
い
ざ
我
が
友
よ
熟
睡
う
ま
い

せ
ん
、
明
日
は
人
生
の
旅
な
れ

ば
」
と
唱
い
、
老
い
先
短
い
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。

（
札
幌
市
東
区
)

学
兄
・
伊
沢
久
夫
君
を
回
想
す
る

藤
倉

孝
夫

(Ｓ
27
年
入
寮
)

ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
養
殖
の
先
駆
者

ア
テ
ネ
か
ら
搭
乗
し
た
飛
行
機
は
エ
ー
ゲ
海
の
明
る
い
西
日

を
う
け
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
と
飛
行
を
続
け
て
い
た
。
機
内
で

シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス
を
傾
け
ア
テ
ネ
で
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
を

思
い
出
し
な
が
ら
機
内
で
配
ら
れ
た
InternationalH
erald

T
ribune
紙
に
眼
を
通
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
科
学
欄
の
ほ
ぼ
1

ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
世
界
の
鯨
問
題
に
つ
い
て
の
記
事
が
眼
に
と

ま
っ
た
。
自
然
保
護
、
海
洋
環
境
・
資
源
の
保
全
、
種
の
保
存
、

鯨
の
生
態
、
な
ど
の
格
調
の
高
い
論
説
が
密
度
の
高
い
英
文
で

論
述
さ
れ
て
い
た
。
主
要
な
論
点
の
一
つ
に
「
H
okkaido

U
niversity,V
eterinary
SchoolProfH
.IZA
W
A
が
イ
ル

カ
や
鯨
の
養
殖
に
向
け
て
壮
大
な
研
究
計
画
を
遂
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
分
野
の
研
究
は
世
界
の
海
洋
資
源
の
保
護

に
と
り
重
要
で
あ
り
大
い
に
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
早
速
こ
の
新
聞
の
copy
を
彼
に
送
る
こ
と
と
し
た
。
当

時
筆
者
は
国
連
専
門
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
る
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
上
席
公
衆
衛
生
管
理
官
と
し
て
地
球
規
模
で
の

人
と
動
物
の
感
染
症
対
策
や
環
境
保
全
な
ど
の
課
題
を
担
当
し

て
い
た
の
で
、
早
い
機
会
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
伊
沢
学
兄
と

20



話
を
し
た
い
と
思
い
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

留
守
中
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
拙
宅
宛
に
届
い
て
い
た
邦
字
新
聞
の

海
外
版
に
伊
沢
学
兄
の
訃
報
の
記
事
を
認
め
、
こ
れ
に
よ
り
彼

と
の
交
信
や
再
会
の
機
会
は
永
遠
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

50
歳
代
の
若
さ
で
、
こ
の
よ
う
に
壮
大
な
計
画
に
大
志
を
燃
や

し
な
が
ら
健
闘
し
て
い
た
彼
の
心
情
を
思
う
と
20
年
あ
ま
り
を

経
た
現
在
に
至
る
も
慙
愧
に
耐
え
な
い
。
純
白
の
雪
を
い
た
だ

く
ア
ル
プ
ス
の
峻
厳
な
雪
山
の
は
る
か
彼
方
へ
去
っ
て
い
っ
た

伊
沢
久
夫
学
兄
へ
の
哀
惜
の
念
を
い
ま
な
お
禁
じ
え
な
い
。

さ
て
、
生
前
の
伊
沢
久
夫
学
兄
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
述
べ
る
な

ら
ば
、
彼
は
東
京
都
立
の
進
学
校
か
ら
慶
応
大
学
経
済
学
部
へ

進
学
し
た
が
、
思
い
直
し
て
1
年
後
に
北
大
へ
入
学
し
、
恵
迪

寮
へ
入
寮
し
て
き
た
尊
重
す
べ
き
変
り
種
で
あ
っ
た
と
も
言
え

る
。
教
養
部
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
選
択
し
、
狂
犬
病
の
病
毒
発

見
や
、
炭
疽
の
研
究
と
そ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
な
ど
に
功
績

の
高
い
パ
ス
ツ
ー
ル
を
尊
敬
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
獣
医
学
に
大
変

に
興
味
を
示
す
勉
強
熱
心
な
好
青
年
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
、

当
時
の
進
歩
的
な
社
会
的
思
想
に
も
柔
軟
に
興
味
を
示
し
我
々

を
も
説
得
す
る
よ
う
な
力
量
を
も
そ
な
え
て
い
た
。
彼
は
ま
た

昭
和
28
年
度
の
前
期
で
あ
っ
た
ろ
う
か
寮
の
委
員
長
に
選
ば

れ
、寮
内
外
の
様
々
な
困
難
な
問
題
に
も
手
際
よ
く
対
処
し
た
。

や
が
て
彼
は
躊
躇
な
く
獣
医
学
部
を
志
し
、
進
学
し
た
。
優
秀

な
成
績
で
卒
業
後
、
北
里
研
究
所
へ
就
職
し
、
ウ
イ
ル
ス
学
者

の
道
を
す
す
み
豚
コ
レ
ラ
の
研
究
や
ワ
ク
チ
ン
製
造
の
任
を
全

う
し
た
。

恵
迪
寮
で
培
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

卒
業
後
、
我
々
同
期
生
の
中
で
最
も
早
く
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留

学
生
と
し
て
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
獣
医
学
部
へ
の
留
学

の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
留
学
先
で
は
豚
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

発
見
と
そ
れ
の
研
究
に
没
頭
し
、
国
際
的
に
も
評
価
の
高
い
成

果
を
あ
げ
、
帰
国
後
、
未
だ
20
歳
代
の
若
さ
で
日
本
獣
医
学
会

賞
と
獣
医
学
博
士
号
に
輝
い
た
。
彼
の
学
究
生
活
は
益
々
充
実

し
、
北
里
大
学
の
教
授
か
ら
40
歳
代
の
若
さ
で
母
校
北
大
獣
医

学
部
の
家
畜
伝
染
病
学
担
当
の
教
授
に
就
任
し
た
。

彼
は
人
材
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
、
氏
の
教
室
か
ら
は
多
く
の

優
れ
た
科
学
者
が
輩
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
科
学
者
の
中
に
は
彼

の
教
室
の
助
教
授
を
務
め
、
東
大
教
授
か
ら
内
閣
府
の
食
品
安

全
委
員
会
の
初
代
委
員

長
と
し
て
海
外
か
ら
侵

入
し
牛
肉
を
介
し
て
人

に
も
伝
播
さ
れ
る
「
牛

海
綿
状
脳
症
」（
Ｂ
Ｓ

Ｅ
）
根
絶
対
策
な
ど
重

責
を
果
た
さ
れ
た
見
上

彪
博
士
が
お
ら
れ
る
。

伊
沢
学
兄
が
生
涯
を

通
じ
て
発
揮
さ
れ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に

立
っ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
い
活
躍
と
業
績
は
明
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確
に
恵
迪
寮
で
の
生
活
か
ら
培
わ
れ
た
Boys
be
am
bicious

の
精
神
と
自
然
と
人
類
愛
へ
の
確
固
と
し
た
精
神
に
支
え
ら
れ

発
展
さ
せ
た
輝
か
し
い
成
果
で
あ
っ
た
、
と
確
信
し
て
い
る
。

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
)

「
燃
え
な
ん
我
が
胸
」
五
十
有
余
年

〜
歴
代
の
名
寮
歌
に
寄
せ
て

平
良

健
康

(Ｓ
37
年
入
寮
)

津
軽
の
蒼
海
の

昭
和
13
年
の
寮
歌
、
二
階
堂
孝
一
君
作
歌
、
高
橋
寛
君
作
曲

「
津
軽
の
蒼
海
の
」
を
愛
唱
す
る
と
、
夜
霧
の
青
森
駅
の
長
い

ホ
ー
ム
が
髣
髴
と
し
て
く
る
。
我
先
に
急
ぐ
足
で
青
函
連
絡
船

に
乗
り
込
も
う
と
す
る
人
々
に
混
じ
っ
て
青
春
の
旅
人
一
人
。

は
る
ば
る
沖
縄
か
ら
鹿
児
島
へ
は
一
夜
の
船
、
そ
れ
か
ら
日
本

列
島
を
蒸
気
機
関
車
で
日
に
夜
を
継
い
で
北
上
、終
着
駅
青
森
。

津
軽
海
峡
を
渡
り
札
幌
駅
に
つ
い
た
の
は
4
日
目
で
あ
っ
た

か
。
昭
和
37
年
早
春
、
残
雪
の
恵
迪
寮
玄
関
に
着
い
た
日
の
解

放
感
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
当
時
沖
縄
は
米
軍
占
領
統
治
下
に
あ

り
米
国
高
等
弁
務
官
の
発
行
す
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の
査
証
を
う
け

て
「
出
域
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。
高
校
の
校
庭
か
ら
は
米
国
民

政
府
庁
舎
に
威
圧
的
に
星
条
旗
が
翻
っ
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
高
等
弁
務
官
は
「
自
治
権
は
神
話
な
り
」
と
公
言
し
自
治
権

要
求
運
動
に
強
硬
姿
勢
を
と
る
一
方
、
頻
々
と
軍
用
機
の
民
間

地
域
墜
落
事
故
で
死
者
を
出
す
な
ど
世
は
閉
塞
感
に
包
ま
れ
て

い
た
。
し
か
し
て
青
春
の
旅
人
は
「
ア
カ
シ
ア
の
白
花
散
り
敷

く
夕
べ
、
白
銀
の
月
仄
か
に
浮
か
ぶ
、
牧
場
添
い
の
野
路
逍
遥

ひ
ゆ
け
ば
、
羊
の
群
は
声
な
く
去
り
ぬ
」
の
自
然
賛
歌
に
真
の

自
由
な
心
の
尊
さ
を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

平
成
27
年
は
終
戦
70
年
に
当
た
る
。
そ
の
う
ち
27
年
間
は
沖

縄
の
米
軍
統
治
期
間
で
あ
っ
た
が
、
全
国
の
米
軍
基
地
の
74
％

は
今
な
お
こ
の
地
に
存
在
し
、
新
基
地
ま
で
建
設
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
地
元
紙
は
境
遇
が
似
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独

立
投
票
を
詳
し
く
報
じ
た
。

春
ま
だ
浅
き

昭
和
12
年
記
念
祭

歌
、平
城
鷹
雄
君
作
歌
、

宍
戸
昌
夫
君
作
曲
「
春

ま
だ
浅
き
」
は
恩
師
の

思
い
出
に
繋
が
る
。
医

学
部
第
一
外
科
教
室
で

小
児
外
科
を
学
ん
で
い

た
と
き
の
恩
師
が
故
内

野
純
一
先
生
で
あ
る
。

沖
縄
に
県
立
病
院
が
新

設
さ
れ
小
生
が
赴
任
し

た
が
母
校
の
外
科
教
室

か
ら
多
く
の
医
師
の
応
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援
を
受
け
た
。
内
野
先
生
は
そ
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
が
離
島

県
沖
縄
の
医
療
事
情
を
理
解
さ
れ
そ
の
姿
勢
は
終
生
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
札
幌
か
ら
沖
縄
を
訪
問
さ
れ
る
と
き
は
北
大
の
近
況

や
恵
迪
の
杜
の
自
然
に
話
題
が
及
ん
だ
。「
春
ま
だ
浅
き
白
楊

の

雪
解
の
小
路
た
た
ず
め
ば

し
ば
し
聞
け
と
て
私
語
（
さ

ざ
め
き
）
の

木
の
間
も
れ
く
る
夕
嵐
」
を
私
が
歌
う
と
喜
ば

れ
た
。
抒
情
流
れ
る
曲
は
口
ず
さ
む
ほ
ど
心
に
沁
み
て
い
く
。

学
部
講
義
で
は
宍
戸
昌
夫
共
著
公
衆
衛
生
学
テ
キ
ス
ト
で
学
ん

だ
こ
と
を
思
い
出
す
。
車
椅
子
の
お
元
気
な
宍
戸
先
生
に
「
都

ぞ
弥
生
」
百
年
記
念
祭
の
会
場
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
た
時
は
感

無
量
で
あ
っ
た
。

燃
ゆ
る
生
命
の
か
が
り
火

沖
縄
に
は
雪
降
り
の
冬
は
な
く
、
1
月
、
2
月
の
平
均
気
温

は
16
度
。
古
希
を
過
ぎ
つ
つ
朝
の
7
0
0
0
歩
、
近
く
の
奥
武

山
公
園
を
漫
湖
の
湖
水
を
見
な
が
ら
季
節
の
変
化
を
友
に
歩

く
。
歩
き
な
が
ら
寮
歌
を
黙
然
と
歌
う
。
恵
迪
寮
歌
に
は
「
か

が
り
火
」
を
歌
う
場
面
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
微
妙
な
味

わ
い
を
反
芻
す
る
。
大
正
12
年
「
春
雨
に
濡
る
」
第
三
節
「
焚

火
を
囲
み
歌
ふ
寮
歌

紫
紺
の
闇
に
解
け
て
行
く
」
は
野
営
の

趣
。
昭
和
6
年
「
別
離
の
歌
」
第
二
節
「
燃
ゆ
る
生
命
の
か
が

り
火
に
…
…
強
く
正
し
く
友
よ
生
き
な
む
」
は
青
春
の
熱
い
友

情
。
昭
和
10
年
「
噫
妖
雲
は
」
第
六
節
「
月
影
淡
き
楡
の
陵

…
…
篝
火
焚
き
て
我
は
今

静
か
に
宵
を
誦
わ
な
ん
」
に
は
暗

雲
の
時
代
を
予
見
す
る
静
謐
が
あ
る
。

都
ぞ
弥
生

外
科
医
と
し
て
救
急
医
療
に
明
け
暮
れ
て
い
た
昭
和
の
あ
る

日
、
沖
縄
県
庁
か
ら
電
話
が
あ
り
、
環
境
、
保
健
医
療
、
福
祉

の
分
野
の
行
政
を
担
当
す
る
辞
令
を
う
け
た
。
離
島
久
米
島
に

病
院
を
開
設
、
看
護
大
学
を
開
学
、
県
立
病
院
の
統
合
な
ど
懸

案
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト
が
2
0
0
0
年
に
沖

縄
で
開
催
さ
れ
、
県
と
し
て
救
急
体
制
、
食
品
安
全
を
担
当
す

る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
事
業
で
は
ボ
リ
ビ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、

大
洋
州
な
ど
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
な
ど
医
療
と
行
政

を
つ
な
ぐ
現
場
に
身
を
置
い
た
。
今
は
重
症
心
身
障
害
児
者
の

医
療
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
振
り
返
れ
ば
「
燃
え
な
ん
我
胸

想
ひ
を
載
せ
て
」
に
い
つ
も
背
中
を
押
さ
れ
て
歩
い
て
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
三
年
廻
り
の
京
都
で
の
西
日
本
支
部
の
会
で

は
心
ゆ
く
ま
で
寮
歌
を
歌
う
。「
沖
縄
寮
歌
・
校
歌
の
祭
」
が
毎

年
2
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
。「
都
ぞ
弥
生
」
の
幟
を
掲
げ
て

北
大
エ
ル
ム
会
関
係
者
、
愛
好
者
と
と
も
に
「
都
ぞ
弥
生
」
を

高
唱
す
る
。
若
い
世
代
の
参
加
が
増
え
て
き
た
の
が
嬉
し
い
。

現
在
も
進
行
形
で
恵
迪
寮
寮
歌
が
生
ま
れ
て
い
る
と
寮
歌
集
を

見
せ
る
と
人
々
は
驚
嘆
す
る
。
寮
歌
は
癒
し
の
歌
、
オ
ト
ナ
の

子
守
歌
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

賛
歌北

国
の
原
始
の
杜
の
初
雪
に

心
馳
せ
つ
つ
寮
歌
を
歌
ふ

春
浅
き
原
始
の
杜
の
古
き
寮

ひ
び
く
鐘
の
音
今
も
聞
こ

ゆ
る
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寮
歌
う
た
ひ
よ
み
が
え
り
来
る
石
狩
の

春
の
野
面
（
の

ず
ら
）
に
立
ち
し
若
き
日

ア
カ
シ
ア
の
原
始
の
杜
を
慕
い
つ
つ

寮
歌
う
た
ひ
て
古

希
を
過
ぎ
ゆ
く

人
生
に
秋
暮
れ
あ
り
と
心
せ
ず

生
命
の
か
が
り
火
寮
歌

を
歌
ふ

若
夏
堂

（
沖
縄
県
那
覇
市
)

祝

北
海
道
大
学
合
唱
団
創
立
百
年金

武
彦

(Ｓ
37
年
入
寮
)

は
じ
め
に

百
年
前
の
北
海
タ
イ
ム
ス
（
大
正
4
年
2
月
14
日
・
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
、「
洋
々
た
る
演
奏
会

農
大
娯
楽
（
注
：
グ

リ
ー
）
倶
楽
部
の
公
開
」
と
い
う
見
出
し
で
東
北
帝
国
大
学
農

科
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
1
回
音
楽
会
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。佳

節
（
注
：
紀
元
節
）
を
卜
し
図
書
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ

た
演
奏
会
に
は
同
学
教
官
学
生
来
賓
約
三
百
五
十
名
が
列
席
。

佐
藤
学
長
は
挨
拶
の
中
で
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
来
歴
に
ふ
れ
、
更

に
西
洋
音
楽
に
つ
き
講
演
。
音
楽
会
は
予
科
教
師
ポ
ー
ル
・

ロ
ー
ラ
ン
ド
氏
の
ピ
ア
ノ
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
全
体
と
し
て
二

時
間
半
に
及
ん
だ
。
記
事
は
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
ま
す
。

「
会
衆
一
同
カ
レ
ッ
ジ
・
マ
ー
チ
ン
グ
ソ
ン
グ
を
一
律
斉
唱
し
、

司
会
の
閉
会
の
辞
に
て
午
後
三
時
半
閉
会
し
た
り
」。

北
大
合
唱
団
で
は
、
新
制
大
学
と
な
っ
て
最
初
に
開
催
し
た

昭
和
27
年
の
発
表
会
以
来
、
そ
の
嚆
矢
を
昭
和
2
年
と
し
て
き

ま
し
た
。
昭
和
40
年
に
は
、
札
幌
市
史
（
文
化
社
会
篇
）
に
て

「
大
正
4
年
、
予
科
教
師
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
に
結
成
さ
れ

24

大寮歌祭にはいつも奥様を同伴（昨年 9月の京都大会で）



た
」
と
の
記
述
を
見
出
し
修
正
し
ま
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上

の
情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

創
立
百
年
が
論
議
さ
れ
始
め
た
2
0
0
8
年
、
北
大
合
唱
団

の
事
始
め
を
詳
し
く
知
る
べ
く
、
私
は
札
幌
市
中
央
図
書
館
に

て
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
（
復
刻

版
・
大
正
15
〜
昭
和
35
年
）、
北
大
Ｂ
Ｂ
Ａ
「
北
海
道
の
青
春
」、

さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
「
札
幌
と
キ
リ
ス
ト
教
」「
札
幌
と
音
楽
」「
札

幌
の
コ
ー
ラ
ス
」、
前
川
公
美
夫
著
「
北
海
道
洋
楽
の
歩
み
」
等

を
読
み
漁
り
ま
し
た
。

北
大
百
年
史
（
通
説
）﹇
昭
和
57
年
発
刊
﹈
の
年
表
で
﹇
大
正

4
年
2
月
11
日
﹈﹇
第
1
回
音
楽
会
﹈
を
確
認
。
北
大
付
属
図
書

館
で
関
連
す
る
資
料
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
札
幌
農
学
校
以
来
発

刊
さ
れ
て
き
た
文
武
会
会
報
74
号
（
大
正
4
年
3
月
発
行
）
に
、

A
bystander氏
か
ら
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。﹇
こ
の
経
験
が
、
2
0
1
1
年
1
月
、「
都
ぞ
弥
生
」

初
版
数
字
譜
の
発
見
に
繋
が
り
ま
す
﹈

農
科
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
1
回
音
楽
会

①

演
奏
曲
目
に
つ
い
て

ピ
ア
ノ
演
奏

ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

男
声
合
唱
「
The
Prof.leads
a
charm
ed
life」

指
揮
／
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

マ
ン
ド
リ
ン
合
奏

男
声
合
唱

ロ
ー
ラ
ン
ド
、コ
ラ
ー
、
佐
々
木
、
森
本
先
生
他

男
声
合
唱
「
Ich
kann
sprechen」、「
Student’sToast」

指
揮
／
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏

バ
リ
ト
ン
独
唱

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｍ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

レ
コ
ー
ド
鑑
賞

「
ハ
レ
ル
ヤ
・
コ
ー
ラ
ス
」、
Ｅ
・
カ
ル
ー
ソ
ー
の
歌
曲

男
声
合
唱
「
Sm
oker’s
Anthem
」

指
揮
／
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
演
奏

コ
ラ
ー
夫
人

男
声
カ
ル
テ
ッ
ト

全
員
合
唱
「
C
ollege
M
arching
Song」

指
揮
／
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

第
1
回
音
楽
会
は
、
男
声
合
唱
、
バ
リ
ト
ン
ソ
ロ
、
男
声
カ

ル
テ
ッ
ト
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
レ
コ
ー
ド

鑑
賞
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
即
ち
、
男
声
合
唱
だ
け
で
ス

テ
ー
ジ
を
構
成
で
き
る
ほ
ど
音
楽
文
化
は
醸
成
し
て
い
な
い
も

の
の
、
西
洋
音
楽
を
楽
し
も
う
と
す
る
意
欲
的
な
催
し
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
演
奏
し
た
合
唱
曲
は
、
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

（
1
9
1
4
／
8
〜
1
9
1
7
／
7

予
科
英
語
教
師
）
の
作

詞
・
作
曲
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
す
。
尚
、
ポ
ー
ル
の
父
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｍ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
氏
は
札
幌
組
合
基
督
教
会
（
現

在
の
日
本
基
督
教
団
札
幌
北
光
教
会
）
の
宣
教
師
、
妹
ポ
ー
リ

ン
は
ハ
ロ
ル
ド
・
Ｍ
・
レ
ー
ン
氏
と
ご
結
婚
さ
れ
、
共
に
北
大

の
英
語
教
育
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

②

農
科
大
学
「
M
arching
Song」
に
つ
い
て

第
1
回
音
楽
会
結
び
に
全
員
で
歌
っ
た
「
M
arching
Song」
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は
、
恵
迪
寮
歌
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
寮
歌
集
は
昭
和
51

年
の
北
大
創
基
百
年
の
際
、
歌
詞
／
水
野

一
氏
、
メ
ロ
デ
ィ

／
川
越

守
氏
に
よ
り
様
々
な
間
違
い
が
見
直
さ
れ
、
大
半
は

望
ま
し
い
姿
に
戻
り
ま
し
た
が
、「
M
arching
Song」
は
素
通

り
で
あ
っ
た
た
め
、
今
般
音
楽
的
に
調
整
し
、
1
番
ユ
ニ
ゾ
ン
、

2
・
3
番
を
四
部
合
唱
で
歌
え
る
よ
う
に
編
曲
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
1
5
年
2
月
11
日
、図
書
館
を
埋
め
た
農
科
大
学
の
教
師
、

学
生
、
ご
来
賓
約
三
百
五
十
名
に
て
、﹇
O
ur
m
otto,
Be

Am
bitious,Boys,ourguide,the
N
orth
Starever.Vive

la
Tohoku
N
oka
D
aigaku,foreverand
forever.﹈
と
高
ら

か
に
歌
い
上
げ
て
い
ま
す
。
韻
を
踏
む
詞
の
リ
ズ
ム
も
メ
ロ

デ
ィ
も
、
素
晴
ら
し
い
。

③

会
場
と
な
っ
た
図
書
館
に
つ
い
て

昭
和
40
年
、
付
属
図
書
館
が
新
築
さ
れ
る
ま
で
機
能
を
果
た

し
て
い
た
中
央
図
書
館
を
、
学
生
時
代
に
利
用
さ
れ
た
諸
兄
は

多
い
と
拝
察
し
ま
す
。
農
学
部
本
館
右
陣
と
昆
虫
学
教
室
と
の

間
に
赤
い
屋
根
に
二
つ
の
換
気
塔
を
の
せ
、
鴇
浅
葱
（
と
き
あ

さ
ぎ

ベ
ー
ジ
ュ
）
色
の
柱
型
や
窓
枠
が
漆
喰
壁
に
映
え
る
建

築
物
で
す
。
昭
和
27
年
に
農
芸
化
学
教
室
の
1
部
を
移
築
し
前

室
と
し
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
建
築
が
明
治
35
年
ゆ
え
継
ぎ
足

し
の
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
室
の
新
聞
閲
覧
室
、

続
く
読
書
室
、
そ
の
奥
に
角
柱
で
支
え
ら
れ
た
舞
台
が
あ
り
、

正
面
左
壁
に
ク
ラ
ー
ク
博
士
、
右
壁
に
黒
田
長
官
の
肖
像
画
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
正
5
年
、
中
央
講
堂
が
出
来
る
ま

で
、
全
学
的
な
行
事
は
図
書
館
で
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
30
年
代
末
に
教
養
部
校
舎
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
恵

迪
寮
生
は
寮
の
食
堂
関
係
者
が
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
で
く
だ
さ
る

昼
飯
の
お
む
す
び
を
中
央
ロ
ー
ン
付
近
で
ほ
お
ば
り
、
そ
の
あ

と
天
井
が
高
く
、
ス
ズ
ラ
ン
の
よ
う
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
下
が

る
図
書
館
読
書
室
を
至
極
の
ま
ど
ろ
み
処
と
す
る
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
参
考

季
刊
リ
タ
ラ
ポ
プ
リ
（
2
0

0
8
／
1
)／
北
海
道
大
学

北
大
歴
史
散
歩
／
岩
沢
健
蔵

④

Lofty
Am
bition
に
つ
い
て

数
年
前
ま
で
北
大
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
に
、
Ｐ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博
覧
会
（
一
九
一
五
年
）
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
用
に
執
筆
し
た
「
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
略
史
」
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
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“Boys,be
am
bitious!"
Be
am
bitious
notform
oney

orforselfish
aggrandizem
ent,notforthatevanescent

thing
w
hich
m
en
call
fam
e.
Be
am
bitious
for

know
ledge,
for
righteousness,
and
for
the
uplift
of

your
people.Be
am
bitious
for
the
attainm
ent
of
all

that
a
m
an
ought
to
be.
This
w
as
the
m
essage
of

W
illiam
Sm
ith
C
lark.(By
PaulRow
land
1914/12)「
青

年
よ
大
志
を
抱
け
。
金
の
た
め
又
は
利
己
的
栄
達
の
た
め
に
で

も
な
く
、
ま
し
て
や
人
呼
ん
で
名
声
と
称
す
る
空
し
き
も
の
の

た
め
に
で
も
な
い
。
知
識
に
対
し
て
、
正
義
に
対
し
て
、
か
つ

国
民
の
向
上
の
た
め
に
大
志
を
抱
け
。
人
と
し
て
、
ま
さ
に
か

く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
全
て
の
こ
と
を
達
成
せ
ん
と
す
る
た
め
に

大
志
を
抱
け
。
こ
れ
は
W
illiam
Sm
ith
Clark
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
っ
た
。」

札
幌
農
学
校
の
M
arching
Song「
永
遠
の
幸
」

明
治
34
（
1
9
0
1
）
年
、
札
幌
農
学
校
は
創
立
25
年
を
迎

え
、
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
作
歌
（
作
詞
）

は
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
有
島
武
郎
、
メ
ロ
デ
ィ
は
、
納
所
弁
次

郎
が
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
の
際
の
北
軍
行
進
曲
「
T
ram
p!

T
ram
p!T
ram
p!」
を
撰
び
ま
し
た
。
5
月
15
日
の
北
海
道
毎

日
新
聞
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
は
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

『
日
の
ま
だ
暮
れ
ぬ
う
ち
よ
り
、
提
灯
行
列
を
見
よ
う
と
女

子
供
が
農
学
校
前
よ
り
町
内
の
要
所
要
所
に
群
集
し
て
い
た
。

軒
下
に
提
灯
を
出
し
て
い
る
家
も
多
く
、中
々
の
賑
わ
い
な
り
。

学
校
入
口
の
大
門
を
は
じ
め
時
計
台
演
武
場
の
窓
々
、
そ
の
他

緑
葉
の
飾
り
あ
る
と
こ
ろ
に
は
電
気
を
と
も
し
、
庭
の
高
竿
よ

り
四
方
に
幾
百
と
な
き
提
灯
を
か
け
渡
し
て
い
る
た
め
、
四
辺

は
眩
く
ば
か
り
。
や
が
て
七
時
半
、
八
百
余
の
職
員
学
生
は
、

竿
の
先
に
赤
き
球
灯
を
結
び
北
講
堂
前
の
広
場
に
整
列
。
真
紅

の
燕
尾
服
に
高
帽
子
を
戴
き
た
る
総
指
揮
者
の
号
令
の
下
、
音

楽
隊
を
先
に
祝
二
十
五
年
の
文
字
な
る
数
十
本
の
高
張
提
灯
を

押
し
立
て
表
門
か
ら
繰
り
出
し
た
。
大
波
の
打
ち
寄
す
る
が
如

き
群
集
の
中
を
、
新
作
行
進
歌
（
注
：「
永
遠
の
幸
」）
を
勇
ま

し
く
歌
い
つ
つ
、
北
一
条
通
を
西
七
丁
目
、
南
に
向
か
い
大
通

を
抜
け
て
南
一
条
通
に
出
て
東
に
向
か
い
て
西
二
丁
目
、
南
二

条
通
に
出
て
西
六
丁
目
、
南
四
条
通
を
経
て
創
成
川
を
渡
り
…

札
幌
神
社
拝
礼
所
（
注
：
北
海
道
神
宮
頓
宮
）
に
至
り
君
が
代

を
斉
唱
す
る
こ
と
三
た
び
…
』（
現
代
文
に
調
整
）

式
場
と
な
っ
た
演
武
場
階
上
東
側
の
壁
に
は
、
中
央
に
樹
枝

の
大
ア
ー
チ
、
そ
の
中
に
校
章
の
五
稜
星
、
左
右
に
黒
田
清
隆

と
ク
ラ
ー
ク
の
肖
像
、
上
方
に
赤
で
「
Boys,beam
bitious」

の
文
字
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
演
武
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
札
幌
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
年
1
月
の
恵
迪
寮
同
窓
会
主
催
「
寮
歌
歌
始
め
会
」
で
、

同
志
社
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
応
援
歌
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、「
永
遠
の
幸
」と「
若
草
萌
え
て
」が
、「
T
ram
p!T
ram
p!

T
ram
p!」
の
義
兄
弟
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

参
考

写
真
集
北
大
百
年
／
北
海
道
大
学

明
治
45
年
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」

北
大
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
会
第
10
回
演
奏
会
（
2
0
1
4
年
5
月
開
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催
）
の
結
び
の
「
都
ぞ
弥
生
」
演
奏
は
、
多
く
の
方
の
琴
線
に

触
れ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
感
動
の
波
紋
を
拡
げ
た
よ
う
で
す
。

ア
ン
コ
ー
ル
の
ア
ン
コ
ー
ル
を
指
揮
さ
れ
た
遠
藤
良
治
先
輩

は
、
昭
和
27
年
11
月
開
催
「
D
asErsteK
onzertD
esChor」

戦
後
、
男
声
合
唱
と
し
て
再
出
発
し
た
北
大
合
唱
団
の
第
1
回

演
奏
会
指
揮
者
で
す
。
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
会
東
京
支
部
で
の
練
習

で
、「
私
の
耳
に
は
、
出
征
学
徒
に
捧
げ
る
、
ゆ
っ
た
り
と
歌
う

壮
行
の
「
都
ぞ
弥
生
」
が
残
っ
て
い
る
」、
と
お
話
し
さ
れ
て
お

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
「
都
ぞ
弥
生
」
が

流
れ
る
や
、
前
列
で
涙
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
る
男
性
客
を
発
見

し
、
私
も
抑
え
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。

「
都
ぞ
弥
生
」
は
、
北
大
人
に
校
歌
の
よ
う
に
愛
さ
れ
歌
い
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
一
桁
頃
ま
で
は
、
昭
和
5
年
制
作
コ

ロ
ン
ビ
ア
蓄
音
機
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、

八
七
調
8
行
詞
後
半
の
5
〜
7
行
詞
は
3
拍
子
で
し
た
。
寮
歌

の
主
流
を
な
す
2
拍
子
系
を
愛
す
る
学
生
は
、
赤
木
顕
次
の
3

拍
子
か
ら
離
れ
、
日
中
戦
争
頃
か
ら
は
「
一
息
二
文
字
」
と
超

ス
ロ
ー
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
函
館
本
線
札
幌
駅

の
停
車
時
間
は
7
分
間
で
、
汽
車
が
動
き
出
し
て
も
1
番
を
歌

い
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

北
大
創
基
百
年
の
昭
和
51
年
以
降
、「
都
ぞ
弥
生
」
の
リ
ズ
ム

は
、
3
つ
の
流
れ
と
な
り
ま
す
。
公
式
譜
と
な
っ
て
い
る
川
越

守
氏
校
訂
の
川
越
節
は
八
七
調
8
行
詞
後
半
の
5
〜
7
行
詞
を

﹇
4
・
4
・
3
・
3
﹈
拍
子
、
恵
迪
寮
同
窓
会
生
は
﹇
4
・
4
・

3
・
4
﹈
拍
子
、
北
大
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
会
は
昭
和
40
年
末
頃
か
ら

﹇
3
・
4
・
3
・
4
﹈﹇
3
・
4
・
3
・
4
﹈﹇
3
・
3
・
3
・
4
﹈

拍
子
と
言
う
変
拍
子
で
す
。

赤
木
顕
次
が
、
2
拍
子
の
途
中
に
3
拍
子
を
組
み
込
む
記
譜

法
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
楽
譜
を
読
め
る
後
輩
た
ち
は
混
乱

し
、
十
数
種
類
の
楽
譜
に
改
ざ
ん
・
編
曲
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
の
心
配
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
北
大
人
が
肩
を
組

み
「
都
ぞ
弥
生
」
を
歌
え
ば
、﹇
夢
こ
そ
﹈
か
ら
の
5
〜
7
行
詞

は
、
い
つ
の
ま
に
か
﹇
4
・
4
・
3
・
4
﹈
拍
子
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
世
代
を
超
え
て
歌
う
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
は
永
遠

で
す
。

む
す
び

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ジ
ョ
ー

ジ
・
Ｍ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

氏
が
札
幌
に
音
楽
文

化
・
合
唱
文
化
を
根
付

か
せ
ま
し
た
。
農
科
大

学
に
は
、
そ
の
ご
子
息

ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ド

氏
が
男
声
合
唱
を
開
花

さ
せ
ま
し
た
。
更
に

Ｐ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
氏
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万

博
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

て
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
が

遺
し
た
尊
き
野
心
の
訓

え（
Lofty
A
m
bition）
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を
的
確
な
る
表
現
で
発
信
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

北
大
合
唱
団
創
立
百
年
を
記
念
し
て
の
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
会
演
奏

会
（
2
0
1
4
／
5
）、
北
大
ホ
ー
ム
・
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
記
念
演

奏
会
（
2
0
1
4
／
9
）、
北
大
合
唱
団
第
63
回
演
奏
会
（
2
0

1
5
／
1
）
に
て
、
札
幌
農
学
校
M
arching
Song「
永
遠
の

幸
」、東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学「
CollegeM
arching
Song」、

そ
し
て
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
恵
迪
寮
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」

の
三
大
果
実
（
三
美
歌
）
を
歌
い
上
げ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
尚
、
私
た
ち
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
会
・
北
大
合
唱
団
は
、

「
College
M
arching
Song」
の
リ
フ
レ
ー
ン
﹇
Vive
la

Tohoku
N
oka
D
aigaku,foreverand
forever.﹈
を
﹇
Vive

la
H
okudai,Vive
la
H
okudai,foreverand
forever.﹈
と

読
み
替
え
、
母
校
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。（札

幌
市
豊
平
区
)

「
林
住
期
」
か
ら
の
断
想

原
口

芳
明

(Ｓ
41
年
入
寮
)

恵
迪
寮
の
頃

私
は
鹿
児
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
北
大
に
行
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
一
因
は
、
高
校
時
代
に
た
ま
た
ま
読
ん
だ
内
村

鑑
三
の
『
余
は
如
何
に
し
て
基
督
信
徒
と
な
り
し
乎
』
だ
っ
た

が
、
あ
る
い
は
そ
の
少
し
前
に
読
ん
だ
國
木
田
独
歩
の
「
空
知

川
の
岸
辺
」
に
ま
ず
惹
か
れ
た
よ
う
な
気
も
す
る
。
今
に
し
て

思
え
ば
、
相
当
時
代
錯
誤
的
だ
っ
た
が
、
何
よ
り
も
自
分
を
変

え
た
い
と
い
う
根
本
的
な
衝
動
が
動
い
て
い
た
。
そ
の
動
き
の

先
に
北
海
道
と
北
大
（
恵
迪
寮
）
が
あ
っ
た
。

昭
和
40
年
春
、
当
時
の
国
鉄
夜
行
列
車
を
東
京
で
乗
り
継
い

で
ほ
ぼ
50
時
間
か
か
っ
て
札
幌
に
着
い
た
。
何
も
か
も
新
鮮

だ
っ
た
が
、
憧
れ
て
い
た
恵
迪
寮
に
そ
の
年
は
入
れ
ず
、
た
し

か
翌
年
に
入
っ
た
。
授
業
が
面
白
く
な
く
サ
ボ
っ
て
い
た
た
め

2
年
に
上
が
る
時
、
単
位
不
足
で
留
年
し
て
し
ま
っ
た
。

血
気
盛
ん
な
学
生
の
集
団
が
醸
し
出
す
雰
囲
気
、
尽
き
る
こ

と
の
な
い
議
論
、壁
に
書
か
れ
た
お
び
た
だ
し
い
落
書
き
、エ
ッ

セ
ン
の
開
始
を
告
げ
る
鐘
の
音
、
真
夜
中
の
ス
ト
ー
ム
、
カ
ッ

コ
ウ
の
鳴
き
声
。
こ
れ
ら
の
総
体
は
今
も
私
の
中
で
生
き
て
い

る
。寮

歌
は
良
く
歌
っ
た
。「
都
ぞ
弥
生
」
は
勿
論
定
番
だ
っ
た

が
、三
高
の「
紅
萌
ゆ
る
…
…
」、一
高
の「
あ
あ
玉
杯
に
…
…
」、

そ
れ
に
「
心
猛
く
も
鬼
神
な
ら
ず
…
…
」
の
水
産
放
浪
歌
も
必

ず
歌
っ
た
。

時
代
的
に
は
大
学
紛
争
の
少
し
前
だ
っ
た
。
寮
内
放
送
で
は

い
つ
も
ア
ジ
演
説
が
流
さ
れ
た
。
誘
い
を
う
け
て
デ
モ
に
出
た

こ
と
も
何
度
か
あ
っ
た
が
、
読
書
と
音
楽
と
孤
独
な
夢
想
の
世

界
に
没
頭
し
て
い
た
。

「
レ
コ
ー
ド
管
理
委
員
会
」
の
部
屋
に
一
時
入
っ
て
い
た
。

真
冬
の
朝
、
階
下
の
音
楽
鑑
賞
室
か
ら
流
れ
て
く
る
シ
ベ
リ
ウ
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ス
の
音
楽
を
夢
う
つ
つ
に
聴
い
た
り
し
た
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど

何
も
し
な
か
っ
た
が
、
有
島
武
郎
が
つ
く
っ
た
と
い
う
「
黒
百

合
会
」
に
所
属
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
一
枚
描
い
た
ア
ル

チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
の
肖
像
画
は
寮
を
去
る
時
捨
て
て
し

ま
っ
た
。

「
林
住
期
」
の
今

古
代
イ
ン
ド
で
は
人
生
を
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
え
た
と

い
う
。
学
生
（
が
く
し
ょ
う
）
期
、
家
住
期
、
林
住
期
、
遊
行

期
で
あ
る
。
恵
迪
寮
時
代
は
私
の
「
学
生
期
」
の
い
わ
ば
シ
ン

ボ
ル
だ
が
、
職
に
つ
き
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を
育
て
家
族
と
暮

ら
す
「
家
住
期
」
は
愛
知
県
、
岐
阜
県
で
過
ご
し
、
愛
知
教
育

大
学
で
37
年
間
研
究
と
教
育
に
従
事
し
た
。

退
職
す
る
1
年
前
に
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
が
起
こ
っ

た
。
そ
れ
が
私
を
変
え
た
。
1
年
間
岐
阜
か
ら
福
島
ま
で
新
幹

線
で
通
っ
た
後
、
2
年
前
福
島
県
に
一
人
で
移
住
し
た
。
私
の

「
林
住
期
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
「
林
住
期
」
は
家

族
か
ら
離
れ
て
今
ま
で
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
や
る
時
期
で
あ

る
。今

や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
主
に
小
、
中
、
高
の
ス
ク
ー
ル
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
る
。
不
登
校
の
子
ど
も
や
色
ん
な
悩
み
を

抱
え
た
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
、
先
生
方
や
親
さ
ん
と
の
相
談

に
乗
っ
て
い
る
。

原
発
事
故
は
未
だ
終
息
し
て
お
ら
ず
、
傷
は
開
い
た
ま
ま
で

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と
気
が
か
り
が
多
い
。

私
に
や
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
微
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
で
知
り
合
っ
た
同
期
入
寮
の
八
重
樫
君
か

ら
恵
迪
寮
に
つ
い
て
書
い
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
感
謝
の
意

を
込
め
て
、「
林
住
期
」
の
人
間
と
し
て
切
れ
切
れ
の
思
い
を
書

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
福
島
県
郡
山
市
)
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『
瓔
珞
み
が
く
』

作
曲
者
・
星
野
奇く

す
し

君
に
捧
げ
る

倉
嶋

清
次

(Ｓ
42
年
入
寮
)

〜
国
指
定
重
要
文
化
財
星
野
家
住
宅
。
こ
こ
の
先
々
代
当
主

は
、
大
正
九
年
桜
星
会
歌
『
瓔
珞
み
が
く
』
の
作
曲
家
・
星
野

奇く
す
し

君
〜

星
野
奇
―
-
以
下
、
北
大
寮
歌
前
口
上
の
慣
例
に
倣
っ
て

「
君
」
付
け
で
呼
称
す
る
。
星
野
奇
君
は
、
明
治
28
年
に
今
の
静

岡
県
島
田
市
に
生
ま
れ
た
。
作
曲
時
の
姓
は
置
塩
（
お
く
し
）

だ
っ
た
が
、
卒
業
後
星
野
家
の
婿
養
子
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

住
宅
に
掲
げ
ら
れ
た
額
に
も
星
野
奇
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
敬
意
を
表
し
て
以
下
星
野
奇
と
記
す
。

北
大
体
育
会
剣
道
部
昭
和
42
年
入
部
組
は
、
隔
年
で
開
催
さ

れ
て
い
る
同
期
会
を
、平
成
26
年
11
月
に
山
梨
県
で
開
催
し
た
。

笛
吹
市
長
に
就
任
し
た
小
生
を
激
励
す
る
た
め
、
石
和
温
泉
に

宿
を
と
り
、
昇
仙
峡
の
紅
葉
を
楽
し
み
、
太
宰
治
ゆ
か
り
の
天

下
茶
屋
や
河
口
湖
巡
り
で
富
士
山
も
眺
望
し
、
大
月
駅
で
解
散

す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
だ
。
そ
の
同
期
会
ま
で
あ
と
2
か
月
と

迫
っ
た
9
月
の
こ
と
。
大
月
市
在
住
の
絵
本
作
家
・
仁
科
幸
子

さ
ん
の
作
品
が
富
士
河
口
湖
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
覧
さ
れ
る
と

い
う
案
内
を
頂
い
た
。
妖
精
の
よ
う
な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

〝
さ
っ
ち
ゃ
ん
〞
の
絵
に
会
い
た
い
と
、
妻
と
駆
け
つ
け
た
。
数

年
ぶ
り
に
訪
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ひ
と
し
き
り
作
品
鑑
賞
を

し
、
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
隣
接
の
カ
フ
ェ
に
入
っ
た
。
片
隅

に
置
か
れ
た
数
冊
の
本
か
ら
『
大
月
人
物
伝
』
と
い
う
古
る
め

い
た
本
を
な
ん
と
い
う
気
も
な
く
手
に
し
て
、
本
を
開
い
て
目

次
を
見
る
と
【
星
野
奇

北
大
に
学
び
大
月
に
生
き
た
星
野
家

当
主
】
と
あ
る
。「
は
て
？
」
と
思
い
つ
つ
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、

『
瓔
珞
み
が
く
』
の
歌
詞
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
す
ぐ
さ
ま
同

期
会
へ
と
思
い
が
馳
せ
て
、
幹
事
に
連
絡
、
大
月
駅
解
散
の
前

に
星
野
家
住
宅
訪
問
を
組
み
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
妻
は
仁
科
さ

ん
に
「
さ
っ
ち
ゃ
ん
の
お
陰
で
、
星
野
家
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
の
。
私
も
行
っ
て
い
い
ん
で
す
っ
て
」と
電
話
を
入
れ
る
と
、

「
私
、
星
野
さ
ん
の
奥
さ
ま
だ
〜
い
好
き
、
親
し
い
の
よ
。
星
野

家
で
造
っ
て
い
る
納
豆
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
し
た
の
。

私
も
参
加
さ
せ
て
〜
」
と
の
返
事
。
ま
っ
た
く
も
っ
て
、
ご
縁

の
な
せ
る
こ
の
連
鎖
。

11
月
半
ば
、
全
国
か
ら
集
い
し
初
老
15
名
の
同
期
会
は
、
深

ま
り
ゆ
く
山
梨
の
秋
を
楽
し
ん
で
、
旧
交
を
温
め
、
締
め
と
し

て
の
星
野
家
住
宅
に
到
着
。
と
こ
ろ
が
、
降
り
立
っ
て
目
に
し

た
の
は
「
冬
季
閉
館
」
の
知
ら
せ
。
は
て
？

ご
当
主
は
出
張

と
は
聞
い
て
い
た
が
…

不
安
に
思
っ
て
い
る
と
、「
申
し
訳

あ
り
ま
せ
〜
ん
。
一
人
な
も
の
で
。」
と
奥
さ
ま
が
出
迎
え
に

跳
ん
で
来
ら
れ
た
。
申
し
訳
な
い
の
は
当
方
な
の
に
…

と
思

い
つ
つ
、
中
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
。

星
野
家
は
、
甲
州
街
道
・
下
花
咲
宿
の
本
陣
で
あ
り
、
名
主
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や
問
屋
を
務
め
て
い
た
。
現
在
の
建
物
は
、
江
戸
時
代
後
期
の

大
火
で
焼
け
落
ち
た
後
に
、
村
民
総
出
で
再
建
し
た
と
い
う
。

そ
の
東
半
分
は
土
間
と
居
間
。
土
間
に
は
当
時
用
い
ら
れ
た
農

業
関
係
の
大
き
な
看
板
な
ど
が
立
て
か
け
ら
れ
て
お
り
、
空
間

か
ら
古
の
暮
ら
し
が
立
ち
上
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
内
部
は
実
に

質
素
簡
明
。
明
治
期
に
農
村
の
暮
ら
し
を
守
り
興
そ
う
と
す

る
、
良
心
的
な
地
主
の
御
人
柄
を
忍
ば
せ
る
。
奇
君
も
、
北
大

で
学
ん
だ
醸
造
学
を
活
か
し
て
納
豆
の
製
造
を
始
め
た
り
、
酪

農
組
合
設
立
を
主
導
し
た
り
と
、
地
域
の
指
導
者
と
し
て
大
い

に
活
躍
を
し
た
と
い
う
。
本
陣
た
る
西
半
分
は
、
格
式
に
満
ち

た
も
の
だ
っ
た
。
大
名
は
大
名
専
用
玄
関
か
ら
入
り
、
奥
の
上

段
の
間
に
座
し
た
。
ま
た
、
厠
(ト
イ
レ
)は
畳
が
敷
か
れ
て
、
便

器
と
備
え
付
け
の
書
見
台
は
、
漆
塗
り
。
明
治
13
年
に
は
、
山

梨
を
経
て
京
都
へ
と
行
幸
さ
れ
る
明
治
天
皇
の
御
小
休
所
に
あ

て
ら
れ
た
。
天
皇
が
休
ま
れ
た
上
段
の
間
に
は
山
岡
鉄
舟
の

「
御
小
休
」
の
木
札
と
と
も
に
、
御
礼
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
天
皇

の
肖
像
画
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
星
野
家
の
女
性
た
ち
の
筆
に

な
る
絵
画
の
中
に
は
三
浦
環
の
姿
も
あ
っ
た
り
し
て
、
親
交
の

広
さ
深
さ
が
偲
ば
れ
る
。

『
主
人
が
居
た
ら
良
か
っ
た
の
に
、
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
か
。

私
じ
ゃ
ぁ
』
と
い
い
な
が
ら
も
見
事
な
奥
さ
ま
の
案
内
に
感
謝

し
つ
つ
、建
物
内
を
拝
見
し
終
え
て
、居
間
に
掲
げ
ら
れ
た『
瓔

珞
み
が
く
』
の
前
に
、
私
た
ち
は
横
一
列
に
な
ら
ん
だ
。
前
口

上
は
小
生
が
務
め
て
、
揃
っ
て
歌
い
出
し
た
。
額
中
の
奇
君
に

話
し
か
け
る
よ
う
に
。
私
た
ち
の
四
十
余
年
を
遡
り
つ
つ
、
自

ら
の
青
春
を
回
想
し
な
が
ら
。
そ
し
て
百
年
近
く
を
遡
っ
て
、

星
野
奇
君
の
時
代
に
想
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
…
、『
瓔
珞
み
が

く
』
を
歌
っ
た
。

天
の
導
き
と
い
う
か
、
ご
縁
に
深
く
感
謝
致
し
つ
つ
、
用
意

さ
れ
て
い
た
茶
菓
子
を
頂
戴
し
、
外
に
出
た
。
玄
関
前
に
は
、

北
大
植
物
園
の
歌
碑
の
副
碑
と
い
う
『
瓔
珞
み
が
く
』
の
歌
碑

が
立
っ
て
い
た
。
同
形
式
で
小
ぶ
り
な
そ
の
歌
碑
と
星
野
家
の

奥
さ
ま
と
さ
っ
ち
ゃ
ん
に
見
送
ら
れ
て
、
解
散
予
定
地
・
大
月

駅
へ
と
向
か
っ
た
。

瓢
箪
か
ら
駒
が
出
た
と
い
う
よ
う
な
同
期
会
の
成
り
行
き
を

こ
こ
に
記
す
こ
と
と
な
っ
た
の
も
、
ま
た
ご
縁
。『
瓔
珞
み
が

く
』
を
通
じ
て
の
、

星
野
奇
君
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
て

の
北
大
関
係
者
に
伝

え
た
い
。
そ
の
伝
達

役
に
選
ん
で
く
れ
た

星
野
君
、
あ
り
が
と

う
。

（
山
梨
県
笛
吹
市
長
)
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家
族
そ
ろ
っ
て
寮
歌
祭

光
井

久

(Ｓ
44
年
入
寮
)

昨
年
11
月
22
日
、
東
京
・
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
で
「
第
13
回

北
大
寮
歌
祭
」
が
例
年
通
り
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
寮
歌
祭
は
2

0
0
2
年
（
平
成
14
）
に
北
大
応
援
団
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
中
心

に
な
っ
て
実
行
委
員
会
（
第
1
回
の
委
員
長
は
本
田
彰
氏
）
が

結
成
さ
れ
、
山
元
周
行
先
生
を
顧
問
と
し
て
「
北
大
寮
歌
を
歌

う
こ
と
に
よ
り
、
同
窓
生
と
し
て
の
一
体
感
を
共
有
し
、
明
日

へ
の
人
生
の
活
力
が
生
ま
れ
れ
ば
」（
第
一
回
案
内
の
前
書
き

よ
り
）と
の
熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

年
1
回
、
10
月
か
11
月
頃
に
開
催
さ
れ
、
初
回
の
参
加
者
は
数

十
名
で
あ
っ
た
が
、
第
5
回
で
は
1
0
0
名
を
超
え
、
昨
年
の

第
13
回
で
は
2
0
0
名
以
上
の
老
若
男
女
が
集
う
寮
歌
祭
と

な
っ
て
い
る
。

嫁
や
娘
、
孫
と
一
緒
に
寮
歌
熱
唱

こ
の
寮
歌
祭
に
は
、
北
大
入
学
・
恵
迪
入
寮
か
ら
40
年
以
上
、

ず
っ
と
繋
が
っ
て
き
た
我
が
親
愛
な
る
仲
間
た
ち
の
多
く
も
家

族
同
伴
で
初
回
か
ら
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
る
。
海
外
滞
在
者

は
一
時
帰
国
を
早
め
た
り
、
遠
方
居
住
者
は
出
張
に
か
こ
つ
け

た
り
、
地
元
町
内
会
や
老
人
会
の
会
合
に
は
適
当
な
言
い
訳
を

し
て
、
こ
の
集
ま
り
を
優
先
し
て
参
加
し
て
き
た
。

参
加
者
の
中
で
わ
が
チ
ー
ム
は
常
に
異
色
の
存
在
で
あ
る
。

還
暦
過
ぎ
た
嫁
や
ア
ラ
フ
ォ
ー
の
娘
、
乳
母
車
に
乗
っ
た
幼
児

か
ら
小
学
生
の
孫
ら
が
加
わ
っ
て
、
共
に
声
を
嗄
ら
し
て
寮
歌

を
楽
し
ん
で
い
る
。

現
在
65
歳
前
後
の
我
が
仲
間
達
と
の
付
き
合
い
、
そ
れ
は
1

9
6
8
〜
1
9
7
0
年
（
昭
和
43
〜
45
年
）
の
恵
迪
寮
で
の
出

会
い
か
ら
始
ま
っ
た
。
出
身
地
は
北
海
道
、
東
京
、
神
奈
川
、

群
馬
、
愛
知
、
岡
山
な
ど
。
自
意
識
過
剰
な
が
ら
も
純
情
可
憐
、

視
野
は
狭
い
が
正
義
感
だ
け
は
強
く
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
怖

い
も
の
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
青
二
才
だ
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
大
学
紛
争
の
真
っ
た
だ
中
、
憧
れ
の
「
貴

き
野
心
の
訓
え
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
う
も
の
、
闘
争
に
参

加
す
る
も
の
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出
す
も
の
、
本
の
世
界
や

ク
ラ
ブ
活
動
に
浸
る
も
の
、
免
疫
無
き
麻
疹
に
似
た
恋
に
熱
を

出
す
も
の
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
色
々
な
若
者
が
い
た
。

恵
迪
寮
の
〝
く
さ
れ
縁
〞
は
生
涯
の
宝
物

気
が
付
け
ば
卒
業
頃
に
は
、
酒
と
寮
歌
と
連
帯
感
を
共
通
根

と
す
る
10
人
程
度
の
気
兼
ね
無
用
の
仲
間
（
要
は
二
十
歳
の
春

に
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
呑
兵
衛
仲
間
）
が
出
来
て
い
た
。
海

外
の
企
業
、
自
治
体
の
役
人
、
金
融
企
業
、
情
報
産
業
、
土
木

屋
、
炭
鉱
マ
ン
な
ど
、
職
種
も
居
住
地
も
異
な
る
人
生
を
歩
ん

だ
が
、
各
々
の
結
婚
や
出
産
、
転
勤
、
一
時
帰
国
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
の
エ
ポ
ッ
ク
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
連
絡
を

取
り
合
い
関
係
を
続
け
て
き
た
。
連
れ
合
い
や
子
供
達
、
最
近

は
孫
た
ち
も
巻
き
込
ん
で
は
寮
生
時
代
さ
な
が
ら
、
大
騒
ぎ
と

33 寄 稿



な
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
あ
る
。

人
と
ひ
と
と
の
出

会
い
と
い
う
も
の

は
、
各
々
の
人
生
の

流
れ
か
ら
見
れ
ば
た

ま
た
ま
の
縁
と
云
う

し
か
な
い
ほ
ど
の
偶

然
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
生
じ
た
出
来

事
で
あ
る
。
も
し
あ

の
時
あ
の
所
に
い
な

け
れ
ば
…
…
と
想
う

と
、
今
と
は
違
う
現

在
に
な
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
感
慨
深
い
。
北
大
恵
迪
寮
で
得
た
友
や
寮
歌
と
の
〝
腐

れ
縁
〞
は
生
涯
の
宝
で
あ
る
。
こ
の
寮
歌
祭
が
ず
っ
と
続
く
こ

と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
群
馬
県
榛
東
村
)

親
子
2
代
、
同
期
生

松
岡

繁
幸

(Ｓ
48
年
入
寮
)

も
う
40
年
以
上
も
昔
、
馬
糞
風
と
共
に
冬
が
去
り
、
蝦
夷
地

の
サ
ト
ホ
ロ
ベ
ツ
に
も
よ
う
や
く
遅
い
春
が
や
っ
て
き
た
頃
、

学
園
紛
争
の
影
響
で
入
学
式
も
取
り
行
わ
れ
ず
、
何
の
実
感
も

な
い
ま
ま
北
大
に
入
学
し
、
新
入
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
に

入
部
し
て
学
生
生
活
を
始
め
た
。

そ
の
中
に
、
岩
手
県
の
山
奥
の
町
か
ら
は
る
か
離
れ
た
地
方

都
市
に
下
宿
し
高
校
に
通
い
、
現
役
で
入
学
し
た
Ｔ
君
と
い
う

学
生
が
い
た
。

彼
は
、
郷
里
で
は
神
童
と
い
わ
れ
、
皆
の
期
待
を
一
身
に
背

負
っ
て
、
津
軽
海
峡
を
渡
っ
て
き
た
純
朴
な
少
年
だ
っ
た
。
そ

の
Ｔ
君
が
、
ど
う
し
た
わ
け
か
応
援
団
に
入
り
、
髪
を
伸
ば
し

始
め
た
。
そ
し
て
、そ
の
事
件
は
起
こ
っ
た
。
あ
る
春
の
一
夜
、

寮
内
が
ひ
ど
く
騒
が
し
く
な
り
、
叫
び
声
や
う
め
き
声
が
充
満

し
、
次
々
と
学
生
が
運
び
込
ま
れ
て
き
た
。

恐
る
恐
る
様
子
を
見
に
行
く
と
、
あ
る
者
は
ベ
ッ
ド
で
死
ん

だ
よ
う
に
眠
り
、
あ
る
者
は
わ
め
き
騒
ぎ
、
ま
る
で
、
映
画
で

み
た
野
戦
病
院
さ
な
が
ら
の
光
景
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
救
急
車

で
北
大
医
学
部
付
属
病
院
に
運
ば
れ
る
者
ま
で
現
わ
れ
た
。

そ
の
頃
、
私
は
柔
道
部
に
入
っ
て
い
た
の
で
事
情
が
分
か
ら

ず
、
先
輩
に
聞
く
と
、
新
入
生
を
歓
迎
す
る
応
援
団
の
野
外
ジ
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ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー

テ
ィ
（
通
称
新
歓

コ
ン
パ
）
で
酔
い

つ
ぶ
れ
た
、
新
入

応
援
団
員
の
諸
君

達
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の

死
体
の
よ
う
な
連

中
の
1
人
に
、
岩

手
の
神
童
、
Ｔ
君

が
い
た
。
そ
の
夜

は
遅
く
ま
で
、
う

め
き
声
、
わ
め
き

声
、
ゲ
ロ
を
戻
す

音
が
南
寮
階
上
階

下
に
こ
だ
ま
し
、

恐
ろ
し
く
長
い
夜
が
過
ぎ
た
。

さ
て
数
日
後
、
や
っ
と
元
気
に
な
っ
た
Ｔ
君
に
恐
ろ
し
い
ト

ラ
ウ
マ
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
。「
も
う
二
度
と
焼
酎
は
飲
み
た

く
な
い
」「
も
う
二
度
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
た
く
な
い
」
と

い
う
ト
ラ
ウ
マ
が
…
…

そ
の
後
、
Ｔ
君
は
私
よ
り
1
年
長
く
寮
に
残
っ
た
後
、
私
と

同
じ
工
学
部
に
進
ん
だ
。
私
が
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
の
隣
り

の
部
屋
に
越
し
て
き
て
、
暇
が
あ
る
と
ボ
ロ
ロ
ン
と
古
い
ギ

タ
ー
を
弾
い
て
い
た
が
、
真
面
目
に
大
学
に
通
い
、
応
援
団
も

無
事
卒
業
し
て
東
北
の
電
力
会
社
に
就
職
し
た
。

5
、
6
年
後
、
彼
は
大
好
き
な
桜
田
淳
子
に
は
あ
ま
り
似
て

い
な
か
っ
た
が
、
仙
台
で
か
わ
い
い
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
い
、
山

形
の
変
電
所
長
を
勤
め
た
。
そ
の
頃
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
飲
み
会

が
あ
り
、
誰
か
が
「
変
電
所
長
っ
て
何
を
す
る
と
こ
ろ
？
」
と

聞
い
た
と
こ
ろ
、
同
期
の
Ｔ
団
長
が
そ
の
頃
流
行
っ
た
ゴ
ジ
ラ

映
画
を
連
想
し
て
か
「
ゴ
ジ
ラ
が
上
陸
し
て
き
て
変
電
所
を
踏

み
つ
ぶ
そ
う
と
し
た
時
に
〝
あ
っ
！

ゴ
ジ
ラ
だ
！
〞
と
大
声

で
叫
ぶ
役
だ
」
と
言
い
、
大
笑
い
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

Ｔ
君
の
長
男
は
、
仙
台
一
高
か
ら
現
役
で
北
大
に
入
学
し
、

ど
う
い
う
わ
け
か
工
学
部
情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
で
う
ち

の
息
子
と
一
緒
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、親
子
2
代
に
わ
た
っ
て
、

学
部
学
科
の
同
期
生
と
な
っ
た
わ
け
だ
。

Ｔ
君
の
長
男
は
卓
球
部
で
頑
張
り
、
大
学
院
を
出
て
、
め
で

た
く
東
京
電
力
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
入
社
し
て
1
年
も
し

な
い
う
ち
に
あ
の
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
。
Ｔ
君
は
息
子
が
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東
電
に
内
定
し
た
時
に
は
、
朝
早
く
電
話
を
か
け
て
き
て
と
て

も
喜
ん
で
い
た
の
だ
が
…
…
。

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
Ｔ
君
の
息
子
。

今
、
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
も
し
会
え
る
機
会
が
あ
っ

た
な
ら
、
親
子
と
も
ど
も
、
北
大
時
代
を
語
り
、
励
ま
し
て
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
東
京
都
板
橋
区
議
会
議
員
・

第
65
代
応
援
団
親
衛
隊
長
＆
団
旗
長
)

春
秋
の
十
年
の
後
に

荒
井

一
利

(Ｓ
49
年
入
寮
)

純
な
少
年
が
半
年
過
ぎ
れ
ば
バ
ン
カ
ラ
寮
生

昭
和
49
年
（
1
9
7
4
）
の
受
験
時
に
宿
泊
し
た
民
宿
は
相

部
屋
で
、
試
験
終
了
後
、
同
室
者
に
誘
わ
れ
、
構
内
に
あ
る
体

育
会
の
部
室
棟
と
思
わ
れ
る
場
所
を
訪
れ
た
が
、
後
に
そ
こ
が

学
生
寮
と
知
り
驚
い
た
。
入
寮
銓
衡
の
時
に
、「
ロ
マ
ン
ポ
ル

ノ
の
あ
え
ぎ
声
」
を
出
せ
と
言
わ
れ
た
時
の
恥
ず
か
し
さ
は
今

で
も
忘
れ
な
い
。
入
寮
し
て
ト
イ
レ
で
用
を
た
そ
う
と
し
て

ノ
ッ
ク
を
し
た
ら
、「
オ
リ
ャ
ー
、
何
の
用
だ
」
と
ど
な
ら
れ
た

時
の
戸
惑
い
は
今
で
も
忘
れ
な
い
。
し
ば
ら
く
、
ト
イ
レ
に
行

く
の
が
恐
怖
と
な
り
人
生
で
初
め
て
便
秘
に
な
っ
た
。「
こ
れ

は
エ
ラ
イ
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
緊
張
感
を
覚
え

た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ピ
ュ
ア
な
少
年
が
恵
迪
色

に
染
ま
る
の
に
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
ず
、
半
年
も
す
る

と
、
小
便
は
窓
か
ら
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
と
な
り
、
ビ
ラ
を

配
り
に
来
た
ヤ
ツ
を
お
ど
か
し
て
、
部
屋
で
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
雑
種
犬
「
シ
ロ
」
に
挨
拶
を
さ
せ
、
ト
イ
レ
の
戸
を
ノ
ッ

ク
し
た
ヤ
ツ
に
は
、
自
己
紹
介
ま
で
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

1
．
家
を
出
た
か
っ
た

2
．
ス
キ
ー
を
や
り
た
か
っ
た

3
．
ネ
コ
以
外
の
動
物
が
好
き
だ
っ
た

4
．
海
が
好
き
だ
っ

た

と
い
う
軽
薄
な
4
つ
の
理
由
で
大
し
て
考
え
も
せ
ず
に
北

大
水
産
類
を
受
験
し
た
。
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
も
な
い
、
ア
ザ

ラ
シ
や
ト
ド
な
ど
の
海
獣
類
と
呼
ば
れ
る
動
物
に
漠
然
と
興
味

を
も
っ
て
い
た
が
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、「
学
生
」と
は
名
ば
か
り
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

寮
で
出
会
っ
た
先
輩
を
通
じ
、
厳
寒
の
礼
文
島
で
ト
ド
の
調
査

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

念
願
の
ア
ザ
ラ
シ
飼
育
員
に

1
年
ド
ッ
ペ
っ
た
後
、
1
9
7
6
年
9
月
に
函
館
の
水
産
学

部
増
殖
学
科
へ
移
行
し
た
。
4
年
に
な
り
水
産
動
物
学
講
座
に

進
み
、「
追
試
」
ば
か
り
の
劣
等
生
だ
っ
た
の
で
担
当
教
官
に
は

ず
い
ぶ
ん
迷
惑
を
か
け
た
。
就
職
活
動
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、

さ
ほ
ど
や
り
た
い
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、「
ア
ザ
ラ
シ
に
エ

サ
を
あ
げ
な
が
ら
生
き
て
い
け
た
ら
い
い
な
…
…
」
な
ど
と
考

え
、
こ
れ
ま
た
、
漠
然
に
「
上
野
動
物
園
の
ア
ザ
ラ
シ
飼
育
係
」
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を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
飼
育
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
上
野
動
物
園
で
2
頭
の
ア
ザ
ラ
シ
を
見
つ
け

た
時
は
、思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。
事
務
所
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、

上
野
動
物
園
の
ア
ザ
ラ
シ
飼
育
係
は
東
京
都
職
員
で
あ
り
、
東

京
都
の
公
務
員
採
用
試
験
を
受
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か

も
、
そ
の
試
験
は
本
日
、
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
函

館
に
逃
げ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
上
野
動
物
園
以
外

で
も
ア
ザ
ラ
シ
を
飼
育
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
先
生
方
の

お
力
添
え
で
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
入
社
し
、
念
願
の
ア
ザ

ラ
シ
飼
育
係
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

動
物
の
生
命
を

献
身
的
に
守
る
と

い
う
飼
育
業
務
は

多
忙
を
極
め
、
肉

体
的
に
も
精
神
的

に
も
疲
弊
し
安
易

に
こ
の
職
業
を
選

ん
だ
こ
と
を
悔
や

ん
だ
時
期
も
あ
っ

た
が
、
多
く
の
動

物
た
ち
の
飼
育
を

通
じ
、
さ
ま
ざ
ま

な
発
見
を
す
る
と

と
も
に
生
命
の
ぬ

く
も
り
や
誕
生
の

喜
び
に
接
す
る
う

ち
に
、
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
動
物
た
ち
か
ら
離
れ
ら
れ
ず

に
今
日
ま
で
過
ご
し
て
い
る
。
2
0
0
7
年
に
館
長
に
就
任

し
、
さ
す
が
に
ア
ザ
ラ
シ
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
り
、
昨
年
5
月
よ
り
（
公
社
）
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
の

会
長
を
務
め
、
雑
用
に
追
わ
れ
る
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。
10
月

に
は
、
光
栄
に
も
北
大
東
京
同
窓
会
の
エ
ル
ム
談
話
室
で
水
族

館
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
恵
迪
寮
に
多
謝
。

（
千
葉
県
鴨
川
市
・
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
館
長
)

恵
迪
寮
は
心
の
母
川

呉

敦

(Ｓ
58
年
入
寮
)

こ
の
正
月
は
神
社
初
詣
で
中
吉
で
し
た
。
近
隣
国
と
の
関
係

回
復
の
兆
し
が
あ
ま
り
見
え
ず
、
経
済
の
格
差
が
一
段
と
拡
大

し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
世
の
中
で
す
が
、
ひ
と
ま
ず
平
安
の
一

年
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
、ま
あ
ま
あ
満
足
な
お
み
く
じ
で
し
た
。

思
え
ば
、
入
寮
し
て
い
た
時
、
ほ
ぼ
毎
年
大
晦
日
は
一
階
の

共
同
食
堂
で
大
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
大
呑
で
熱
く
な
っ
た
身

体
の
ま
ま
で
北
海
道
神
宮
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
初
詣
の
一
番

乗
り
を
狙
う
人
た
ち
と
、
雪
の
な
か
で
年
越
し
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
す
る
と
と
も
に
、
神
宮
の
係
員
が
門
を
開
け
る
の
を
待
ち

続
け
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
年
を
迎
え
た
時
は
、
一
つ
の
区
切

り
と
し
て
、
一
歳
年
を
と
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
未
知
な
る
新
し
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い
旅
路
が
目
の
前
に
広
が
っ
た
と
い
う
よ
う
な
わ
く
わ
く
ド
キ

ド
キ
し
た
気
持
ち
で
し
た
。
一
度
、
も
の
す
ご
い
猛
吹
雪
の
な

か
で
Ｆ
棟
の
留
学
生
数
名
と
寮
か
ら
北
海
道
神
宮
ま
で
徒
歩
往

復
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
を
い
ま
だ
に
憶
え
て
い
ま
す
。
凍
え

る
ほ
ど
寒
か
っ
た
け
れ
ど
、
結
局
寮
に
戻
っ
て
、
朝
明
け
ま
で

騒
ぎ
ま
し
た
。
若
か
っ
た
で
す
。
そ
の
時
か
ら
、
宗
教
を
信
じ

て
い
る
者
で
は
な
い
け
れ
ど
、
初
詣
が
い
ま
や
す
っ
か
り
家
族

の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

親
・
子
・
孫

三
代
北
大
に
学
ぶ

「
な
ぜ
北
海
道
大
学
に
来
た
の
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

実
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
戦
前
に
北
大
医
学
部
（
旧
北
海
道
帝

大
・
医
十
九
期
）
で
学
ん
だ
父
親
に
、
北
大
、
北
大
と
洗
脳
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
中
国
の
吉
林
大
学
を
卒
業
し
た

後
、
直
ち
に
北
大
の
大
学
院
に
入
学
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
進
路

に
つ
い
て
は
、
自
分
の
考
え
と
親
の
意
見
が
食
い
違
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
頑
固
な
親
父
の
意
向
に
従
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
千
歳
空
港
に
着
い
た
、
昭
和
57
年
2
月
1
日
は

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
大
雪
で
し
た
。
親
父
の
考
え
や
思
い
は

確
か
な
も
の
で
、
北
海
道
は
豊
か

な
大
自
然
と
お
お
ら
か
な
道
民
性

の
あ
る
素
晴
ら
し
い
土
地
で
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
あ
と
言
う
ま
で
も

な
く
、
北
大
や
恵
迪
寮
も
自
分
の

誇
り
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か

ら
約
10
年
間
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、
17
年
前
に
北
大
正

門
の
近
く
に
Ｉ
Ｔ
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
い

ま
は
娘
も
三
代
目
の
北
大
生
と
し
て
医
学
部
に
勉
強
し
て
い
ま

す
。
北
大
に
は
親
、子
、孫
、本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

残
念
な
こ
と
で
、
卒
業
し
た
寮
生
と
の
交
流
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
一
升
ビ
ン
を
飲
み
尽
し
た
森
川
君
、
ま
た
世
界
中

に
点
在
し
て
い
る
当
時
の
Ｆ
棟
留
学
生
の
数
名
と
、
年
賀
状
や

電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
い
ま
で
も
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

サ
ケ
は
春
ご
ろ
に
放
流
さ
れ
て
、
3
〜
5
年
後
に
再
び
育
て

ら
れ
た
川
に
、
数
万
キ
ロ
の
旅
を
終
え
て
海
か
ら
帰
っ
て
き
ま

す
。
母
川
回
帰
と
も
い
い
ま
す
。
北
海
道
大
学
そ
し
て
恵
迪
寮

か
ら
離
れ
て
、
大
い
な
る
夢
と
豊
か
な
環
境
で
育
っ
た
感
性
を

原
動
力
に
、
皆
が
社
会
へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
心
の
母
川
」
は
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。
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栄
え
行
く
我
等
が
寮
を
誇
ら
ず
や

小
倉

瑛
矢

(Ｈ
22
年
入
寮
)

青
春
の
陶
冶
、
恵
迪
寮
に
感
謝

北
海
道
大
学
を
卒
業
し
て
も
う
す
ぐ
一
年
が
経
と
う
と
し
て

い
る
。
私
自
身
感
傷
的
な
人
間
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
て
大
学

時
代
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
と
、
や
は
り
恵
迪
寮
で
の
生
活

は
最
も
色
濃
く
、
他
に
は
無
い
貴
重
な
体
験
を
重
ね
た
時
期
で

あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
歌
っ
た
寮
歌
、
個
々
が
想
い
を
形
に
し

て
き
た
委
員
会
活
動
、
学
生
な
ら
で
は
の
自
由
な
行
事
、
様
々

な
思
い
出
と
な
っ
て
残
る
部
屋
活
動
…
挙
げ
れ
ば
き
り
は
な
い

が
、
多
く
の
寮
生
が
こ
う
し
た
経
験
に
強
く
影
響
さ
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
に
と
っ
て
一
つ
一
つ
の
経
験
は
、

深
く
、
色
濃
い
思
い
出
で
あ
る
と
と
も
に
、
私
の
視
野
を
広
げ
、

自
分
を
形
成
す
る
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
的
に
は
な

る
が
、
大
学
時
代
、
語
り
つ
く
せ
な
い
程
思
い
出
深
い
青
春
を

過
ご
し
た
北
大
応
援
団
と
の
出
会
い
も
、
恵
迪
寮
で
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
当
時
の
部
屋
の
先
輩
に
、
新
歓
期
の
〝
喰
い
極
〞
の

最
中
助
っ
人
に
誘
わ
れ
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
入
団
を

決
め
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
応
援
団
と
し
て
の
学
生
生

活
に
出
会
え
た
の
は
、恵
迪
寮
へ
入
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
。

恵
迪
寮
に
入
っ
て
こ
そ
と
言
え
ば
、「
清
き
國
ぞ
と
あ
こ
が

れ
ぬ
」
の
中
で
、
横
山
芳
介
役
を
演
じ
ら
れ
た
の
は
、
今
で
も

信
じ
が
た
い
稀
有
な
体
験
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
の
役
者
に
混
っ
て

不
思
議
な
体
験
で
あ
っ
た
。
中
西
と
北
沢
（
こ
こ
で
い
う
赤
木

と
山
田
）
と
共
に
登
っ
た
早
春
の
藻
岩
山
、
心
か
ら
感
嘆
の
言

葉
が
漏
れ
た
富
良
野
の
絶
景
、
決
死
の
思
い
で
臨
ん
だ
深
雪
へ

の
飛
び
込
み
、
そ
し
て
撮
影
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の

皆
様
と
の
思
い
出
は
、鮮
明
に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
。

生
前
、
横
山
芳
介
君
は
静
岡
県
に
て
小
作
官
と
し
て
農
民
の
側

に
立
っ
て
活
躍
し
、
多
く
の
農
民
の
信
頼
と
尊
敬
を
受
け
た
人

物
で
あ
っ
た
。

横
山
芳
介
の
生
き
方
に
憧
れ
て
十
勝
へ

全
て
そ
れ
に

影
響
さ
れ
て
と

い
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
私
は

今
十
勝
の
農
協

に
勤
め
、
生
産

現
場
に
て
技
術

指
導
者
と
い
う

立
場
で
働
い
て

い
る
。
日
本
有

数
の
大
規
模
農

業
地
帯
で
あ
る

こ
の
十
勝
で
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は
、
何
も
か
も
が
想
像
以
上
の
規
模
で
あ
り
、
新
た
な
環
境
に

期
待
が
膨
ら
む
と
共
に
、
常
に
知
識
と
結
果
が
求
め
ら
れ
る
技

術
指
導
者
と
い
う
立
場
の
難
し
さ
に
、
日
々
勉
強
の
毎
日
で
あ

る
。
ま
だ
勤
め
て
間
も
な
い
が
、
生
産
者
の
立
場
に
立
っ
て
、

現
場
で
汗
を
流
す
今
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

自
分
の
人
間
性
を
作
る
大
き
な
要
素
を
、
そ
し
て
数
え
き
れ

な
い
思
い
出
を
与
え
て
く
れ
た
私
の
知
る
恵
迪
寮
に
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
間
の
成
長
を
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
れ
か

ら
の
恵
迪
寮
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
…
。

「
栄
え
行
く
我
等
が
寮
を
誇
ら
ず
や
」（

北
海
道
・
上
士
幌
町
)
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41 事務局だより

事 務 局 だ よ り

楽しい思い出ありがとうございました
恵迪寮同窓会事務局 佐 藤 静 子さん

今年 3月で㈱アークスを退職いたしました。長年、アークス本社で一人の事務局
はおわり一区切りとなりましたが、4月からは 3人体制になり、事務局員の一人と
して引き続きお付き合いさせていただくことになりました。4月の恵迪寮同窓会定
例理事会の懇親会では、私への心温かい慰労をしていただき、胸が一杯でございま
した。
社業と同時進行でしたので忙繁期は辛いときもありましたが、上は 90 歳以上の
厳父のような方から下は孫みたいな現寮生まで幅広いお付き合いで、とても貴重な
楽しい経験をさせていただきました。同窓会の皆さまからは、まるで別世界のよう
な“恵迪寮歌”や“クラーク精神”を教えて頂き、私の人生に多くの実りある足跡
を残すことができました。そして私も少しばかり人の役に立つことができたことに
喜びを感じております。
会社は卒業いたしましたが、これからも自分の出来る範囲で同窓会のお手伝いを
させていただけることを嬉しく思います。伝統ある恵迪寮同窓会が永遠の会であり
ますことを祈念してお礼の言葉とさせていただきます。本当にありがとうございま
した。

地道にこつこつやっていきます
恵迪寮同窓会事務局長 佐 藤 市 雄（S38 年入寮）

事務局をこれまでのアークス旧本社からクラーク会館に移転するに伴い新しい事
務局体制として事務局長のご指名を頂き、大隈昭二さん、佐藤静子さんとともにやっ
ていくことになりました。
クラーク会館の事務室は、ドラマ「清き國ぞとあこがれぬ」のDVD販売の処理
をするために 2年間、大隈さんと通い続け、その延長で引き受けることになりまし
たが、果たして何が出来るか不安もあります。きめ細かい対応でこれまで一人で切
り盛りしてこられた佐藤静子さんに引き続きご協力いただきながら、引き継いでい
きたいと思います。
恵迪寮同窓会の素晴らしいところは、学部横断的で社会的にも様々な分野で様々
な体験をしてきた人々の集まりです。その同窓生が、若き現役生や先輩、後輩とも
交流する場として、活発に活動している極めて実態のある同窓会です。今年の入学
式で山口総長は「国立大学の中にあって
は、めずらしく、建学の精神・理念を持っ
た大学」と述べました。北大で最もその
精神を受け継ぐと自負する我が恵迪寮同
窓会の存在は、最近の大学に対する国の
関与の強まりの中でますます役割が大き
くなっていると思います。こうした時代
背景も意識しつつ同窓会の縁の下の力持
ちとして地道にこつこつ仕事をしていき
たいと思いますので、皆さんのご協力を
お願いいたします。



追
悼

大
震
災
や
病
に
屈
せ
ず
同
窓
会

活
動
に
尽
く
し
た
山
中
義
正
君

窪

田

開

拓

（
Ｓ
32
年
入
寮
）

４
月
５
日
、
君
逝
く
と
長
谷
川
久
君
よ
り
入
る
。
も
う
君
の
追
悼

の
辞
は
吐
か
な
い
。
互
い
に
70
代
後
半
ま
で
来
た
の
だ
か
ら
。
そ
し

て
残
る
私
も
そ
の
う
ち
に
君
に
ま
み
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。

昭
和
32
年
入
寮
、
翌
年
高
野
豊
君
と
凌
ぎ
を
削
っ
て
１
６
３
期
山

中
執
行
委
員
長
と
な
る
。
木
綿
絣
の
着
物
を
羽
織
っ
て
走
り
歩
き
し

て
い
た
君
、
柔
和
な
中
に
一
本
筋
が
あ
っ
た
君
、
卒
寮
時
、
ギ
タ
ー

曲
「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
で
寮
生
を
あ
っ
と
言
わ
せ
た
ね
。
そ
の
後
、

明
治
乳
業
に
就
職
し
て
企
業
活
動
に
励
み
実
績
を
重
ね
た
と
訊
く
。

退
職
前
後
の
平
成
20
年
か
ら
惠
迪
寮
同
窓
会
東
日
本
支
部
長
を
平
成

24
年
ま
で
務
め
る
。
惠
迪
寮
同
窓
会
存
続
の
た
め
寮
歌
振
興
に
熱
心

で
、
恵
比
寿
、
群
馬
、
仙
台
で
の
寮
歌
祭
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ

た
。こ

の
間
、
東
日
本
大
震
災
で
君
の
住
む
浦
安
付
近
は
液
状
化
現
象

に
よ
り
家
屋
損
壊
が
続
出
。
地
域
自
治
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
そ
の

復
興
に
力
を
傾
注
し
て
い
た
よ
う
だ
。
多
分
同
窓
会
ど
こ
ろ
で
な

か
っ
た
と
慮
る
。
し
か
し
君
は
、
間
質
性
肺
症
に
も
拘
ら
ず
無
理
を

押
し
て
同
窓
会
活
動
を
続
け
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
逝
く

直
前
ま
で
家
族
と
談
笑
し
て
い
た
が
、
突
発
性
肺
線
維
症
に
よ
り
命

の
綱
を
絶
っ
た
と
聞
い
た
。
在
寮
時
、
寮
務
部
長
で
あ
っ
た
石
川
舜

君
も
八
王
子
の
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
中
に
清
逸
の
中
で
息
を
引
き
取
っ

た
と
い
う
。
両
人
は
す
で
に
旅
す
る
姿
勢
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
。
差
し
出
が
ま
し
い
が
、
寮
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

苦
し
む
こ
と
な
く
眠
る
が
ご
と
く
旅
立
つ
姿
勢
は
却
っ
て
翠
夫
人

を
随
分
嘆
か
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
願
わ
く
ば
令
夫
人
に
楽
し
か
っ
た

日
の
こ
と
を
語
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
。

振
り
返
る
と
若
き
日
に
出
会
っ
た
仲
間
が
か
つ
て
の
木
造
寮
舎
で

寮
歌
を
吠
え
、
ス
ト
ー
ム
を
か
け
、
無
我
夢
中
で
過
ご
し
た
ね
。
さ

ら
に
安
保
で
明
け
暮
れ
た
こ
と
も
。
今
、
半
世
紀
を
超
え
る
年
月
を

共
に
渡
り
歩
き
、
苦
楽
し
て
現
世
か
ら
彼
岸
に
向
か
っ
て
も
高
ら
か

に
歌
い
手
を
繋
い
で
行
こ
う
で
は
な
い
か
。

山
中
君
、
ま
た
ね
。

君
の
朋
友

開
拓
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ありし日の山中君（恵迪寮寮歌祭で）



「
39
・
40
会
」入
寮
50
周
年
の
つ
ど
い

〜
宇
治
川
河
畔
に
流
れ
る
寮
歌

佐

竹

正

治

(Ｓ
39
年
入
寮
)

[我ら同期会]①同
時
期
を
共
に
過
ご
し
た
昭
和
39
年
と
40
年
の
入
寮
者
で
つ

く
る
「
39
・
40
会
」。
入
寮
50
周
年
を
記
念
し
て
恵
迪
寮
同
窓
会

西
日
本
大
会
前
日
の
平
成
26
年
9
月
12
日
夜
、
京
都
府
・
宇
治

川
河
畔
で
「
入
寮
50
周
年
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た
。

会
の
企
画
は
、
芝
垣
美
男
（
Ｓ
39
年
）
会
長
を
中
心
に
通
信
・

連
絡
役
の
佐
竹
と
白
浜
憲
一
（
Ｓ
40
）、
現
地
企
画
担
当
の
千
田

忠
男
（
Ｓ
40
）
が
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
と
な
っ
て
進
行
。
開
催
地
は

千
田
幹
事
の
発
案
で
、
平
家
物
語
・
源
氏
物
語
の
舞
台
や
世
界

遺
産
の
平
等
院
鳳
凰
堂
な
ど
史
跡
の
多
い
宇
治
市
に
決
定
。
初

夏
の
頃
か
ら
連
絡
網
を
駆
使
し
て
往
復
は
が
き
や
Ｅ
メ
ー
ル
で

参
加
を
呼
び
か
け
た
。
粋
な
企
画
の
宇
治
川
河
畔
の
鵜
飼
観
覧

に
魅
か
れ
た
人
も
多
く
、
夫
人
同
伴
の
会
員
や
物
故
会
員
の
夫

人
ら
女
性
陣
3
名
を
含
む
計
27
名
も
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

（
出
席
者
名
簿
と
住
所
は
末
尾
に
掲
載
）

ふ
る
さ
と
自
慢
の
銘
酒
を
手
に
結
集

当
日
夕
、
宇
治
川
沿
い
の
古
色
蒼
然
と
し
た
料
理
旅
館
「
鮎

宗
」
に
め
い
め
い
ふ
る
さ
と
の
自
慢
銘
酒
を
持
参
し
て
集
合
。

夕
闇
せ
ま
る
頃
、
今
回
の
目
玉
で
あ
る
鵜
飼
い
観
覧
が
ス
タ
ー

ト
、
篝
火
の
燃
え
盛
る
2
隻
の
遊
覧
船
に
酒
を
持
ち
込
み
乗
り

込
ん
だ
。

宇
治
川
の
鵜
飼
は
平
安
時
代
か
ら
の
伝
統
が
あ
り
、風
折（
か

ざ
お
れ
）
烏
帽
子
に
腰
蓑
（
こ
し
み
の
）
姿
の
女
性
鵜
匠
2
人

が
巧
み
な
手
さ
ば
き
で
鵜
を
操
る
。
鵜
匠
は
10
年
目
の
澤
木
万

理
子
さ
ん
（
37
）
と
6
年
目
の
江
崎
洋
子
さ
ん
（
32
）。
と
も
に

美
人
で
凛
々
し
く
、
Ｔ
Ｖ
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
小
舟
に

乗
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
6
羽
ず
つ
の
鵜
を
操
り
、
鵜
が
水
中
で
捕
ら

え
た
魚
を
は
き
出
す
と
、
思
わ
ず
そ
の
巧
み
さ
に
舟
上
か
ら
歓

声
・
喝
采
が
あ

が
っ
た
。
宇
治
川

の
鵜
飼
は
「
蜻
蛉

日
記
」
に
も
登
場

し
、
宇
治
の
夏
の

風
物
詩
で
あ
る
と

い
う
。

鵜
飼
観
賞
を
終

え
た
後
、
川
辺
に

あ
る
鮎
宗
宴
会
場

に
戻
り
「
入
寮
50

周
年
の
つ
ど
い
」

が
開
宴
。
ま
ず

は
、
鬼
籍
に
入
っ

た
39
年
入
寮
者
9
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名
、
40
年
入
寮
者

11
名
計
20
名
の
諸

兄
に
対
し
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
室
蘭

市
在
住
の
元
落
語

研
究
会
、
弁
護

士
・
芝
垣
会
長
が

開
会
挨
拶
。
39
・

40
会
の
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
3

人
の
娘
さ
ん
に

「
都
ぞ
弥
生
」
の

歌
詞
か
ら
と
っ
た

「
さ
や
香
」「
は
な

乃
」「
な
の
香
」
と

そ
れ
ぞ
れ
名
付
け
た
と
い
う
娘
さ
ん
達
の
命
名
秘
話
を
折
り
込

み
、
北
大
へ
の
愛
着
を
話
し
た
。
さ
ら
に
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
吉
川

圭
一
君
に
よ
る
「
都
ぞ
弥
条
」
を
5
番
ま
で
斉
唱
す
る
。
同
席

し
た
お
客
さ
ん
も
我
々
の
美
（
蛮
）
声
に
び
っ
く
り
し
た
様
子

で
、
漆
黒
の
宇
治
川
川
面
に
北
国
の
自
然
讃
歌
の
寮
歌
が
朗
々

と
流
れ
た
。
乾
杯
は
恵
迪
寮
同
窓
会
代
表
幹
事
の
白
浜
君
が
音

頭
を
取
っ
た
。
彼
は
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の
生
き
方
と
し
て
、

自
宅
に
引
き
こ
も
ら
ず
社
会
に
関
わ
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き

た
い
と
い
う
積
極
的
な
内
容
の
挨
拶
で
あ
っ
た
。
教
養
取
得
を

テ
ー
ゼ
と
し
て
「
今
日
、
用
が
あ
る
」、
生
涯
教
育
を
「
生
涯
、

今
日
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
言
い
換
え
る
な
ど
含
蓄
あ
る
挨

拶
の
言
葉
で
入
寮
50
周
年
を
寿
い
だ
。

近
況
報
告
等
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
故
山
口
千
里
夫
人
の
晴
江

さ
ん
か
ら
山
口
君
の
思
い
出
が
語
ら
れ
参
会
者
一
同
在
り
し
日

の
彼
を
偲
ん
だ
。
出
席
者
の
中
で
、
本
州
で
一
番
遠
方
の
北
九

州
市
か
ら
参
加
し
た
鈴
木
修
六
君
が
、
胃
の
全
摘
手
術
を
乗
り

越
え
元
気
に
過
ご
す
現
状
を
力
強
い
ス
ピ
ー
チ
で
語
り
、ま
た
、

森
輝
男
君
は
、
生
誕
1
0
0
周
年
を
迎
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
で
記
念

ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
て
い
る
伊
福
部

昭
氏
（
作
曲
家
＝
ゴ
ジ
ラ
の
音
楽
を
作
曲
、
農
学
部
林
学
科
卒
）

に
関
し
て
、
北
大
独
自
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
べ
し
と
の
ス
ピ
ー

チ
は
特
筆
す
べ
き
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
進
的
に

動
い
て
い
る
天
形
博
茂
君
（
Ｓ
39
・
元
北
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
今
年
9
月
に
北
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

よ
る
演
奏
会
が
企
画
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
・
学
部
の
動
き
は

未
定
と
の
こ
と
。

半
世
紀
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

こ
の
後
も
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
互
い
に
酒
を
酌
み
交

わ
し
、
過
去
に
遡
り
、
現
状
を
分
析
し
、
未
来
を
俯
瞰
し
な
が

ら
談
論
風
発
と
な
り
、
各
自
旧
交
を
温
め
た
次
第
で
あ
る
。

閉
会
挨
拶
は
、
現
地
幹
事
の
千
田
君
に
よ
る
「
都
ぞ
弥
生
」

五
番
の
最
終
行
「
貴
と
き
野
心
の
訓
へ
培
う
」
の
分
析
で
、「
大

志
を
抱
け
」で
は
な
く
、「
野
心
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
が「
と

う
と
い
（
貴
と
き
）」
の
だ
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
た
と
の
哲
学
的

思
考
の
近
況
報
告
を
述
べ
閉
会
と
し
た
。

閉
め
は
、
吉
川
君
に
よ
る
北
大
と
恵
迪
寮
へ
の
エ
ー
ル
発
声
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に
全
員
唱
和
、
そ
し
て
、
ス
ト
ー
ム
で
終
え
た
。
ス
ト
ー
ム
は

さ
す
が
に
70
歳
前
後
元
寮
生
諸
兄
に
は
、
な
か
な
か
足
が
あ
が

ら
ず
、
逆
に
息
が
あ
が
っ
た
人
も
い
た
よ
う
だ
。

我
々
元
寮
生
も
す
で
に
前
期
高
齢
者
を
超
え
、
後
期
高
齢
者

も
間
近
に
迫
る
中
、
半
世
紀
を
隔
て
た
今
な
お
、
青
春
期
を
呼

び
起
こ
す
寮
歌
の
歌
声
に
感
無
量
で
あ
っ
た
。

宴
の
余
韻
が
残
る
中
、
翌
日
の
恵
迪
寮
同
窓
会
西
日
本
大
会

（
つ
ど
い
27
名
の
う
ち
11
名
が
出
席
）
や
京
都
観
光
に
向
か
う

者
、
所
用
で
東
京
・
名
古
屋
方
面
の
新
幹
線
に
急
ぐ
者
な
ど
の

最
終
列
車
の
時
刻
が
迫
っ
て
き
た
た
め
、
全
員
元
気
で
次
回
も

参
加
す
る
こ
と
を
約
束
し
、「
PerA
speraA
d
A
stra」（
経
苦

難
幸
星
）
と
言
い

交
わ
し
て
一
旦
幕

を
閉
じ
た
。
し
か

し
、「
鮎
宗
」
に
宿

泊
し
た
7
、
8
名

は
さ
ら
に
酒
宴
を

続
行
、
遅
く
ま
で

大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
と
の
こ

と
。
翌
朝
は
新
装

な
っ
た
平
等
院
鳳

凰
堂
や
源
氏
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

再
会
す
る
者
も
多

か
っ
た
と
い
う
。

今
回
、
出
欠
連
絡
や
名
簿
整
理
・
つ
ど
い
集
作
成
を
担
当
し

た
も
の
と
し
て
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
今
後
の
会
活
動
を
円
滑
に
進
め
て
く
れ
る
も
の
と
再
認
識

し
た
次
第
で
あ
る
。「
つ
ど
い
集
」
に
は
、
メ
ー
ル
や
は
が
き
で

頂
い
た
近
況
文
・
最
新
名
簿
を
入
れ
た
の
で
好
評
を
博
し
た
。

残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、
39
・
40
会
諸
兄
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
も
、
不
明
者
（
39
年
39
名
、
40
年
32
名
計
71
名
）
を
一
掃
は

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

※
参
会
者
名
簿
（
50
音
順
）

[39
年
入
寮
組
]
天
形
博
茂
(愛
知
県
豊
橋
市
)
佐
竹
正
治

(富
山
県
富
山
市
)
佐
藤
忠
昭
・
直
子
御
夫
妻
(神
奈
川
県

大
和
市
)
芝
垣
美
男
・
晶
子
御
夫
妻
(北
海
道
室
蘭
市
)

鈴
木
修
六
(福
岡
県
北
九
州
市
)
竹
内
功
夫
(東
京
都
西

東
京
市
)
鳥
潟
肇
(愛
知
県
名
古
屋
市
)
平
野
修
(愛
知

県
名
古
屋
市
)
森

輝
男
(千
葉
県
浦
安
市
)
山
田
秀
司

(京
都
府
京
都
市
)
吉
川
圭
一
(大
阪
府
大
阪
市
)
六
車

義
方
(大
阪
府
茨
木
市
)

[40
年
入
寮
組
]
故
山
口
千
里
君
夫
人
晴
江
様
(愛
知
県
岡
崎

市
)
阿
部
弘
(愛
知
県
春
日
井
市
)
大
隈
昭
二
(北
海
道

札
幌
市
)
金
田
次
弘
(愛
知
県
名
古
屋
市
)
黒
川
俊
夫

(千
葉
県
流
山
市
)
紺
谷
吉
弘
(京
都
府
宇
治
市
)
斉
藤

學
(奈
良
県
生
駒
市
)
佐
々
木
忠
(北
海
道
江
別
市
)
白

浜
憲
一
(北
海
道
札
幌
市
)
鈴
木
孝
吉
(埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
)
千
田
忠
男
(京
都
府
宇
治
市
)
内
藤
春
彦
(北
海

道
札
幌
市
)
成
ケ
澤
憲
太
郎
(神
奈
川
県
秦
野
市
)
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昭
和
58
、
59
、
60
年

入
寮
30
周
年
の
集
い

〜
湖
に
星
の
散
る
な
り
〜

世
話
役

藤

本

康

男

(Ｓ
58
年
入
寮
)

[我ら同期会]②平
成
27
年
３
月
21
日
か
ら
１
泊
２
日
で
支
笏
湖
丸
駒
温
泉
に

て
、
昭
和
58
年
か
ら
60
年
入
寮
生
30
周
年
の
集
い
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
集
い
は
、
恵
迪
寮
同
窓
会
か
ら
提
案
さ
れ
、

札
幌
在
住
の
我
々
世
話
役
が
幹
事
と
な
り
企
画
を
進
め
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
寮
歌
に
も
あ
る
と
お
り
「
三
十
年
（
み
そ

と
せ
）
後
に
集
わ
な
ん
」
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
名
簿
作
り

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昭
和
58
年
は
現
在
の
恵
迪
寮
が
初
め
て
新
入
生
を
迎
え
た
年

に
あ
た
り
ま
す
。
当
時
は
〝
新
新
寮
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
私
も
そ
の
新
入
生
の
一
人
で
、
ピ
カ
ピ
カ
の

真
新
し
い
ロ
ビ
ー
の
高
い
天
井
を
仰
ぎ
な
が
ら
も
、
床
に
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
る
古
畳
に
ぎ
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
ロ
ビ
ー
に
迎
え
に
来
て
く
れ
た
２
年
目
の

先
輩
の
嬉
し
そ
う
な
顔
は
同
じ
く
鮮
明
に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て

い
ま
す
。
恵
迪
寮
の
先
輩
と
は
世
間
一
般
の
先
輩
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
有
難
い
存
在
で
あ
る
こ
と
に
そ

の
時
は
全
く
気
が
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
…
。

そ
の
よ
う
な
建
物
の
新
し
さ
は
た
だ
単
に
物
理
的
に
新
し
い

物
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
寮
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
も
多
大

な
影
響
を
与
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
入
寮
後
認
識
さ
れ
る

の
で
す
が
、〝
大
学
側
に
よ
っ
て
入
寮
を
許
可
さ
れ
た
〞
我
々
新

入
寮
生
は
と
も
か
く
そ
の
渦
中
に
放
り
込
ま
れ
、
そ
の
影
響
を

完
全
に
免
れ
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
影
響
を
最
も
受
け
た
年
が
59
年
入
寮
組
で
す
。
い
わ

ゆ
る
自
主
入
寮
詮
衡
で
入
っ
て
き
た
人
た
ち
で
、
こ
の
年
の
入

寮
者
は
極
端
に
少
な
く
、
そ
の
後
、
再
び
大
学
に
よ
っ
て
入
寮

許
可
さ
れ
た
60
年
組
が
入
寮
し
た
の
で
す
。

支
笏
湖
畔
に
30
名
集
結

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
我
々
58
、
59
、
60
年
組

で
す
が
、
今
や
48
歳
〜
50
歳
（
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
α
）
に
達
し
、

そ
れ
ぞ
れ
、
会
社
や
社
会
で
そ
れ
な
り
の
地
位
と
責
任
を
負
う

世
代
で
、
最
も
脂
の
乗
っ
た
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
中
に
は

脂
が
乗
り
す
ぎ
て
当
時
を
う
か
が
い
知
れ
る
の
は
〝
目
元
〞
の

み
と
い
う
偉
大
な
人
も
い
ま
し
た
が
、
と
も
か
く
、
30
名
（
同

窓
会
副
代
表
幹
事
の
吉
沢
さ
ん
含
む
）
が
支
笏
湖
に
集
結
し
た

の
で
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
支
笏
の
湖
は
真
っ
青
な
ブ
ル
ー
に

し
て
悠
々
と
佇
ん
で
い
ま
し
た
。
残
雪
の
風
不
死
岳
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
も
美
し
く
見
事
な
眺
め
で
し
た
。
宴
会
前
に
入
っ
た

露
天
風
呂
で
は
さ
っ
そ
く
「
湖
に
星
の
散
る
な
り
」
を
謳
う
グ

ル
ー
プ
も
い
ま
し
た
。
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大
宴
会
の
始
ま
り

宴
会
は
「
永
遠
の
幸
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
田
君

（
60
年
）
の
音
頭
で
30
名
の
大
合
唱
。
太
鼓
を
た
た
く
の
は
応

援
団
の
宜
寿
次
君
（
60
年
）。
バ
ン
バ
ン
響
き
渡
る
太
鼓
の
音

は
い
つ
隣
か
ら
文
句
を
言
わ
れ
る
か
内
心
ひ
や
ひ
や
も
の
で
し

た
が
、
結
局
２
時
間
の
宴
会
で
一
切
苦
情
は
な
く
、
丸
駒
さ
ん

に
感
謝
）

一
曲
歌
え
ば
一
瞬
に
し
て
当
時
の
世
界
へ
ワ
ー
プ
。
脂
の
乗

り
す
ぎ
た
水
子
君
（
Ｓ
58
）
も
往
時
の
面
影
が
だ
ん
だ
ん
鮮
明

に
な
っ
て
見
え
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド
の
哲
人
の
よ
う
な
大
友

君
（
同
）
も
当
時
の
カ
ー
リ
ー
ヘ
ア
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
七

海
君
（
Ｓ
59
）
の
髪
も
真
っ
黒
で
す
。
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
脳
内
が

当
時
に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
、
気
分
は
18
歳
（
プ
ラ
ス
α
）
へ
一

直
線
で
す
。

し
ば
し
、
歓
談
の
あ

と
、
宴
会
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
自
己
紹
介
が
始

ま
り
ま
し
た
。
世
話
役

は
当
時
を
再
現
す
る
た

め
に
、
Ｓ
Ｓ
（
サ
ッ
ポ

ロ
ソ
フ
ト
）と
武
器（
ど

ん
ぶ
り
）
を
用
意
し
ま

し
た
。
し
か
も
Ｓ
Ｓ
は

ア
ル
コ
ー
ル
入
り
と
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル

（
水
道
水
）
を

選
択
制
に
す
る

と
い
う
気
の
使

い
よ
う
。（
実

際
に
は
ア
ル

コ
ー
ル
入
り
を

選
択
す
る
人
が

ほ
と
ん
ど
で
妙

に
感
心
し
て
し

ま
い
ま
し
た
）

世
話
役
代
表

の
難
波
君
（
Ｓ

58
）
が
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
で
す
。
ソ
ー
レ
、
ソ
ー
レ
の
掛
け
声
の
最
中
に
い
き

な
り
自
己
紹
介
を
始
め
て
、
や
り
直
し
。
岡
山
県
立
○
○
高
等

学
校
出
身
、
リ
ャ
ア
、
あ
れ
っ
…
何
だ
っ
け
？
…
…
で
も
う
一

回
や
り
直
し
。
結
局
難
波
君
は
３
回
も
や
り
直
し
で
、し
か
も
、

ア
ル
コ
ー
ル
入
り
を
選
択
し
た
の
で
こ
の
時
点
で
完
全
に
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
。

Ｓ
58
田
辺
君
は
自
己
紹
介
の
途
中
か
ら
喋
り
ま
く
り
、
そ
の

ま
ま
、
名
前
を
言
わ
ず
に
席
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
当
然
な

が
ら
最
初
か
ら
や
り
直
し
。
彼
は
、
他
の
人
の
自
己
紹
介
の
最

中
に
絶
妙
な
突
っ
込
み
を
入
れ
る
と
い
う
特
技
を
発
揮
し
て
場
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を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、（
た
と
え
ば
、
生
協
に
勤
め
て
い

る
川
田
君
（
Ｓ
58
）
の
自
己
紹
介
の
折
に
は
「
生
協
の
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
を
一
気
飲
み
し
て
く
だ
さ
い
」
と
か
…
）
支
笏
湖
へ
移

動
す
る
バ
ス
の
中
か
ら
飲
み
始
め
て
い
た
た
め
、
あ
え
な
く
撃

沈
。
彼
を
恐
れ
て
い
た
Ｓ
60
年
組
は
ま
じ
め
に
安
堵
し
て
い
ま

し
た
。

当
時
の
（
あ
く
ま
で
も
当
時
で
あ
る
）
恵
迪
寮
の
先
輩
の
有

難
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の
、
介
抱
の
完
璧
さ
に
あ
り
ま
し
た
。
部

屋
周
り
で
酔
い
潰
れ
た
新
人
を
探
し
出
し
、
部
屋
に
連
れ
て
帰

り
、
水
を
飲
ま
せ
て
完
全
に
胃
の
中
の
も
の
を
吐
か
せ
、
新
聞

紙
を
敷
き
詰
め
た
ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ
、
枕
元
に
は
新
聞
紙
入
り

の
洗
面
器
を
置
き
、
一
晩
中
介
抱
し
て
く
れ
ま
し
た
。
新
入
生

は
朦
朧
と
し
た
意
識
の
中
で
「
あ
あ
、
こ
の
先
輩
た
ち
は
な
ん

と
優
し
い
の
だ
ろ
う
」
と
思
う
の
で
し
た
。
し
か
し
、
正
気
を

取
り
戻
し
た
新
入
生
に
は
次
の
よ
う
な
疑
問
が
浮
か
び
ま
す
。

「
し
か
し
、
そ
の
優
し
さ
は
必
要
な
の
か
？
」
と
。
そ
の
介
抱
の

優
し
さ
、
見
事
さ
の
根
源
は
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
部
屋
周
り
を

主
催
し
た
先
輩
側
に
あ
る
。
あ
の
、
恐
ろ
し
い
部
屋
周
り
を
作

り
だ
し
た
の
も
、
そ
し
て
完
璧
な
介
抱
を
施
す
優
し
さ
も
、
同

じ
人
た
ち
か
ら
出
て
き
て
い
る
の
だ
。

何
と
お
ぞ
ま
し
い
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
。
こ
こ
に
、
恵
迪
寮
の
先
輩

に
対
す
る
独
特
の
有
難
さ
が
醸
成
さ
れ
ま
す
。
怖
い
け
ど
嬉
し

い
、
み
た
い
な
一
回
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
優
し
く
さ
れ
る
と
い

う
悪
魔
的
な
落
差
を
自
己
演
出
す
る
こ
と
で
そ
の
甘
美
さ
か
ら

抜
け
出
せ
な
く
な
る
よ
う
な
、
嫌
だ
け
ど
離
れ
ら
れ
な
い
み
た

い
な
（
も
う
い
い
か
）、
そ
ん
な
世
界
感
な
の
で
あ
る
。
そ
う
い

う
感
情
を
先
輩
に
抱
く
の
で
す
。

そ
れ
が
証
拠
に
、
田
村
君
（
Ｓ
58
）
に
Ｓ
Ｓ
を
な
み
な
み
と

注
が
れ
た
町
田
君
（
Ｓ
60
）
は
「
う
わ
っ
、
極
道
…
」
と
つ
ぶ

や
き
な
が
ら
も
抗
い
き
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
少
し
嬉
し
そ
う

な
表
情
さ
え
浮
か
べ
て
一
気
に
飲
み
干
す
の
で
し
た
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
入
り
の
Ｓ
Ｓ
を
選
ん
だ
も
の
に
共
通
の

セ
リ
フ
と
し
て
「
う
わ
っ
、
こ
の
味
、
思
い
出
す
…
…
」
と
少

し
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
の
で
す
。

各
自
心
に
沁
み
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

自
己
紹
介
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
心
に
沁
み
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
彼
は
高
校
時
代
に
柔
道
部
だ
っ
た
小
川
君
（
Ｓ
58
）。

あ
る
日
、
寮
で
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
先
輩

に
「
お
い
、
小
川
、
お
前
柔
道
部
だ
っ
た
な
。
相
撲
大
会
の
優

勝
賞
品
が
ビ
ー
ル
３
リ
ッ
ト
ル
な
の
で
絶
対
優
勝
し
て
ビ
ー
ル

を
も
ら
っ
て
こ
い
！
」。
寝
て
い
て
起
こ
さ
れ
た
小
川
君
は
と

に
も
か
く
に
も
先
輩
に
言
わ
れ
た
こ
と
な
の
で
抗
え
ず
、
け
な

げ
に
奮
闘
し
た
結
果
、
見
事
に
優
勝
‼

や
っ
た
！

先
輩
に

ビ
ー
ル
を
持
っ
て
帰
れ
る
！
と
喜
ん
だ
の
も
つ
か
の
間
、
賞
品

の
ビ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
瞬
間
に
「
ソ
ー
レ
、
ソ
ー
レ
」
の
大

合
唱
。
結
局
、
彼
は
ビ
ー
ル
３
リ
ッ
ト
ル
を
一
気
飲
み
し
、
そ

の
直
後
に
逆
噴
射
し
て
、
ビ
ー
ル
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
ー
ラ

イ
オ
ン
の
よ
う
に
口
か
ら
噴
き
出
た
と
か
。
そ
れ
を
見
た
小
川

君
は
「
き
れ
い
だ
な
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
放
物
線
が
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光
を
浴
び
て
き
ら

き
ら
と
し
た
の
で

し
ょ
う
ね
。
詩
的

で
す
ね
、
心
に
し

み
ま
す
ね
…
…
⁇

そ
ん
な
こ
ん
な

で
、
抱
腹
絶
倒
の

自
己
紹
介
が
午
後

９
時
ピ
ッ
タ
リ
に

終
了
し
、
全
員
で

「
都
ぞ
弥
生
」
を

合
唱
し
て
、
一
次

会
終
了
。

二
次
会
は
寮
歌
が
定
番

場
所
を
隣
の
座
敷
に
移
し
て
二
次
会
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
二

次
会
は
、
皆
で
車
座
に
な
っ
て
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

二
次
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
寮
歌
で
す
。
頃
合
い
を
見
て
、

誰
か
が
立
ち
上
り
前
口
上
、「
ア
イ
ン
ス
、
ツ
ヴ
ァ
イ
、
ド
ラ
ー

イ
」
で
大
合
唱
。
全
部
で
20
曲
近
く
歌
っ
た
だ
ろ
う
か
…

語
り
合
い
、
歌
い
合
う
、
そ
し
て
ま
た
語
り
合
い
、
歌
い
合

う
。
こ
の
リ
ズ
ム
が
な
ん
と
も
心
地
よ
く
、
寮
歌
が
あ
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
な
あ
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
カ
ラ

オ
ケ
が
定
番
の
昨
今
の
二
次
会
で
す
が
、
我
々
に
は
寮
歌
が
あ

る
。
歌
詞
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
忘
れ
て
い
る
が
、
メ
ロ
デ
ィ
は
覚

え
て
い
る
。

18
、
19
に
覚
え

た
も
の
は
ず
っ

と
覚
え
て
い
る

も
ん
だ
な
と
改

め
て
認
識
し
た

次
第
で
す
。

そ
の
後
、
宴

会
は
、
部
屋
飲

み
へ
と
続
き

延
々
と
飲
み
続

け
た
グ
ル
ー
プ

も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
大
量
に

持
ち
込
ん
だ
酒
も
あ
ら
か
た
消
費
さ
れ
ま
し
た
。（
Ｓ
Ｓ
も
空

に
な
っ
て
ま
し
た
！
）

宴
の
あ
と

長
い
夜
が
明
け
て
、
窓
の
外
を
見
れ
ば
本
日
も
晴
天
な
り
。

体
に
残
っ
た
酒
を
抜
く
べ
く
露
天
風
呂
へ
。
美
し
い
支
笏
を
見

な
が
ら
浸
か
る
温
泉
は
本
当
に
気
持
ち
が
い
い
。

朝
食
を
と
っ
た
あ
と
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ

た
丸
駒
温
泉
の
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
ま
た
５
年
後
に
是
非
や
っ
て
欲
し
い
と
い
う
声
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
30
年
後
に
集
わ
な
ん
」
と
歌
っ
て
い
た
こ
ろ
に

49 我ら同期会

インドの哲人こと大友君（Ｓ 58）（右から 2 人目）を囲んで
懐古談

“偉大な”水子君（Ｓ 58）の音頭で「瓔珞みがく」を高唱



は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
過
ぎ
て
し

ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
。
30
年
と
い
う
月
日
は
人
の
姿
形
は
変

え
た
け
れ
ど
、
ど
う
や
ら
、
恵
迪
寮
で
培
っ
た
友
情
や
思
い
出

は
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
と
は

い
え
、
こ
の
間
に
逝
去
さ
れ
た
寮
友
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
回
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
世
話
役
一
同
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
至
ら
ぬ
点
は
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
ぜ
ひ
…
…

寮
友
よ
、
再
び
集
わ
な
ん
！

お
ま
け

30
周
年
の
集
い
の
後
、
世
話
役
数
人
で
恵
迪
寮
に
向
か
い
、

宴
会
で
余
っ
た
酒
を
現
役
寮
生
に
カ
ン
パ
し
て
き
ま
し
た
。
執

行
部
の
案
内
で
寮
の
中
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
30

年
の
年
月
は
凄
い
。
想
像
を
超
え
た
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま

し
た
（
笑
）。
ち
な
み
に
私
が
新
入
寮
生
時
代
を
過
ご
し
た
部

屋
は
な
ん
と
女
子
部
屋
に
変
わ
り
、
外
か
ら
見
え
る
天
井
の
蛍

光
灯
が
ピ
ン
ク
色
に
光
っ
て
い
ま
し
た
。
対
応
に
あ
た
っ
て
く

れ
た
現
役
の
執
行
部
の
み
な
さ
ん
有
難
う
。
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三次会にて：西郷ドンのような木村君（Ｓ 60）と元援団の宜寿次君（Ｓ 60）



51 イベント案内

「文化講演と寮歌の集い」開催
平成 27 年 9 月 26 日㈯（第 4回北大ホームカミングデー)

恵迪寮同窓会では、今年の北海道大学ホームカミングデー 2015 にあわせ、「文
化講演と寮歌の集い」を開催します。
是非、思い出多いキャンパスで、北大・恵迪寮の精神をふりかえり、寮歌高
唱に集いませんか。
北大 OB・OG が集う北海道大学ホームカミングデーへの恵迪寮同窓会参加

は今年で 3回目です。昨年は、北大名誉教授 藤田正一氏（昭和 38 年入寮）に
よる『北大の源流・日本のオールターナティブ』について講演をいただき、「ク
ラーク博士が種を蒔き、北大の前身・札幌農学校で育まれた清き精神」を学び
ました。
今年は、北大名誉教授 神谷忠孝氏（昭和 33 年入寮、北海道文学館前理事長）
による講演会を開催します。神谷先生は日本近代文学の研究者で、とくに北海
道にゆかりの深い作家・作品の研究をされております。札幌農学校卒業、寄宿
舎の舎監でもありました有島武郎とその精神について北海道の文学風土ととも
に学びたいと企画しました。
なお、寮歌祭につきましては、「大寮歌祭」（東日本支部主管）が 10 月 3 日に
東京で開催されるため、札幌では秋の「ミニ寮歌祭」とでも呼ぶ集いとします。

記
1 ．文化講演
・日時；平成 27 年 9 月 26 日㈯、14：30～16：00
・場所；クラーク会館大集会室（札幌市北区北 7条西 8丁目）
・講演；北大名誉教授 神谷忠孝氏（北海道文教大学教授）

演題 「有島武郎と北大・恵迪寮」

2 ．寮歌の集い
・日時；平成 27 年 9 月 26 日㈯、16：30～18：00
・場所；クラーク会館大集会室
・会費；1,000 円（予定）

詳しくは、恵迪寮同窓会への問い合わせいただくか、同窓会のホームページ
でご確認下さい。

恵迪寮同窓会
〒 060-0808 札幌市北区北 8条西 8丁目 北海道大学クラーク会館 3階
tel.& fax 011-706-3276 E-mail info@keiteki-ob.jp
http://www.keiteki-ob.jp/
なお、北海道大学ホームカミングデーにつきましては、下記のホームページ
をご参照願います。

http://www.hokudai.ac.jp/pr/alumni/home/
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2015 年恵迪寮同窓会東日本大会のご案内

本年は、3年に一度の恵迪寮同窓会東日本大会が開催される年です。
今回の東日本大会も、帝都東京のビール発祥の地、恵比寿ガーデンプレイス内『ビアステー

ション』での開催を予定しています。
異なる地点に、同じ北極星（ほし）を仰ぐものの、寂寥と精神の自由のみ、我らが寮友（と

もどち）であったことを想い出させてくれるのだ。
さあ、寮友（ともどち）よ、伝統ある麦芽 100％のヱビスビールを堪能しながら、永遠の歴史

に想いを馳せて、声高らかに謳おうではありませんか。
恵迪寮同窓会東日本支部長 坂倉 雅夫（昭和 44 年入寮）

【ご 案 内】
1 ．開識社
・日 時：平成 27 年 10 月 3 日㈯ 13 時 00 分～13 時 45 分（12 時 30 分開場）
・会 場：恵比寿ガーデンプレイス『ビアステーション』（JR恵比寿駅から徒歩 5分程度）

住所 〒150-6090 東京都渋谷区恵比寿 4-20
電話 03-3442-9731

・定 員：70 名
・講演者：加藤 秀弘（東京海洋大学大学院教授 昭和 46 年入寮・水産卒）
・演 題：捕鯨を巡る近年の国際情勢 ～ICJ 国際司法裁判所と IWC国際捕鯨委員会～
・内 容：当日のおたのしみ
・会 費：無料
2 ．大寮歌祭
・日 時：平成 27 年 10 月 3 日㈯ 14 時 00 分～17 時 00 分（13 時 00 分受付開始）
・会 場：同上
・会 費：ご本人 6,000 円、同伴女性 5,000 円
・申 込：会費納入をもって参加申込みとします。同封の郵便振替払込票に氏名をご記入の

上、 9月 26 日㈯までお振込みください。
当日参加申込の場合は会費を夫々 7,000 円、6,000 円とさせて頂きます。
払込金領収書は念のため、当日ご持参下さい。

※参加取消：参加取消の場合は 9 月 28 日㈪までに下記問合せ先に文書にて連絡頂ければ諸経
費 1,000 円を差し引いて会費をお返しします。

■ 問合先：〒176-0021
東京都練馬区貫井 4-47-42 関口 光雄気付
恵迪寮同窓会 東日本支部事務所
E-mail：jubesannchinoko@ybb.ne.jp
Fax 03-3926-0080

以上

星霜移り 人は去り 常ならざる世を嘆けども
歌い継がれし数々の 若き想ひは変わらじと
今 懐かしき寮友（ともどち）と 永遠（とわ）の調べを
謳はなん



53 お知らせ

寮歌その他収録した 4種の CDを進呈
昭和 30 年代入寮の前島一淑（S 31）、川原幸則（S 31）、金武彦（S 37）が中心になり、
寮歌その他を演奏（一部歌唱）、録音した 4種類の CDを制作。ご希望の方に無料進呈し
ています。制作意図はそれぞれのCD添付リーフレットに記しましたが、収録曲と演奏
者をCD制作順に紹介します。
① 佐藤春夫：酒、歌、煙草、また女
酒・歌・煙草・また女―三田の学生時代を唄へる歌・初恋（日本歌曲）、酒井誠
一郎・仁科喜佐男・荒木武夫・恵迪寮OB・千成睦夫（フルート）・一宮明代（ピ
アノ）。注：この歌については本誌 12 号（2012）、92-95 頁を参照されたい。

② ピアノで奏でる恵迪寮歌撰
都ぞ弥生（川越校訂譜）・藻岩の緑・都ぞ弥生（初版譜）・我が運命こそ・魔神

の呪・生命の争闘・春雨に濡る・蒼空高く翔らむと・郭公の声に・嗚呼茫々の・
津軽の滄海の・湖に星の散るなり・春来にけらし・時潮の波の・暁の渚離りて・
春静寂なる・彷徨へる心のままに・手をとりて美しき国を・花繚乱の・茫洋の海・
うす紅の・沈黙の杜に・熱き街・ストームの歌・水産放浪歌・珱珞みがく・別離
の歌・都ぞ弥生（短調）。吉崎理華（ピアノ）

③ フルート・ピアノで奏でる宍戸昌夫君 恵迪寮歌三部作
嗚呼茫々の・春未だ浅き・北を恋う。千成睦夫（フルート）・一宮明代（ピアノ）・

吉崎理華（ピアノ）
④ 口笛で奏でる恵迪寮歌撰
郭公の声に・黒潮鳴れる・別離の歌・湖に星の散るなり・天地の奥に・時潮の

波の・悠遠き日にあこがれて・手をとりて美しき国を・花繚乱の・茫洋の海・凋
落正に秋深し・沈黙の杜に・熱き街・珱珞みがく・永遠の幸 柴田晶子（口笛）・
吉崎理華（ピアノ）

ご希望の方は、送料として CD 1 枚あたり 140 円切手 1 枚を添えて、前島宛に郵便で
お申し込み下さい。過去に実費を頂いたこともありましたが、寮歌にも著作権があるこ
とに配慮し、寮関係者を主な対象とした個人的な配布とします。

まとめて仲間に配る等の理由で一括送付を希
望される方もいられますが、すでに別途入手済
みだったり重複送付の例もあり、また進呈先の
記録を残して次回の企画案内に利用するために
も、個人からの直接請求をお願いします。

寮歌CD作成会幹事 前島一淑
〠225-0011 横浜市青葉区あざみ野 3-4-4-401
kazu-mj.0529@swan.ocn.ne.jp



恵迪寮同窓会 新年寮歌歌始めの会に参加して

小樽商科大学応援団後援会会長
小樽商科大学 文行寮OB 中 川 廣太郎 氏（昭和 32 年入学)

昨年の 10 月、「母校応援団百代記念式典」のポスター掲示お願いの為、久し振り
に恵迪寮を訪れました。その際、中央ホールに「平成 26 年度寮歌候補作品」が二編、
壁に張られて居りました。その日が〆日だったそうですが、その作品の一字一字に
「北海道大学のアイデンティティ」が今でもしっかりと現役の寮生に受け継がれて
いるのを見て、うらやましくあり、さすがと感じました。そして、「大学の学生文化
＝寮の文化」との自分の考え方を再確認させていただきました。
昭和 32 年、小樽商大の旧「文行寮」に入寮、南は沖縄、北は帯広から集まった六
十余名の先輩、同期、後輩の諸氏との「貧しくも又、楽しかった寮生活」は、自分
の人生にとって最も貴重な 4 年間でした。「文行寮精神＝男と男の裸の魂のふれあ
い」を、ことある毎に声にし、そして寮歌を共に唱い、「共助・連帯」という考え方
の大切さを学んだからです。
2011 年、「母校百周年記念事業」として、我々同窓一同の想いを込めて、学生文化
の新たな醸成を目的として、「輝光寮」が再建されました。今回の歌始めの会に、輝
光寮生でもある応援団副団長を参加させていただきました。新「輝光寮」の後輩達
が、「恵迪寮」に学び、新しい「小樽商大の学生文化」の担い手になってもらいたい
との期待を込めて居ります。「恵迪寮」の同窓、学生の皆様方にお願い致します。ど
うかこれを機に、昔の様に新「輝光寮」との交流及びご支援を心から希望致します。
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大 応 援 団 Ｏ Ｂ か ら の樽 商小 メ ッ セ ー ジ

現役応援団員の口上で商大校歌を高唱



「
野
球
で
こ
ぼ
こ
道
」

〜
パ
・
リ
ー
グ
審
判
歴
29
年
〜

Ｎ
Ｐ
Ｂ
・
審
判
技
術
委
員

山

崎

夏

生
氏

(Ｓ
50
年
入
学
)

「
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
！
」。
た
だ
今
、
紹
介

に
あ
ず
か
り
ま
し
た
山
崎
夏
生
59
歳
、
見

て
の
通
り
や
た
ら
と
元
気
な
大
男
で
す
。

身
長
1
8
3
セ
ン
チ
、
体
重
は
90
キ
ロ
、

「
野
球
界
の
市
川
海
老
蔵
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

北
大
に
は
昭
和
50
年
に
入
学
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
恵
迪
寮
生
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
寮
歌
や
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ろ
う
と
、

入
寮
選
考
前
に
仮
泊
し
ま
し
た
が
、
割
り

振
ら
れ
た
の
が
学
生
運
動
系
の
部
屋
で
、

肌
合
い
が
合
わ
ず
1
週
間
で
飛
び
出
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
寮
生
活
へ
の
憧
れ
は

あ
っ
た
の
で
、
学
部
移
行
を
機
に
体
育
会

の
巣
窟
の
よ
う
な
桑
園
寮
に
入
り
ま
し

た
。
こ
こ
は
学
内
の
動
物
園
と
も
揶
揄
さ

れ
る
、
武
闘
派
ば
か
り
で
し
た
か
ら
本
当

に
楽
し
い
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

さ
て
、
5
年
前
に
29
年
間
続
け
て
き
た

プ
ロ
野
球
の
審
判
を
引
退
し
ま
し
た
が
、

大
過
も
小
過
も
た
っ
ぷ
り
と
あ
る
騒
々
し

い
野
球
人
生
で
し
た
。
今
は
審
判
技
術
委

員
（
指
導
員
）
と
い
う
職
を
任
さ
れ
、
首

都
圏
の
二
軍
球
場
で
若
手
の
育
成
に
当
た

る
毎
日
で
す
。
野
球
の
現
場
が
何
よ
り
も

好
き
な
の
で
、
こ
の
仕
事
に
も
ま
た
大
い

な
る
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い

の
？
」「
プ
ロ
野
球
の
選
手
で
す
」、
こ
う

答
え
た
の
が
小
学
校
3
年
生
の
頃
。
以

来
、
50
年
以
上
も
野
球
の
こ
と
ば
っ
か
り

考
え
て
き
ま
し
た
。
北
大
出
身
者
で
は
唯

一
の
プ
ロ
野
球
人
で
す
の
で
、
こ
い
つ
は

相
当
野
球
も
う
ま
か
っ
た
の
だ
ろ
う
な
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
ん
で

も
な
い
！

高
校
時
代
は
新
潟
県
大
会
の

ベ
ス
ト
64
が
や
っ
と
。
北
大
で
も
投
手
を

や
り
ま
し
た
が
、
公
式
戦
で
の
勝
利
は
1

勝
の
み
で
す
。
こ
ん
な
球
歴
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
と
に
も
か
く
に
も
こ
の
世
界
で

飯
が
食
え
た
の
は
「
野
球
が
好
き
だ
」
と

い
う
情
熱
を
持
ち
続
け
て
こ
ら
れ
た
か
ら

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
凡
人
の
、

仕
事
に
対
す
る
ひ
た
む
き
さ
、
愚
直
さ
、

そ
れ
を
支
え
て
く
れ
る
家
族
へ
の
感
謝
、

そ
し
て
努
力
は
必
ず
や
報
わ
れ
る
と
い
う

楽
観
主
義
、
そ
れ
ら
が
今
回
の
テ
ー
マ
で

す
。大学

時
代
に
「
野
球
で
飯
を
食
う
」
と

決
意さて

、
ま
ず
は
プ
ロ
野
球
の
審
判
を
目

指
し
た
経
緯
か
ら
話
し
ま
す
。
幼
少
の
頃

か
ら
野
球
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
、
中
高

大
学
と
10
年
間
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
夢
は

恵
迪
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部

開
識
社
講
演
会

(平
成
26
年
9
月
13
日
・
京
都
第
2
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
)
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も
ち
ろ
ん
プ
ロ
野
球
選
手
。
し
か
し
、
臥

体
は
い
い
も
の
の
運
動
神
経
が
体
の
隅
々

に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
、
情
け
な
い
成
績
し
か
残
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
れ
で
も
野
球
へ
の
思
い
は
変
わ
る
こ

と
は
な
く
、
大
学
3
年
生
の
秋
に
大
胆
に

も
「
野
球
で
飯
を
食
お
う
」
と
決
意
し
ま

し
た
。
当
時
は
文
学
部
の
国
文
科
で
、
毎

日
研
究
室
で
万
葉
集
や
ら
井
原
西
鶴
を
読

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
勉
強
も
そ

れ
な
り
に
面
白
か
っ
た
の
で
す
が
、
や
は

り
そ
れ
以
上
に
楽
し
か
っ
た
の
が
野
球
で

し
た
。
一
生
懸
命
に
練
習
を
し
て
正
々

堂
々
と
勝
つ
こ
と
、
潔
く
負
け
る
こ
と
、

努
力
が
報
わ
れ
る
喜
び
、
報
わ
れ
ぬ
悲
し

み
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
生
ま
れ
る
連
帯
感
、

友
情
、
勝
利
の
た
め
の
創
意
工
夫
等
々
、

野
球
は
実
人
生
の
す
べ
て
を
教
え
て
く
れ

る
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
。
が
、
翌
秋

の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
は
当
然
、
指
名
が
か

か
る
わ
け
も
な
く
、
ま
ず
は
プ
ロ
野
球
の

担
当
記
者
を
目
指
し
て
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
東

京
本
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
ば
り

ば
り
野
球
評
論
で
も
書
こ
う
と
希
望
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
の
で
す
が
、
新
人
研

修
後
に
配
属
さ
れ
た
の
は
意
に
反
し
て
販

売
局
の
営
業
で
し
た
。
こ
こ
で
、
悩
み
ま

し
た
。
60
歳
近
い
今
な
ら
、
与
え
ら
れ
た

仕
事
に
生
き
が
い
や
喜
び
を
見
つ
け
出
す

の
も
人
生
と
、
若
者
に
は
諭
す
で
し
ょ
う

が
、
当
時
は
野
球
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
同
期
入
社
の
記
者
が
書
く
記
事
を
売

る
辛
さ
や
野
球
へ
の
渇
望
感
か
ら
異
動
願

い
を
出
す
も
の
の
見
送
ら
れ
、
3
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

審
判
員
採
用
を

パ
・
リ
ー
グ
会
長
に
直
談
判

そ
の
頃
に
は
中
学
の
同
級
生
だ
っ
た
妻

と
結
婚
し
、長
男
も
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

時
は
バ
ブ
ル
、
給
料
も
よ
く
、
仕
事
に
も

慣
れ
、
奇
妙
な
居
心
地
の
良
さ
も
感
じ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、心
の
ど
こ
か
で「
こ

れ
で
、
本
当
に
い
い
の
か
」
と
い
う
葛
藤

は
あ
り
ま
し
た
。
女
房
・
子
供
に
「
大
志
」

を
目
指
さ
な
い
自
分
の
姿
を
見
せ
た
く
な

い
と
い
う
思
い
は
募
る
ば
か
り
。
そ
ん
な

時
、テ
レ
ビ
の
野
球
中
継
を
見
て
い
て「
そ

う
か
、
選
手
は
無
理
だ
ろ
う
が
審
判
な
ら

ば
一
生
グ
ラ
ン
ド
に
立
て
る
し
、
自
分
に

も
で
き
そ
う
だ
」
と
瞬
時
に
閃
い
た
の
で

す
。
す
ぐ
に
退
職
願
い
を
提
出
し
、
パ
・

リ
ー
グ
会
長
の
元
へ
採
用
の
直
談
判
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
図
々
し
さ
に
呆
れ
た
の

か
、
特
例
中
の
特
例
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ

地
へ
テ
ス
ト
生
と
し
て
の
参
加
が
認
め
ら

れ
、
1
ヶ
月
に
及
ぶ
テ
ス
ト
の
結
果
、
昭

和
57
年
3
月
、「
パ
・
リ
ー
グ
審
判
員
、
山

崎
夏
生
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

だ
が
、
本
当
の
で
こ
ぼ
こ
道
は
こ
こ
か

ら
が
始
ま
り
で
し
た
。
ま
ず
、
驚
い
た
の
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が
プ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
感
。
1
4
0
キ
ロ
を

越
え
る
投
球
や
野
手
の
素
早
い
動
き
、
打

球
の
速
さ
に
、
目
も
体
も
つ
い
て
行
け
な

い
の
で
す
。
審
判
と
い
え
ど
も
半
分
以
上

は
プ
ロ
野
球
の
出
身
者
で
す
し
、
あ
る
い

は
高
野
連
や
社
会
人
の
審
判
経
験
者
で

す
。
ま
さ
に
ド
素
人
が
グ
ラ
ン
ド
で
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
る
状
態
が
し
ば
ら
く
続
き
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
場
面
で
は
こ
と

ご
と
く
裏
目
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
て
し
ま
う

な
ど
、
や
は
り
俺
に
は
無
理
な
の
か
と
あ

き
ら
め
か
け
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
生
活
面
で
も
大
ピ
ン
チ
。
年
俸

は
な
ん
と
1
6
0
万
円
で
し
た
。
当
時
の

高
卒
ド
ラ
フ
ト
外
で
も
最
低
2
4
0
万
円

の
時
代
で
、
辞
め
た
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
で
の

年
収
は
3
4
0
万
円
あ
り
ま
し
た
。〝
白

球
〞
へ
の
夢
を
追
い
か
け
て
〝
薄
給
〞
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
。
妻
は
乳
飲
み
子

を
背
負
っ
て
働
き
に
出
か
け
、
私
も
シ
ー

ズ
ン
中
は
家
庭
教
師
、
オ
フ
に
は
昼
は
材

木
屋
、
夜
は
塾
講
師
、
土
日
は
引
越
し
セ

ン
タ
ー
で
へ
と
へ
と
に
な
る
ま
で
働
き
ま

し
た
。
こ
の
生
活
は
約
10
年
続
き
、
一
軍

に
出
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

年
俸
も
人
様
に
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
時

の
喜
び
は
格
別
で
し
た
。

歴
代
ト
ッ
プ

17
選
手
、監
督
に
退
場
通
告

そ
れ
か
ら
な
ん
と
か
周
囲
の
助
け
も
あ

り
一
軍
に
常
時
、
出
場
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
で
こ
ぼ
こ
道
は

続
き
ま
す
。
29
年
間
で
17
人
退
場
さ
せ
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
歴
代
1
位
の
記

録
。
も
ち
ろ
ん
自
分
自
身
の
判
定
に
問
題

が
あ
っ
た
場
合
が
殆
ど
で
す
が
、
悪
び
れ

ず
に
「
退
場
！
」
と
宣
告
す
る
も
の
で
す

か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
恨
ま
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

21
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の
審
判
学
校
に
留

学
し
た
時
、
1
時
間
目
の
授
業
で
教
え
ら

れ
た
言
葉
は
「
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｅ
Ｄ
！
（
尊
敬
さ
れ
る
人
間
に
な
れ
）」
で

し
た
。
人
間
は
神
で
は
な
い
か
ら
間
違
い

も
あ
る
、
そ
れ
で
も
判
定
が
支
持
さ
れ
る

た
め
に
は
選
手
や
監
督
か
ら
信
頼
さ
れ
、

尊
敬
さ
れ
る
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
心
に
し
み
る

言
葉
で
し
た
。
ち
な
み
に
日
本
の
審
判
部

で
最
初
に
言
わ
れ
た
の
は
「
間
違
え
る

な
！
」
で
し
た
。

日
本
で
は
審
判
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
「
人
間
の
判
断
」
で
は
な
く
「
機
械
的

な
正
確
さ
」
だ
け
で
す
。
権
威
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
審
判
は
1
回
だ
け
見

て
、
た
っ
た
1
人
で
一
瞬
の
う
ち
に
判
断

を
す
る
の
で
す
が
、
監
督
や
マ
ス
コ
ミ
、

フ
ァ
ン
は
ビ
デ
オ
で
何
度
も
プ
レ
ー
を
確

認
し
て
か
ら
、
我
々
の
批
判
に
と
り
か
か

り
ま
す
。
で
す
か
ら
勝
ち
目
は
あ
り
ま
せ

ん
。
99
点
で
も
ダ
メ
、
1
0
0
点
以
外
は

認
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。
審
判
員
も
選
手

57 開識社講演会
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同
様
、
一
年
契
約
の
実
力
の
世
界
で
す
。

年
功
や
学
歴
は
一
切
関
係
な
し
、
か
つ
て

自
分
が
先
輩
を
食
っ
て
一
軍
に
昇
格
で
き

た
よ
う
に
、
歳
を
と
れ
ば
食
わ
れ
る
立
場

に
な
り
ま
す
。
プ
ロ
の
世
界
の
鉄
則
は
同

じ
実
力
な
ら
ば
若
手
を
使
う
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
並
ば
れ
た
ら
終
わ

り
、
オ
フ
に
は
「
ク
ビ
」
が
待
っ
て
い
ま

す
。そ

ん
な
ピ
ン
チ
も
何
度
も
味
わ
い
ま
し

た
。
特
に
厳
し
か
っ
た
の
が
40
代
前
半
の

二
軍
落
ち
で
し
た
。
直
接
の
き
っ
か
け
は

開
幕
早
々
に
3
試
合
続
け
て
ミ
ス
ジ
ャ
ッ

ジ
を
し
た
こ
と
で
す
。
正
直
に
言
え
ば
天

狗
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
5
月
に
降
格

し
、
そ
れ
こ
そ
息
子
と
同
じ
よ
う
な
年
頃

の
選
手
と
ま
た
イ
ー
ス
タ
ン
（
二
軍
戦
）

で
泥
に
ま
み
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
一
軍

通
算
9
9
8
試
合
出
場
し
て
お
り
、
プ
ロ

入
り
以
来
の
目
標
だ
っ
た
1
0
0
0
試
合

出
場
は
目
前
で
し
た
。
で
も
、
も
は
や
こ

れ
ま
で
か
…
。
オ
ー
ル
・
ス
タ
ー
に
も
出

た
し
、
開
幕
戦
で
は
球
審
も
勤
め
た
の
に

と
い
う
プ
ラ
イ
ド
が
余
計
に
自
分
を
苦
し

め
ま
し
た
。

幸
い
、
翌
年
の
5
月
に
ま
た
一
軍
メ
ン

バ
ー
に
復
帰
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
直
後
に
ま
た
大
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
3

塁
塁
審
で
ポ
ー
ル
際
の
判
定
を
め
ぐ
り
、

日
ハ
ム
・
大
島
監
督
を
23
分
間
の
抗
議
の

末
、遅
延
行
為
と
し
て
退
場
に
し
ま
し
た
。

そ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
彼
は
試
合
後
に
吐
血

し
病
院
送
り
。
も
ち
ろ
ん
球
団
や
マ
ス
コ

ミ
か
ら
も
叩
か
れ
ま
し
た
。
運
の
悪
い
こ

と
に
翌
日
は
同
一
カ
ー
ド
で
の
球
審
、
さ

す
が
に
そ
の
晩
は
、
一
睡
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
も
胸
を
張
っ
て
球
場
へ

出
か
け
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ン
ド
へ
足
を
踏

み
入
れ
た
と
た
ん
に
日
ハ
ム
フ
ァ
ン
か
ら

「
帰
れ
、
帰
れ
、
ヤ
マ
ザ
キ
！
」
と
大
コ
ー

ル
で
、ベ
ン
チ
も
殺
気
立
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、「
負
け
て
た
ま
る
か
！

負
け
の

人
生
は
い
や
だ
、
逃
げ
て
た
ま
る
か
！
」

そ
ん
な
思
い
で
必
死
に
ボ
ー
ル
に
立
ち
向

か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
試
合
は
ど
ち

ら
が
勝
っ
た
か
さ
え
覚
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
と
に
も
か
く
に
も
無
事
に
終
え
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
帰
宅
し
て
妻
や
子
供
の
顔

を
見
た
ら
も
う
い
け
ま
せ
ん
。
緊
張
が
と

け
、
ず
っ
と
こ
ら
え
て
い
た
も
の
が
一
気

に
溢
れ
出
し
、
へ
な
へ
な
と
泣
き
崩
れ
ま

し
た
。
で
も
、
男
が
必
死
に
仕
事
に
打
ち

込
み
、
そ
の
結
果
、
大
声
で
泣
け
る
の
は

幸
せ
な
こ
と
で
す
。
審
判
業
の
辛
さ
と
と

も
に
最
大
の
喜
び
を
も
感
じ
た
一
夜
で
し

た
。
こ
の
時
、
自
分
は
よ
う
や
く
精
神
面

で
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
れ
た
、

と
思
い
ま
し
た
。

定
年
後
、
異
例
の
指
導
員
に
抜
擢

そ
ん
な
野
球
バ
カ
の
日
々
も
つ
い
に
終

焉
を
迎
え
ま
す
。
2
0
1
0
年
9
月
15
日

の
朝
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
（
日
本
野
球
機
構
）
か
ら

電
話
で
定
年
（
55
歳
）
に
よ
る
任
期
満
了

で
来
季
は
審
判
員
契
約
を
し
な
い
旨
を
告

げ
ら
れ
ま
し
た
。
来
季
で
丸
30
年
と
な

り
、
一
軍
で
の
出
場
も
1
5
0
0
試
合
が

見
え
て
き
た
の
で
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
、
同
時
に
来
季
か
ら
は
指
導
員

を
や
っ
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
の
全
く
想

定
外
の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
指
導
員
と

い
え
ば
日
本
シ
リ
ー
ズ
に
何
度
も
出
場

し
、
部
長
な
り
副
部
長
を
歴
任
し
た
エ

リ
ー
ト
審
判
が
や
る
も
の
で
、
一
介
の
審

判
が
や
っ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
も

そ
も
定
年
後
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
残
る
こ
と
自

体
、
初
の
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
の
後
、
審
判

部
長
か
ら
も
「
若
手
の
技
術
指
導
の
み
な
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ら
ず
、
社
会
人
と
し
て
の
人
間
教
育
か
ら

審
判
総
務
的
な
仕
事
も
し
て
、
素
晴
ら
し

い
指
導
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
温
か

い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け

期
待
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
な
ら
も
う
断
る

理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
引
退
試
合

は
札
幌
ド
ー
ム
で
の
日
ハ
ム
対
西
武
の
最

終
戦
と
な
り
ま
し
た
。

涙
と
感
謝
の
引
退
試
合

そ
の
年
の
パ
・
リ
ー
グ
は
史
上
空
前
の

大
混
戦
で
し
た
。
そ
の
日
の
札
幌
ド
ー
ム

は
、
両
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
で
超
満
員
。
も

ち
ろ
ん
妻
も
こ
の
遠
征
に
は
帯
同
し
、
北

大
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
諸
兄
や
寮
友
も
大
挙
し

て
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
彼

女
に
は
29
年
間
、
苦
労
の
か
け
っ
ぱ
な
し

で
し
た
。
貧
乏
生
活
を
経
験
さ
せ
、
退
場

騒
ぎ
を
起
こ
せ
ば
心
労
で
夜
も
眠
ら
せ

ず
、遠
征
ば
か
り
で
子
育
て
に
も
悩
ま
せ
、

炎
天
下
の
試
合
で
は
倒
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
さ
せ
、
実
は
現
役
を
早
く
引
退

し
て
欲
し
い
と
彼
女
は
強
く
願
っ
て
い
ま

し
た
。

前
日
の
午
前
中
に
は
北
大
構
内
を
散
策

し
、
北
大
球
場
に
足
を
運
び
色
々
な
物
思

い
に
ふ
け
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
4
年
間

あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
後
の
野
球
人
生
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
を
札
幌
の
地
で
終
え
る

の
も
意
味
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

当
日
は
、
起
き
た
時
か
ら
異
常
な
ほ
ど

の
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
胃
は
き
り
き

り
と
痛
む
し
、
胸
苦
し
い
し
、
29
年
間
我

が
内
に
居
続
け
た
チ
キ
ン
ハ
ー
ト
の
弱
気

虫
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
と
3

位
の
か
か
っ
た
大
一
番
で
、
し
か
も
超
満

員
の
最
終
戦
、
30
人
の
大
応
援
団
、
こ
ん

な
状
況
で
と
ん
で
も
な
い
チ
ョ
ン
ボ
を
や

ら
か
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
最
後
の
最
後

に
大
恥
を
か
く
の
で
は
な
い
か
…
。
ラ
ン

チ
も
ほ
と
ん
ど
喉
を
通
ら
ぬ
ま
ま
、
札
幌

ド
ー
ム
へ
と
出
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
妻

が
手
を
握
り
「
お
父
さ
ん
、
頑
張
っ
て
ね
」

と
言
っ
て
ス
タ
ン
ド
に
消
え
た
時
か
ら
、

よ
う
や
く
度
胸
が
す
わ
り
ま
し
た
。
泣
い

て
も
笑
っ
て
も
こ
れ
が
最
後
、
そ
こ
で
見

せ
る
ジ
ャ
ッ
ジ
が
29
年
間
の
す
べ
て
な
の

だ
と
開
き
直
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
交
換
前
に
は
梨
田
監
督
と
渡
辺
監

督
に
今
日
が
引
退
試
合
と
告
げ
て
お
き
ま

し
た
。
さ
て
、
試
合
が
始
ま
っ
て
し
ま
え

ば
、
も
う
完
全
に
通
常
モ
ー
ド
で
す
。
来

た
プ
レ
ー
を
見
た
ま
ま
に
素
直
に
裁
け
ば

よ
い
だ
け
の
こ
と
。
プ
ロ
的
に
は
ク
ロ
ス

プ
レ
ー
ち
ょ
っ
と
手
前
の
自
信
満
々
の

ジ
ャ
ッ
ジ
で
見
せ
所
も
作
り
ま
し
た
。
4

回
表
に
は
渡
辺
監
督
が
ラ
イ
ト
フ
ェ
ン
ス

際
の
捕
球
に
対
し
て
、
フ
ェ
ン
ス
に
当

た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
抗
議
し
て
き
ま

し
た
。
自
分
が
一
番
近
い
と
こ
ろ
で
見
て

い
る
の
だ
、
キ
ャ
ッ
チ
だ
、
と
は
ね
の
け
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ま
し
た
。「
ま
ぁ
引
退
試
合
だ
か
ら
引
き

下
が
る
け
ど
、
あ
と
で
ち
ゃ
ん
と
ビ
デ
オ

見
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
言
っ
た
の
で
「
わ

か
っ
た
、
次
か
ら
の
試
合
に
生
か
す
」
と

言
っ
て
お
き
ま
し
た
（
笑
）。
1
塁
側
ス

タ
ン
ド
に
は
「
山
崎
審
判
、
あ
り
が
と
う
」

の
横
断
幕
が
出
て
い
ま
し
た
。「
山
」
と

「
崎
」
が
交
互
に
並
ん
だ
う
ち
わ
も
数
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
公
務
員
で
も
教
師

で
も
、
審
判
同
様
、
皆
、
定
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
一
小
野
生
懸
命
に
働
き

ま
す
が
、
は
た
し
て
定
年
の
日
に
こ
れ
だ

け
の
応
援
を
も
ら
え
る
仕
事
な
ど
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
た
ま
た
ま
こ
の
仕
事
を
得
た

た
め
、
こ
う
し
て
学
生
時
代
の
球
友
や
寮

友
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

ん
な
に
も
身
に
余
る
声
援
を
も
ら
え
る
、

そ
う
思
っ
た
ら
も
う
い
け
ま
せ
ん
。
ま
ず

涙
の
第
一
波
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
つ
い
に
9
回
裏
、
劇
的
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ

ト
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、

「
あ
っ
、
終
わ
っ
た
…
…
」。
心
の
準
備
な

ど
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
わ
ず

か
数
秒
後
に
グ
ワ
ー
ッ
と
込
み
上
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
ス
タ
ン
ド
を
見
上
げ
れ

ば
皆
が
立
ち
、
横
断
幕
が
揺
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
り
っ
た
け
の
気
持
ち
を
込
め
、

深
々
と
頭
を
下
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
歓
喜

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
脇
を
駆
け
抜
け
、
審

判
室
へ
戻
ろ
う
と
す
る
と
梨
田
監
督
が

待
っ
て
お
り
、「
長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
」

と
握
手
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
戻
っ
た
審
判
室
で

は
、
今
シ
リ
ー
ズ
、
と
も
に
出
場
し
た
4

人
の
後
輩
審
判
か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。「
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

い
る
う
ち
に
も
う
だ
め
、
大
泣
き
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
良
い
仲
間
に
恵

ま
れ
、
29
年
間
を
過
ご
せ
た
の
で
す
。

野
球
の
神
様
か
ら

最
優
秀
審
判
員
賞
の
贈
り
も
の

試
合
後
は
札
幌
ド
ー
ム
近
く
の
居
酒
屋

で
応
援
席
に
い
た
方
々
が
慰
労
会
を
開
い

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
も
泣
か
せ
る
演
出

満
載
で
し
た
。
野
球
を
や
っ
て
以
来
、
初

め
て
手
に
す
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
は
「
最
優

秀
審
判
員
賞
」と
刻
ま
れ
、北
大
野
球
部
・

桑
園
寮
Ｏ
Ｂ
有
志
よ
り
、と
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
妻
に
は
素
敵
な
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
贈

ら
れ
、
花
束
も
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
気
丈

で
ク
ー
ル
な
妻
が
人
前
で
涙
を
見
せ
る
な

ど
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と
で
す
。

振
り
返
れ
ば
、
た
い
し
た
セ
ン
ス
も
才

能
も
無
い
、凡
庸
な
審
判
人
生
で
し
た
が
、

た
だ
ひ
と
す
じ
に
打
ち
込
め
た
29
年
間
で

し
た
。
今
は
最
後
の
こ
の
試
合
の
た
め
に

辛
く
苦
し
い
日
々
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
さ

え
し
て
い
ま
す
。

き
っ
ち
り
と
長
い
間
、
ま
じ
め
に
勤
め

上
げ
れ
ば
最
後
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ご

褒
美
を
野
球
の
神
様
か
ら
い
た
だ
け
る
の

で
す
。
諦
め
な
い
心
と
強
い
体
を
持
ち
、

皆
が
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い
引
退
の
日

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
若
手

を
育
て
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
日
本
野
球
機
構
・
日
本
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
野
球
組
織
、
審
判
技
術
委
員
・
千
葉

市
美
浜
区
）
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「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
活
用
す
る
試
み
」

北
大
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
教
授

荒

木

肇
氏

(Ｓ
49
年
入
寮
)

学
生
時
代
、

70
年
代
、
寮
生
活
を
振
り
返
る

先
ほ
ど
紹
介
さ
れ
ま
し
た
北
海
道
大
学

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
い
る
荒
木
肇
と
申
し
ま
す
。

1
9
7
4
年
（
昭
和
49
）
に
北
大
理
類
に

入
学
し
、
78
年
に
農
学
部
を
卒
業
し
ま
し

た
。
学
生
時
代
は
恵
迪
寮
と
北
学
寮
で
4

年
間
、
寮
生
活
で
し
た
。
恵
迪
寮
で
は
42

号
、
10
号
、
51
号
お
よ
び
17
号
で
生
活
し

た
と
思
い
ま
す
。
寮
生
大
会
の
議
長
も
経

験
し
ま
し
た
。
1
年
時
に
は
北
大
祭
の
事

務
局
も
担
当
し
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
で
酔
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
北
大
祭
企
画

で
上
条
恒
彦
を
呼
ぼ
う
と
し
ま
し
た
が
、

正
式
ル
ー
ト
だ
と
、
膨
大
な
経
費
が
必
要

だ
と
分
か
り
断
念
し
ま
し
た
。

本
日
こ
こ
に
参
加
し
た
方
の
多
く
は

60
、
70
年
代
に
学
生
時
代
・
青
春
時
代
を

過
ご
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
高

度
経
済
成
長
時
代
で
し
た
が
、
多
く
の
社

会
現
象
が
私
た
ち
に
刺
激
を
与
え
て
く

れ
、
正
義
と
は
？

幸
福
と
は
？

民
主

主
義
と
は
？
と
問
い
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
社
会
・
文
化
事
象
と
し
て
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
新
幹
線
、
テ
レ
ビ
・
マ

イ
カ
ー
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
社
会
・

政
治
問
題
と
し
て
は
沖
縄
返
還
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
、
長
沼
ナ
イ
キ
基
地
訴
訟
、
安
保

闘
争
、
中
流
意
識
、
心
臓
移
植
、
水
俣
病

を
代
表
と
す
る
公
害
問
題
が
続
き
ま
す
。

私
の
出
身
地
は
栗
山
町
で
、
長
沼
ナ
イ

キ
基
地
か
ら
は
10
㌔
し
か
離
れ
て
お
ら

ず
、
長
沼
訴
訟
の
違
憲
判
決
は
衝
撃
的
で

し
た
。
札
幌
か
ら
栗
山
に
帰
る
時
に
は
い

つ
も
ミ
サ
イ
ル
台
が
見
え
て
い
ま
し
た

が
、
数
年
前
か
ら
、
い
つ
と
も
な
く
ミ
サ

イ
ル
台
が
馬
追
山
か
ら
消
え
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
仮
想
敵
国
「
ソ
連
」
へ
の
対

応
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
一

度
も
使
用
さ
れ
ず
に
退
役
し
た
わ
け
で
、

こ
れ
も
平
和
希
求
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。私

の
実
家
は
農
業
で
、
60
年
代
に
は
父

母
は
水
田
拡
張
し
、
家
の
近
く
売
り
農
地

が
で
る
と
水
田
と
し
て
購
入
し
て
い
き
ま

し
た
。
当
時
5
月
の
田
植
え
時
期
は
小
・

中
学
校
と
も
休
校
で
し
た
。
と
も
か
く
子

ど
も
は
苗
を
運
び
、
多
く
の
出
面
さ
ん
に

よ
り
田
植
え
が
な
さ
れ
て
い
き
し
た
。
そ

の
後
に
田
植
え
機
が
普
及
し
て
き
ま
す
。

1
9
7
0
年
か
ら
は
減
反
政
策
が
は
じ
ま

り
、
私
の
家
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
父
は

夏
に
土
木
作
業
、
家
は
母
が
農
作
業
の
時

恵
迪
寮
同
窓
会
北
海
道
支
部

開
識
社
講
演
会

(平
成
26
年
10
月
29
日
・
北
大
ク
ラ
ー
ク
会
館
大
集
会
室
)

61 開識社講演会



期
が
数
年
あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
米
以

外
の
作
物
を
試
し
、
結
果
的
に
は
タ
マ
ネ

ギ
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
2
月
に
除
雪

を
し
て
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
そ
の
中
で
播
種

し
た
の
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
か
ら

北
大
入
試
に
来
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。大

学
の
講
義
評
価
や
学
生
気
質
も
ず
い

ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。
学
業
成
績
に
秀
評

価
が
加
わ
り
、
可
1
点
・
良
2
点
・
優
3

点
・
秀
4
点
で
平
均
点
を
算
出
し
て
学
部

学
科
移
行
点
を
出
し
ま
す
が
、
3
・
5
を

超
え
る
学
生
が
結
構
い
ま
す
。
か
つ
て

「
必
修
科
目
に
出
る
な
」
と
言
っ
た
凄
い

先
生
の
話
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
当
時

の
農
学
部
農
学
科
で
は
、
研
究
室
の
全
員

で
実
験
の
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

作
業
は
必
修
授
業
よ
り
も
意
義
が
あ
る
と

暗
黙
に
了
解
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日

は
育
種
研
究
室
で
田
植
え
作
業
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
あ
る
研
究
室
の
学
生
は
作
物

学
（
必
修
科
目
）
の
授
業
に
出
て
い
ま
し

た
。
す
る
と
、
そ
の
教
授
は
、「
君
は
な
ぜ

授
業
に
出
て
い
る
の
か
。
育
種
研
究
室
は

今
日
田
植
え
で
な
い
か
、
行
き
な
さ
い
」

と
諭
し
ま
し
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
ね
。
北
大
で
は
さ
ら
に
来
年
か

ら
は
学
業
成
績
が
11
段
階
で
採
点
さ
れ
ま

す
。新

潟
で
の
生
活
が
人
生
の
糧

私
は
北
大
で
学
位
を
取
得
し
て
、
農
学

部
画
助
手
に
な
り
ま
し
た
が
、
研
究
の
ゆ

き
づ
ま
り
も
あ
り
、
新
た
な
地
に
職
を
求

め
、
新
潟
大
学
に
赴
任
し
ま
し
た
。
新
潟

に
は
1
9
9
1
年
か
ら
2
0
0
3
年
ま
で

住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
の
生
活
が

あ
る
か
ら
今
の
私
が
あ
り
ま
す
。
新
潟
大

学
で
は
〝
仲
間
〞
を
強
く
意
識
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
講
義
で
こ
ん
な
大
喜
利

を
作
り
ま
し
た
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
か
け

て

恋
愛
模
様
と
解
く
」。
こ
こ
ろ
は「
捨

て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ
り
」。
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
新
潟
農
試
で
農
林
22
号
と
農
林
1

号
と
の
交
配
で
育
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

潟
県
の
優
良
品
種
に
採
用
さ
れ
ず
、
福
井

県
で
「
越
南
17
号
」
と
し
て
そ
の
後
の
研

究
が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。
味
は
良
い
の
で

す
が
い
も
ち
病
に
弱
く
、
倒
伏
し
や
す
い

欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
痩
せ
た
地
の
魚
沼

で
栽
培
に
成
功
し
、
農
林
1
0
0
号
と
し

て
新
潟
県
で
優
良
品
種
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
は
「
越
後
の
国
に
光

輝
く
」
と
の
意
味
で
す
が
、
件
の
大
喜
利

は「
失
敗
に
く
よ
く
よ
せ
ず
、前
に
向
か
っ

て
進
め
」
と
、
学
生
を
励
ま
そ
う
と
い
う

問
答
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
直
す

も
う
す
ぐ
東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
に

な
り
ま
す
。
原
発
事
故
の
た
め
に
、
ま
だ

10
万
超
の
人
が
故
郷
の
帰
れ
な
い
事
態
が

続
き
、
放
射
能
汚
染
水
は
あ
ふ
れ
出
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
故
で
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と

考
え
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ

の
時
、
不
自
由
な
く
電
気
を
つ
か
う
電
力

浪
費
型
の
社
会
に
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。

「
コ
ン
ビ
ニ
24
時
間
オ
ー
プ
ン

長
期
間

労
働

オ
ー
ル
電
化
」
は
本
当
に
正
し
い

の
だ
ろ
う
か
？

そ
の
後
、
原
子
力
は
核

反
応
が
開
始
し
た
ら
、
停
止
以
外
に
制
御

で
き
な
い
。
夜
間
も
電
力
を
作
り
続
け

る
。
値
下
げ
し
て
で
も
電
力
を
使
う
必
要

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
も
と
も
と

「
使
用
済
み
核
燃
料
は
ど
う
や
っ
て
処
分

す
る
の
か
」、「
老
朽
化
し
た
原
発
施
設
を
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ど
の
よ
う
に
安
全
に
解
体
、
撤
去
す
る
の

か
」
と
の
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
。
90
年
代

か
ら
化
石
燃
料
の
限
界
は
警
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
様
式
そ
の
も
の
を

見
直
し
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
獲
得
や
利

用
に
私
の
関
心
も
動
い
て
行
き
ま
し
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
と
の
出
会
い
は
2
0
0
8
年
頃
で

し
た
。
工
学
部
の
先
生
と
の
共
同
研
究
も

あ
り
、
作
物
残
渣
を
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に
で

き
な
い
か
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と
、
米
の

乾
燥
機
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
北
海
道
の

主
要
な
農
作
物
生
産
で
の
燃
料
使
用
デ
ー

タ
が
あ
り
、
稲
で
は
灯
油
使
用
が
多
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
米
籾
乾
燥
に
灯

油
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
量
は
12
・
9

Ｌ
／
10
ａ
必
要
で
す
。
こ
の
灯
油
の
熱
量

は
4
8
0
Ｍ
Ｊ
で
す
。
稲
は
米
収
量
と
同

等
重
量
の
わ
ら
乾
物
を
作
り
ま
す
。
玄
米

の
平
均
収
量
が
5
2
0
㎏
／
10
ａ
な
ら
5

2
0
㎏
の
わ
ら
が
で
き
ま
す
が
、
ワ
ラ
発

熱
量
は
15
Ｍ
Ｊ
／
㎏
で
、
5
2
0
㎏
の
ワ

ラ
か
ら
は
7
8
0
0
Ｍ
Ｊ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
得
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
熱
を
供
給
す

る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
が
、
稲
わ
ら
に

は
自
身
の
米
を
乾
燥
さ
せ
る
熱
量
は
潜
在

的
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

2
0
0
8
年
に
米
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
で
水
力
発
電
で
の
木
工
所
を
見

学
し
、
2
0
1
0
年
に
は
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
牧
草
を
乳
酸
発
酵
さ
せ
サ
イ

レ
ー
ジ
（
家
畜
餌
）
を
つ
く
り
、
こ
れ
を

原
料
に
し
て
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
る
バ
イ

オ
ー
バ
イ
オ
ガ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。
飼

料
を
輸
入
し
て
い
る
日
本
で
は
サ
イ
レ
ー

ジ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
す
る
こ
と
は
無

理
な
発
想
で
す
が
、
日
本
型
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
温
泉
廃
湯
と

余
剰
熱
で
ア
ス
パ
ラ
栽
培

捨
て
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
熱
）
を
う

ま
く
使
お
う
と
多
く
の
人
が
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
火
山
国
で
す

か
ら
温
泉
は
多
数
あ
り
ま
す
。
地
震
国
の

裏
返
し
で
も
あ
り
ま
す
が
。
さ
ら
に
保
養

所
的
な
と
こ
ろ
も
多
数
で
す
。
入
浴
後
の

お
湯
も
約
30
℃
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
着
目

し
た
の
は
、
夕
張
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
マ

ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
と
設
備
会
社
の
建
成
産

業
で
す
。
温
泉
浴
場
に
隣
接
し
て
農
業
ハ

ウ
ス
を
建
て
ま
す
。
こ
れ
ま
で
川
に
流
し

て
い
た
入
浴
後
の
廃
湯
を
一
時
的
に
貯
湯

槽
に
溜
め
、
そ
こ
で
熱
交
換
し
た
約
30
℃

の
温
水
を
、
ハ
ウ
ス
内
の
ベ
ッ
ド
底
面
に

流
し
ま
す
。
さ
ら
に
温
泉
機
械
室
の
余
剰

熱
を
ハ
ウ
ス
内
に
取
り
込
み
ま
す
。
ベ
ッ

ド
に
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
根
株
を
密
に
植

え
る
と
、
熱
交
換
温
水
循
環
後
（
加
温
開

始
後
）
3
週
間
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
伸
び
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て
き
ま
す
。
温
泉
機
械
室
の
余
剰
熱
で
ハ

ウ
ス
内
も
凍
害
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

萌
芽
開
始
直
後
は
太
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

が
で
ま
す
が
、
後
半
に
は
細
い
茎
も
出
て

き
ま
す
。
こ
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
市
場
に

は
出
荷
さ
れ
ず
、
す
べ
て
ホ
テ
ル
ユ
ー
ス

（
正
品
は
土
産

細
品
は
チ
ャ
ー
ハ
ン
・

ス
ー
プ
等
）
で
す
の
で
、
規
格
外
は
な
く

使
用
さ
れ
ま
す
。

コ
ス
ト
計
算
も
し
て
み
ま
し
た
。
灯
油

暖
房
機
や
電
気
ヒ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
と

27
万
円
必
要
で
す
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
と
55
万
円
、
2
倍
か
か
り
ま
す
。

冬
季
ア
ス
パ
ラ
生
産
と
い
う
こ
と
で
4
か

月
間
（
12
〜
3
月
）
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
み
る
と
、
電
気
暖
房
な
ら
39
万
円
、

灯
油
暖
房
な
ら
33
万
円
で
す
が
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
（
温
水
循
環

空
気
送
風
）
は
3

万
円
で
す
。
つ
ま
り
、
シ
ス
テ
ム
設
置
に

か
か
る
経
費
を
1
シ
ー
ズ
ン
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
で
帳
消
し
に
し
ま
す
。
ベ
ッ
ド

の
み
を
加
温
し
て
い
る
こ
と
も
、
効
率
的

（
省
エ
ネ
）
加
温
シ
ス
テ
ム
と
い
え
ま
す
。

温
泉
廃
熱
利
用
は
、
ど
こ
で
も
で
き
る

ロ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
す
。
何
も
ハ
イ
テ

ク
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
萌
芽
に
必
要
な
温
度
環
境
が
で

き
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
身
近
に

使
え
る
も
の
が
あ
る
と
気
付
く
こ
と
が
重

要
で
、
こ
の
よ
う
な
温
泉
ア
ス
パ
ラ
の
よ

う
な
成
功
事
例
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
自

然
エ
ネ
活
用
の
カ
ギ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

登
別
温
泉
で
は
豊
富
な
湯
量
や
高
め
の

排
水
温
度
に
注
目
し
て
、
ベ
ッ
ド
の
局
所

加
温
で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
コ
ン
ベ
ク
タ
ー

（
家
庭
や
旅
館
で
の
室
内
暖
房
機
）
に
排

湯
を
流
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
を
加
温
・
保
温

し
ま
し
た
。
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、

ベ
ッ
ド
地
温
も
15
度
以
上
に
な
り
ま
し

た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
形
態
や
量

は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
地
域
毎

で
最
適
方
法
を
考
案
す
れ
ば
よ
く
、
地
域

が
み
な
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
持
ち
ま

す
。夕

張
の
閉
校
舎
活
用
で

共
生
フ
ァ
ー
ム
支
援

夕
張
市
に
所
在
す
る
社
団
法
人
「
ら
ぷ

ら
す
」
は
福
祉
事
業
を
営
み
、
2
0
1
3

年
に
は
厚
生
労
働
省
の
助
成
金
に
よ
り
夕

張
共
生
型
フ
ァ
ー
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
不
朽
の
名
画
「
幸
せ
の
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
」
の
ロ
ケ
地
近
く
に
あ
っ
た
夕
張

小
学
校
の
閉
校
舎
を
活
用
し
た
障
が
い
者

向
け
就
労
支
援
事
業
で
す
。
職
員
室
を
改

造
し
て
市
民
交
流
カ
フ
ェ
を
作
り
ま
し

た
。
体
育
館
は
ヨ
コ
タ
設
備
㈱
の
協
力
を

得
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
野
菜
生
産

場
で
す
。
障
が
い
者
は
市
民
交
流
カ
フ
ェ

と
野
菜
生
産
場
で
一
定
の
仕
事
を
し
ま

す
。
ヨ
コ
タ
設
備
と
共
同
で
、
閉
鎖
し
て

い
た
夕
張
メ
ロ
ン
通
年
栽
培
施
設
を
借

用
、
現
地
に
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

に
目
途
を
つ
け
て
共
生
フ
ァ
ー
ム
で
の
自

然
エ
ネ
・
野
菜
つ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。
活
用
し
て
い
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
地
中
熱
、
雪
冷
熱
、
堆
肥
熱
、
そ

し
て
小
水
力
発
電
で
す
。

す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
地
中
熱
・
雪
冷
熱
・
堆

肥
発
酵
熱
の
活
用

地
下
水
は
13
、
14
度
で
一
定
で
す
が
、

地
中
深
く
る
ほ
ど
地
温
は
一
定
温
度
に
な

り
ま
す
。
で
は
地
表
に
近
い
「
地
中
」
は

ど
う
か
い
う
と
、
1
ｍ
深
で
は
地
温
は
外

気
と
同
じ
よ
う
に
変
動
し
ま
す
。
し
か

し
、
2
、
3
ｍ
深
に
な
る
と
日
変
化
は
小

さ
く
な
り
、
ゆ
る
や
か
に
季
節
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
2
、
3
ｍ
深
の
地
温
は
、
盛
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夏
8
月
に
は
14
、
15
℃
で
9
月
に
ピ
ー
ク

（
約
16
度
）
を
迎
え
、
晩
秋
か
ら
徐
々
に
低

下
し
て
3
月
に
は
最
低
4
、
5
度
に
な
り

ま
す
。
地
中
で
は
地
上
に
比
べ
て
1
か
月

遅
れ
て
地
温
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、

日
変
化
は
極
少
で
す
。
つ
ま
り
、
地
下
水

ほ
ど
通
年
一
定
温
度
で
は
な
い
に
し
て

も
、
盛
夏
で
も
14
、
15
℃
の
冷
温
、
厳
寒

時
期
で
も
4
、
5
℃
の
プ
ラ
ス
域
の
温
度

を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
で
の
冷
却
や

保
温
に
利
用
で
き
ま
す
。

体
育
館
近
く
に
地
中
埋
設
型
の
貯
雪
槽

を
つ
く
り
、
4
月
に
雪
を
入
れ
ま
す
。
貯

雪
槽
は
天
然
の
冷
蔵
庫
で
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
や
チ
コ
リ
ー
の
根
株
を
貯
蔵
で
き
ま

す
。
貯
雪
槽
の
底
部
に
は
不
凍
液
を
充
填

し
た
ポ
リ
パ
イ
プ
を
敷
い
て
あ
り
、
ポ
リ

管
内
部
は
0
・
1
℃
で
す
。
こ
の
雪
冷
水

を
ポ
ン
プ
で
移
動
さ
せ
る
と
、
ど
こ
で
も

冷
却
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

堆
肥
内
部
で
は
好
気
性
微
生
物
が
活
性

化
し
て
、
内
部
温
度
は
60
℃
近
く
ま
で
上

昇
し
ま
す
。
こ
の
発
酵
熱
を
地
下
貯
湯
槽

に
回
収
し
ま
す
。
堆
肥
化
は
生
物
現
象

で
、
温
度
上
昇
に
は
堆
肥
製
造
時
か
ら
か

な
り
の
時
間
が
必
要
で
す
。
乳
牛
糞
尿
か

ら
の
堆
肥
製
造
時
に
、
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ

ス
型
の
固
液
分
離
機
を
使
用
す
る
と
、
含

水
率
は
70
％
近
く
ま
で
低
減
し
、
汚
物
感

の
な
い
堆
肥
が
製
造
さ
れ
て
短
時
間
で
内

部
温
度
が
上
昇
し
ま
す
。

複
数
熱
源
で
温
度
制
御

私
た
ち
は
複
数
熱
源
で
の
制
御
を
考
え

ま
し
た
。
体
育
館
の
中
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
建
て
、
そ
の
中
に
栽
培
ベ
ッ
ド
を
置

き
ま
す
。
地
中
3
ｍ
深
に
径
15
㎝
の
パ
イ

プ
（
ス
パ
イ
ダ
ル
ダ
ク
ト
）
を
1
0
0
ｍ

敷
設
し
、
そ
の
中
に
体
育
館
で
吸
引
し
た

空
気
を
送
っ
て
熱
交
換
さ
れ
て
戻
っ
て
く

る
空
気
を
ハ
ウ
ス
に
放
出
し
ま
す
。
栽
培

ベ
ッ
ド
周
囲
温
度
を
夏
季
に
は
若
干
冷

却
、
冬
季
に
は
若
干
保
温
し
ま
す
。
そ
し

て
、
夏
季
に
は
栽
培
ベ
ッ
ド
内
に
雪
冷
水

を
循
環
さ
せ
、
冬
季
に
は
堆
肥
発
酵
熱
に

よ
る
保
温
水
を
循
環
さ
せ
、
ベ
ッ
ド
内
を

15
、
16
℃
に
制
御
し
て
チ
コ
リ
ー
を
、
20

℃
に
制
御
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
根
株
を
定
植
し
た
。
こ
れ
ら
の
野
菜
は

と
も
に
定
芽
の
あ
る
栄
養
体
（
塊
根
や
地

下
茎
）
が
あ
り
、
萌
芽
す
る
温
度
を
設
定

す
る
こ
と
で
収
穫
で
き
ま
す
。
チ
コ
リ
ー

は
厳
格
な
温
度
管
理
が
必
要
で
、
10
℃
以

下
な
ら
萌
芽
せ
ず
、
20
℃
近
傍
な
ら
萌
芽

し
て
も
結
球
せ
ず
、
15
、
16
℃
の
制
御
が

必
須
で
す
。
萌
芽
時
に
光
が
不
要
な
こ
と

も
重
要
な
特
性
で
、
温
度
さ
え
制
御
で
き

れ
ば
建
物
内
で
の
周
年
栽
培
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
体
育
館
は
断

熱
性
に
乏
し
く
、
真
夏
は
30
℃
超
、
真
冬

は
氷
点
下
に
な
り
、
適
温
に
制
御
で
き
な

い
時
期
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
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は
続
き
ま
す
。

夕
張
小
学
校
の
南
側
は
冷
水
山
（
レ
ー

ス
イ
山
）
で
、
一
部
が
ス
キ
ー
場
で
す
。

こ
の
山
に
あ
っ
た
炭
鉱
口
か
ら
の
湧
水

（
鉱
泉
）
を
み
つ
け
、
水
量
は
毎
秒
24

Liter
で
し
た
。
こ
の
湧
水
を
集
め
、
約

13
ｍ
落
下
さ
せ
て
小
水
力
発
電
を
し
て
い

ま
す
。
発
電
量
は
1
kW
で
す
が
、
こ
れ
で

も
地
中
熱
の
空
気
吸
引
と
循
環
、
ベ
ッ
ド

へ
の
温
水
と
冷
水
の
供
給
・
循
環
に
は
充

分
で
あ
り
、
夏
に
は
ク
ラ
ン
ド
農
園
の
電

気
牧
柵
の
電
源
等
に
も
使
用
し
て
い
ま

す
。こ

の
発
電
で
重
要
な
こ
と
は
、
冷
水
山

は
夕
張
市
所
有
で
、
夕
張
市
の
許
可
の
も

と
湧
水
を
無
償
で
使
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
河
川
を
使
用

す
る
と
管
理
官
庁
や
水
利
組
合
、
漁
業
者

の
承
諾
等
が
必
要
で
あ
る
が
、
冷
水
山
で

は
不
要
に
な
り
ま
す
。
水
力
発
電
は
24
時

間
発
電
で
あ
り
、
発
電
電
気
を
利
用
し
た

〝
店
産
店
消
〞
の
卓
上
植
物
工
場
や
、
電
子

楽
器
の
演
奏
会
も
可
能
で
す
。

な
ぜ
今
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

こ
だ
わ
る
か
？

電
気
料
金
の
値
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
原
発
を
再
稼
働
す
る
か
、
そ
れ
と
も
電

気
料
金
の
値
上
げ
か
」
こ
の
選
択
に
矛
盾

や
疑
問
を
感
じ
る
人
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
2
0
1
4
年
3
月
に
北
大
経
済
学
部

の
吉
田
文
和
先
生
を
招
い
て
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
対
極
に
は
原
発
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
こ
だ
わ
る
理
由

の
根
本
は
「
次
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ

な
い
」
こ
と
で
は
な
い
か
と
討
論
し
ま
し

た
。「
今
が
よ
け
れ
ば
将
来
は
ど
う
な
っ

て
も
よ
い
」「
競
争
に
勝
て
ば
よ
い
」
と
考

え
る
社
会
に
警
告
を
鳴
ら
す
世
論
が
増
え

て
い
ま
す
。
私
も
、
人
と
し
て
あ
る
べ
き

社
会
を
考
え
、
諭
す
こ
と
が
年
配
者
の
役

割
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
は
、
小
さ

く
て
も
成
功
事
例
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
私
は
大
学
の
研
究
者
と
し

て
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
成
功
要
因
を
ま

と
め
、
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が
役
割
で

す
。
皆
様
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
仲
間
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン

タ
ー
生
物
生
産
研
究
農
場
教
授
・
札
幌
市

東
区
）
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現

寮

か

ら

情
報
化
時
代
と
恵
迪
寮

第
３
０
４
期
執
行
委
員
長

道

信

有

真

(Ｈ
24
年
度
入
寮
)

社
会
の
情
報
化
が
さ
ら
に
急
速
に
進
ん

で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
最
近
は
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
っ
て
、
個
人
が
簡

単
に
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
は
非
常
に
便
利

で
手
軽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
に

は
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い
結
果
を
も
た
ら

す
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
出
演
し
て

恵
迪
寮
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
情

報
化
の
影
響
は
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た

「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
72
時
間
〜
北
の
大
地
の

学
生
寮
〜
」
は
ご
覧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
私
自
身
も
寮
長
選
挙
の
候
補
者
と
し

て
出
演
？
し
た
一
人
で
す
が
、
番
組
放
送

後
、
恵
迪
寮
に
関
す
る
考
え
方
や
意
見
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
よ
く
発
信

さ
れ
ま
し
た
。
番
組
で
放
送
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
懐
古
す
る
人
、
拒
否
感
を
示
す

人
、
面
白
そ
う
と
思
う
人
な
ど
、
多
様
な

反
応
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
情

報
が
簡
単
に
発
信
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
情

報
が
不
特
定
多
数
の
人
間
の
目
や
耳
に
入

る
可
能
性
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
可

能
性
の
増
加
こ
そ
が
恵
迪
寮
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
恵
迪
寮
は
、
そ
こ
に
住
む
学

生
自
身
で
考
え
、
自
分
た
ち
の
問
題
と
捉

え
た
こ
と
を
話
し
合
い
、
大
学
と
も
協
力

し
な
が
ら
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
で
よ
り

よ
い
生
活
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
情
報
化
に
よ
り
、
内
部
の
人
間
に
留

ま
ら
ず
、
外
部
の
人
間
に
よ
る
寮
へ
の
見

方
が
簡
単
に
不
特
定
多
数
の
人
間
が
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
外
部
の
見
方
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
こ
れ
か
ら
先
の
寮
運
営
を
行
う

か
と
い
う
こ
と
が
、
将
来
、
寮
が
向
き
合

う
べ
き
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予

想
し
て
い
ま
す
。

直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

も
ち
ろ
ん
恵
迪
寮
と
い
う
学
寮
に
お
け

る
生
活
の
基
本
と
な
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
人
間
関
係
で
は
な
く
、

直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
人
間

関
係
で
す
。
寮
生
そ
れ
ぞ
れ
が
直
接
の
人

間
関
係
を
た
く
さ
ん
作
り
、
そ
れ
ら
の
人

間
関
係
が
複
雑
に
絡
ま
り
合
い
、
こ
の
寮

を
創
っ
て
い
ま
す
。
恵
迪
寮
か
ら
生
ま
れ

る
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
精
神
は
、

こ
の
よ
う
な
直
接
の
人
間
関
係
に
よ
っ
て

形
作
ら
れ
、
現
在
ま
で
継
が
れ
て
き
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
精
神
を
大
切
に

し
、
我
々
も
次
代
へ
継
い
で
い
き
た
い
と

切
に
願
い
ま
す
。

（
農
学
部
3
年
)
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明
治
40
年
の
寮
創
建
以
来
、
男
性
の
寮

長
が
続
い
て
き
た
恵
迪
寮
に
初
め
て
女
性

委
員
長
（
寮
長
）
が
誕
生
し
た
。

第
3
0
5
期
恵
迪
寮
委
員
長
に
就
任
し

た
の
は
、
工
学
部
環
境
社
会
工
学
科
3
年

中
川
智
美
さ
ん
（
20
）。
立
候
補
者
が
彼

女
一
人
だ
っ
た
た
め
、
5
月
末
の
委
員
長

選
挙
（
信
任
）
で
決
ま
っ
た
。
任
期
は
6

月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
半
年
間
。

現
在
の
新
々
寮
に
女
子
ブ
ロ
ッ
ク
が
設

け
ら
れ
た
の
は
平
成
6
年
7
月
。
そ
の

後
、
女
子
ブ
ロ
ッ
ク
枠
の
拡
大
と
と
も
に

女
子
寮
生
も
増
加
、
現
在
は
全
体
の
6
分

の
1
、
約
80
名
が
在
寮
し
て
い
る
。

女
性
目
線
で
住
み
や
す
い
寮
を

東
京
都
出
身
の
中
川
さ
ん
は
2
年
前
、

入
寮
と
同
時
に
当
時
の
委
員
会
に
も
参

画
、
男
性
主
流
の
寮
に
あ
っ
て
女
性
目
線

で
衣
食
住
の
寮
生
活
改
善
と
向
上
に
努
め

て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
か
ら
「
め

い
め
い
自
由
気
ま
ま
に
生
活
す
る
の
が
理

想
で
す
が
、
5
0
0
名
か
ら
の
集
団
生
活

を
維
持
し
て
い
く
に
は
一
定
の
秩
序
や
効

率
の
良
さ
が
必
要
」
と
考
え
、
委
員
長
に

立
候
補
し
た
と
い
う
。

今
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が

築
30
年
超
で
老
朽
化
が
著
し
い
恵
迪
寮
の

大
規
模
修
理
計
画
。
工
事
期
間
中
寮
生
の

募
集
人
員
を
減
ら
す
と
い
う
大
学
当
局
案

を
、
寮
委
員
会
側
は
そ
の
間
、
寮
を
必
要

と
す
る
多
く
学
生
が
犠
牲
に
な
る
と
し
て

拒
否
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
。「
委

員
会
の
考
え
も
あ
る
程
度
理
解
で
き
ま
す

が
、
原
則
論
ば
か
り
主
張
す
る
と
決
裂
は

目
に
見
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
機
会
が
あ

れ
ば
大
学
当
局
と
交
渉
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
、
話
し
合
い
路
線
を
強
調
す
る
。

行
動
力
の
あ
る
リ
ケ
ジ
ョ

ま
た
、
最
近
多
数
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
、
寮
歌
や
寮
の
行
事
に
あ
ま

り
興
味
が
な
い
と
か
、
寮
を
単
に
ア
パ
ー

ト
の
個
室
と
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
な
無

関
心
派
に
も
「
他
大
学
に
例
を
見
な
い
歴

史
あ
る
恵
迪
寮
に
入
っ
た
意
義
を
今
一
度

考
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

北
海
道
の
大
自
然
に
憧
れ
て
北
大
を
受

験
。
専
攻
学
科
は
素
晴
ら
し
い
北
国
の
自

然
と
生
活
環
境
の
調
和
を
目
指
す
衛
生
環

境
工
学
コ
ー
ス
。
と
く
に
バ
イ
オ
マ
ス
の

研
究
を
希
望
し
て
お
り
、
行
動
力
の
あ
る

〝
リ
ケ
ジ
ョ
〞
に
寮
生
の
期
待
は
大
き
い
。
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応
援
団
員
と
応
援
吹
奏
団
員
の
コ
ラ
ボ

こ
こ
数
年
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
、
若
者
ら
し
い
フ
レ
ー
ズ
が
主
流

に
な
っ
て
い
た
寮
歌
だ
が
、
久
々
に
重
厚
な
文
語
体
の
本
格
派
寮
歌

が
誕
生
し
た
。

作
詞
は
応
援
団
員
の
松
元
一
平
君
（
平
成
25
年
入
寮
）、
作
曲
は
応

援
吹
奏
団
の
寺
尾
佳
隆
君
（
同
）。
共
に
平
成
25
年
入
寮
の
文
学
部

2
年
生
で
、〝
寮
歌
命
〞
の
寮
生
。
同
室
だ
っ
た
1
年
目
に
「
一
緒
に

寮
歌
史
に
残
る
本
格
的
な
寮
歌
を
作
ろ
う
」
と
意
気
投
合
。
歌
詞
は

松
元
君
が
漢
詩
や
辞
典
を
参
考
に
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
詩
歌
に
推

敲
を
繰
り
返
し
て
半
年
が
か
り
で
完
成
。
重
厚
な
が
ら
も
優
美
で
か

つ
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
歌
詞
は
平
成
寮
歌
の
中
で
一
味
違
う
閃
き

が
あ
る
。
こ
の
詞
に
寺
尾
君
が
長
野
・
野
沢
北
高
校
吹
奏
楽
部
時
代

か
ら
得
意
だ
っ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
作
曲
。
漢
文
調
の
歌
詞
に
高
音

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
見
事
に
調
和
し
て
聴
く
者
に
語
り
か
け
る
よ
う

な
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
な
っ
た
。

平
成
26
年
の
寮
歌
応
募
作
は
歌
詞
9
点
、
作
曲
11
点
。
近
年
ま
れ

に
み
る
激
戦
だ
っ
た
が
、
両
君
の
心
が
通
じ
合
っ
た
寮
歌
が
僅
差
で

選
ば
れ
た
。

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
多
忙
を
極
め
た
せ
い
か
、
二
人
と
も
仲

好
く
留
年
し
た
が
、「
恵
迪
寮
で
得
た
友
情
や
寮
歌
作
り
の
経
験
は

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
き
っ
と
役
立
つ
は
ず
で
す
」
と
、
若
者
ら
し
く

す
が
す
が
し
く
語
っ
て
い
る
。

69 現寮から
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（右・松本、左・寺尾君）
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平
成
26
年
寮
歌

「
姫
月
に
重
ね
て
」

松
元

一
平
君

作
歌

寺
尾

佳
隆
君

作
曲

観
月

か
ん
げ
つ

過
ぎ
ゆ
く
晩
秋
の
夜
、
蒼
穹
の
天
空

そ

ら

高
く
舞
ひ
た
る
月
は
今
宵
満
つ
る
か
な
。

そ
の
清
輝
に
映
え
し
姫
が
鏡
水
は
、
鹿わ

が
純
瞳

ひ
と
み

に
宿
ら
む
。

月
影
は
鹿わ

れ

を
誘
ひ
来
た
り
し
こ
の
神
無
月

と

き

に
何
を
ば
見
せ
む
。

一

時
移
ろ
い
て

人
世
は
変
わ
れ
ど
も

今
宵
も
満
月

つ

き

は
我
ら
を
照う

つ

さ
む

夜
の
邪
張

と
ば
り

を
は
ら
は
む
と

流
歩

あ

ゆ

む
汝
は
楡
に
似
た
れ
ど

風
流

か

ぜ

を
掴
ま
む
芽
に
感
ず

風
習

な
ら
ひ

に
付
和
せ
し

狗く

と
成
ら
ざ
ら
め
や

さ
て
映
り
こ
む

我
が
鏡
瞳

ま
な
ざ
し

に

風
習

な
ら
ひ

だ
に
愛
づ
る

そ
の
気
概

お
も
ひ

二

清
澄す

み
た
る
想
ひ

知
る
由
も
な
く

今
宵
の
三
日
月

つ

き

は
川
面
に
映
ら
む

か
の
日
月
影

か

た

と
は
違た

が

へ
ど
も

人
世よ

に
充
つ
解
答
（
い
ら
へ
）
を
自
ず
と
心
得

此
れ
は
汝
の
求
望

の
ぞ
み

に
か

張
る
想
い

な
ど
か
劣
ら
む

さ
て
映
り
こ
む

我
が
鏡

ま
な
ざ
し

瞳
に

身
を
委
ね
ば
や

そ
の
清
流

な
が
れ

三

静せ
い

と
唸
り
し

雨
澪

あ

め

し
た
た
れ
ば

今
宵
も
我
は
朧
月

つ

き

を
仰
が
む

姫
が
麗
姿

す
が
た

を
追
憶

と

ら

ふ
べ
く

汝
が
想
ひ
は
涙
と
落
流

な

が

れ

透
か
し
斜
光
に
さ
ら
さ
る
る

閉
じ
な
む
凌
雲

く

も

よ

こ
ひ
願
は
く
ば

さ
て
映
り
こ
む

我
が
鏡
瞳

ま
な
ざ
し

に

嗚
呼
汲
ま
れ
た
し

そ
の
厭
心

こ
こ
ろ

悲
し
か
り
け
む
晩
秋

あ

き

の
夜
は

月
影
映
え
て
人
影

か

げ

も
追
ひ
得
じ

（
了
無
し

繰
り
返
し
無
し
）



恵
迪
寮
同
窓
会
代
表
幹
事

白
浜

憲
一
(Ｓ
40
年
入
寮
)

平
成
27
年
4
月
18
日
㈯
、
16
時
〜
20
時
30
分
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
恵
迪
寮
同
窓
会
第
13
期
平
成
27
年
度
理
事
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
東
日
本
2
名
、
西
日
本
3
名
を
含
め
32
名

の
役
員
、
理
事
、
監
事
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

横
山
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓
の
三
上
隆
北
大
副
学
長
が
、

北
大
近
況
報
告
と
本
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
9
／
26
）、
大
学

改
革
へ
の
協
力
依
頼
な
ど
北
大
の
現
況
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。

会
議
で
は
第
1
号
〜
第
3
号
議
案
、第
1
〜
第
2
報
告
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
報
告
・
提
案
に
基
づ
き
討
議
が
行
わ
れ
、
原
案
は
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
30
年
の
地
歩
を
固
め
つ
つ
会
費
納

入
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
恵
迪
精
神
の
発
揚
と
寮
歌
の
継
承
を
二
本

の
芯
柱
と
し
た
組
織
的
・
財
政
的
に
よ
り
強
靭
な
同
窓
会
作
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
事
業
と
し
て
「
三

種
の
都
ぞ
弥
生
Ｃ
Ｄ
」
を
制
作
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
恵
迪
寮
同
窓
会
役
員
〉（
平
成
27
年
4
月
現
在
）

○
名
誉
会
長

中
瀬
篤
信
（
Ｓ
26
、
前
会
長
)

○
会

長

横
山

清
（
Ｓ
31
）

○
副
会
長

藤
田
正
一
（
Ｓ
38
）、
内
藤
春
彦
（
Ｓ
40
、
北
海
道
支

部
長
）、
坂
倉
雅
夫
（
Ｓ
44
、
東
日
本
支
部
長
）、
植

松
高
志
（
Ｓ
44
、
西
日
本
支
部
長
）

○
特
別
顧
問

高
井
宗
宏
（
Ｓ
31
）、
新
井
三
郎
（
Ｓ
32
）

○
相
談
役

高
橋
陽
一
（
Ｓ
30
)、
小
笠
原
孝
之
（
Ｓ
31
）、
山
崎

克
彦
（
Ｓ
32
)、
和
孝
雄
（
Ｓ
32
）

○
会
計
監
査

吉
原
照
彦
（
Ｓ
36
）、
佐
藤
市
雄
（
Ｓ
38
）

○
本
部
理
事

【
北
海
道
支
部
】氏
平
増
之
（
Ｓ
38
）、
宮
田
睦
彦
（
Ｓ
38
）、
魚
山
和

春
（
Ｓ
39
）、
千
川
浩
治
（
Ｓ
40
、
文
常
）、
村
上
昭

男
（
Ｓ
43
）

【
東
日
本
支
部
】関
口
光
雄
（
Ｓ
39
）、
平
田
更
一
（
Ｓ
40
)、
加
藤
秀

弘（
Ｓ
46
)、荒
木
隆
夫（
Ｓ
49
)、竹
下
忠
彦（
Ｓ
53
)＊

【
西
日
本
支
部
】藤
井
洋
治
（
Ｓ
37
)＊
、
浦
谷
義
博
（
Ｓ
41
)、
木
村

成
二（
Ｓ
46
）、岩
井
隆
郎（
Ｓ
51
）、井
上
英
樹（
Ｓ
61
、

新
任
)

○
代
表
幹
事

白
浜
憲
一
（
Ｓ
40
）

○
副
代
表
幹
事

皆
川
吉
郎
（
Ｓ
43
、
会
計
）、
吉
沢
武
治
（
Ｓ
45
、
組

織
）、
谷
口
哲
也
（
Ｓ
48
、
事
業
）

○
常
任
幹
事

大
隈
昭
二
（
Ｓ
40
、
編
集
長
）、
八
重
樫
幸
一
（
Ｓ
41
、

広
報
）、
野
本
健
（
Ｓ
47
、
文
常
）、
岩
崎
正
（
Ｓ
47
、

現
寮
）
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事
務
所
：
〒
0
6
0
-0
8
0
8

札
幌
市
北
区
北
8
条
西
8
丁
目

北
海
道
大
学
ク
ラ
ー
ク
会
館
3
Ｆ

電
話
兼
Ｆ
ａ
ｘ
(0
1
1
)7
0
6
-3
2
7
6

vol.
31

恵
迪
寮
同
窓
会
第
13
期
平
成
27
年
度
理
事
会
報
告



○
幹

事

木
村
正
博
（
Ｓ
41
、
文
常
）、
佐
々
木
宏
治
（
Ｓ
42
、

現
寮
）、
岩
本
栄
一
（
Ｓ
44
、
会
誌
)＊
、
佐
藤
文
雄

（
Ｓ
47
、
会
誌
)＊
、
都
野
建
二
郎
（
Ｈ
7
、
現
寮
）、

渕
上
玲
子
（
Ｈ
8
、
女
子
部
）

○
事
務
局
長

佐
藤
市
雄
（
Ｓ
38
）
事
務
局
員

大
隈
昭
二
（
Ｓ

40
）、
佐
藤
静
子

出
席
：
32
名
、
欠
席
：
12
名
（
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
）、
う
ち

委
任
状
：
5
名
＊
印

●
本
部
理
事
補
充
者
：
規
約
第
7
条

理
事
は
会
長
が
指
名
す
る
。

●
顧
問
推
薦
者
：
規
約
第
14
条

顧
問
及
び
名
誉
会
員
は
、
会
長
が

推
薦
し
、
理
事
会
に
お
い
て
承
認
す
る
。

▽
会
長
挨
拶
：
横
山
会
長
よ
り
、「
同
窓
会
結
成
30
数
年
経
過
し
、

高
齢
化
と
財
政
問
題
と
い
う
2
つ
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

各
位
の
努
力
も
有
り
行
く
末
も
心
配
な
か
ろ
う
。」
と
の
ご
挨

拶
。

▽
来
賓
挨
拶
：
三
上
隆
・
北
大
理
事
（
総
括
、
評
価
、
広
報
、
情

報
公
開
、
内
部
統
制
、
リ
ス
ク
管
理
、
同
窓
会
、
施
設
・
環
境
、

防
災
等
）
担
当
副
学
長
よ
り
、「
北
大
近
況
報
告
と
本
年
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
9
／
26
）、
大
学
改
革
へ
の
協
力
依
頼
」
が

行
わ
れ
た
。

〈
第
1
号
議
案
〉
第
13
期
平
成
26
年
度
事
業
・
決
算
報
告

1
．
第
13
期
平
成
26
年
度
事
業
報
告

⇒

白
浜
代
表
幹
事
よ
り
特

筆
す
べ
き
活
動
と
し
て
、
①
組
織
の
横
糸
と
し
て
の
○
○
年
次
の

会
の
結
成
・
集
い
実
施
、
②
グ
ッ
ズ
（
オ
ル
ゴ
ー
ル
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
）

販
売
で
財
政
充
実
、
③
恵
迪
精
神
の
発
揚
・
発
信
の
為
、
現
寮
生

と
の
討
論
会
、
文
化
講
演
会
の
実
施
…
の
3
点
に
つ
い
て
要
点
が

報
告
さ
れ
た
。

①

会
議
の
開
催

ⅰ

第
13
期
平
成
26
年
度
理
事
会
：
平
成
26
年
4
月
19
日
㈯

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

○
第
12
期
平
成
25
年
度
事
業
・
決
算
報
告

○
支
部
交
付
金

○
第
13
期
平
成
26
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案

○
平
成
26
年
度
「
大
寮
歌
祭
」（
西
日
本
支
部
主
管
）

○
恵
迪
寮
同
窓
会
3
支
部
の
平
成
25
年
度
活
動
報
告
及
び
平

成
26
年
度
活
動
計
画

ⅱ

本
部
役
員
会
：
8
／
3
、
3
／
2

ⅲ

本
部
幹
事
三
役
会
議
：
6
／
4
、
12
／
6

②
「
○
○
都
・
府
・
県
恵
迪
会
」
又
は
「
○
○
ブ
ロ
ッ
ク
恵
迪
会
」

の
結
成

ⅰ

組
織
強
化
費
と
し
て
、
特
別
予
算

③

組
織
委
員
会

ⅰ

名
簿
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ⅱ

○
○
恵
迪
会
の
結
成
促
進
…
39
・
40
会
（
入
寮
50
周
年
、

9
／
12
、
京
都
宇
治
「
鮎
宗
」、
30
名
）、
44
・
45
会
（
1
／

31
、
札
幌
）、
46
・
47
・
48
会
（
1
／
31
、
札
幌
）、
58
・
59
・

60
会
（
入
寮
30
周
年
、
3
／
21
、
丸
駒
温
泉
、
30
名
）

ⅲ

入
会
促
進
活
動

④

会
計
委
員
会

ⅰ

Ｈ
26
年
度
会
費
等
納
入
状
況

ⅱ

恵
迪
グ
ッ
ズ
販
売
と
在
庫

72



⑤

事
業
委
員
会

ⅰ

オ
ル
ゴ
ー
ル

36
台
販
売
（
1
1
5
万
円
）、
藤
田
本

70

冊
販
売
（
14
万
円
）

⑥

会
誌
編
集
委
員
会

ⅰ

会
誌
「
恵
迪
」
第
14
号
発
行

・
発
行
費
1
2
6
万
円

・

広
告
掲
載
収
入
38
万
円

⑦

文
化
活
動
常
任
委
員
会

ⅰ

第
56
回
北
大
祭
（
6
／
5
〜
6
／
8
）
で
の
「
清
き
国
ぞ

と
あ
こ
が
れ
ぬ
」
上
映
会

ⅱ

北
大
祭
で
の
「
研
究
発
表
―
恵
迪
寮
の
自
治
と
く
ら
し
」

現
寮
生
5
名
、
同
窓
生
10
名

ⅲ

北
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
1
4
参
加

9
／
27

「
文
化
講
演
と
寮
歌
の
集
い
」

ⅳ

開
拓
の
村
新
規
「
映
像
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
大
型
フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
導
入

⑧

広
報
委
員
会

ⅰ

Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及
び
資
料
の
修
正
・
追
加

ⅱ

メ
ー
ル
一
斉
配
信
の
活
用

ⅲ

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
立
ち
上
げ

⑨

現
寮
委
員
会

ⅰ

恵
迪
寮
保
管
の
寮
史
関
係
資
料
の
保
存
・
管
理
…
北
大
文

書
館
に
寄
贈
保
管

ⅱ

寮
規
則
を
め
ぐ
る
大
学
と
の
交
渉
経
過
と
同
窓
会
支
援

⑩

全
国
3
支
部
の
活
動
（
第
2
報
告
）

2
．
第
13
期
平
成
26
年
度
決
算
報
告
と
監
査
報
告

①

平
成
26
年
度
決
算

⇒

皆
川
副
代
表
幹
事
よ
り
、
別
紙
「
収

支
報
告
書
」
の
説
明
・
報
告
が
さ
れ
た
。

会
費
収
入
と
グ
ッ
ズ
販
売
等
事
業
収
入
増
加
で
大
幅
収
入
増
。

片
や
支
出
も
、
運
営
費
は
事
務
所
が
ク
ラ
館
と
ラ
ル
ズ
の
並
行

運
営
で
増
加
、
事
業
費
は
会
誌
発
行
・
グ
ッ
ズ
製
作
な
ど
で
増

加
し
大
幅
増
加
し
た
が
、収
支
差
は
63
万
円
を
繰
越
金
と
し
た
。

基
本
金
は
1
5
0
5
万
円
と
な
っ
た
。

②

平
成
26
年
度
決
算
監
査
報
告

⇒

吉
原
会
計
監
査
よ
り
、

監
査
報
告

(質
疑
)①「
連
合
同
窓
会
か
ら
会
員
一
人
当
た
り
い
く
ら
か
出

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

〜
会
員
名
簿
を
出
し
て
も
ら
い
、
要
請
が
あ
れ
ば

支
援
金
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
三
上

副
学
長
）

〜
連
合
同
窓
会
の
収
入
は
企
業
の
就
職
説
明
会
に

よ
る
収
入
だ
が
、
わ
が
恵
迪
寮
同
窓
会
は
支
援

金
を
要
求
し
た
こ
と
が
無
い
。（
横
山
会
長
）

②「
事
務
所
が
ク
ラ
館
に
移
っ
た
が
、
北
海
道
支
部
も

事
務
所
費
を
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

〜
北
海
道
支
部
の
通
信
・
印
刷
費
は
す
べ
て
支
部

役
員
個
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
賄
っ
て
い

る
。

ク
ラ
館
事
務
所
に
出
入
り
す
る
の
は
本
部
役
員

兼
務
の
活
動
の
為
で
あ
り
、
支
部
活
動
で
事
務

所
費
を
負
担
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
北
海
道
支
部
幹
事
長
）

…
Ｈ
26
年
度
事
業
報
告
・
決
算
と
も
に
承
認
可
決
さ
れ
た
。
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…
各
支
部
「
前
年
度
会
費
納
入
実
績
の
半
額
」
の
基
本
で
、
上
記

金
額
に
て
承
認
可
決
し
た
。

〈
第
3
号
議
案
〉
第
13
期
平
成
27
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案

1
．
第
13
期
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
平
成
27
年
4
月
1
日
〜
平
成

28
年
3
月
31
日
）

⇒

白
浜
代
表
幹
事
よ
り
重
点
提
案
…
組
織
の
縦
糸
・
横
糸
強
化

の
為
、
地
区
（
都
府
県
）
恵
迪
会
や
○
○
年
次
の
会
の
更
な
る

結
成
・
集
い
の
実
施
な
ど
の
取
組
方
針
が
示
さ
れ
、
Ｈ
6
・
7
・

8
年
次
が
こ
の
夏
、
士
幌
小
屋
チ
セ
フ
レ
ッ
プ
に
て
入
寮
20
周

年
の
集
い
を
挙
行
す
る
計
画
が
紹
介
さ
れ
た
。

①

同
窓
会
活
動
の
基
本
〜
会
員
増
強
と
強
靭
な
同
窓
会
構
築
〜

ⅰ

恵
迪
寮
同
窓
会
の
2
つ
の
芯
柱

○
恵
迪
精
神
の
発
揚
と
発
信

be
gentlem
an
w
ith
a

lofty
am
bition
と
自
治
寮
の
貫
徹

○
寮
歌
の
継
承

自
然
主
義
の
潮
流
、
求
め
続
け
る
清
き
国

未
来
像

ⅱ

布
を
編
む
如
き
網
状
組
織
の
拡
充

○
縦
糸
を
太
く
…
3
支
部
の
活
動
と
地
区
恵
迪
会

○
横
糸
を
綿
密
に
紡
ぐ
…
時
代
と
生
活
の
場
を
共
有
し
た
入

寮
年
次
ご
と
の
会
の
結
成
促
進

○
会
員
名
簿
の
系
統
的
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ⅲ

健
全
な
財
務
基
盤
の
充
実

○
会
費
納
入
会
員
の
増
強

○
事
業
活
動
の
展
開

②

円
滑
な
委
員
会
活
動
の
展
開
（
分
担
と
集
中
）
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支 部 名

平成 26 年度会費の納入内訳 交 付 金

算 定 額

50％

平成27年度

支部交付金
年 度 会 費 終 身 会 費 計

人数 金額 人数 金額 人数 金額

北 海 道 94 282,000 1 30,000 95 312,000 156,000 156,000

東 日 本 147 443,000 1 30,000 148 473,000 237,000 237,000

西 日 本 77 231,000 1 30,000 78 261,000 131,000 131,000

そ の 他

計 318 956,000 3 90,000 321 1,046,000 524,000 524,000

〈
第
2
号
議
案
〉
平
成
27
年
度
支
部
交
付
金
の
配
分



ⅰ

各
委
員
会
の
定
期
的
開
催
と
実
行
委
員
会
方
式

○
各
委
員
会
の
定
期
的
開
催

○
実
行
委
員
会
方
式
…
企
画
ご
と

ⅱ

本
部
幹
事
三
役
会
議
で
の
情
報
の
共
有
と
集
中

○
メ
ン
バ
ー
は
代
表
幹
事
、
副
代
表
幹
事
、
常
任
幹
事
、
事

務
局
長
、
北
海
道
支
部
長

③

第
13
期
平
成
27
年
度
理
事
会
開
催
：
平
成
27
年
4
月
18
日
㈯
、

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

④

本
部
役
員
幹
事
会
開
催
：
年
2
回

⑤

本
部
幹
事
三
役
会
議
と
各
委
員
会
開
催
：
随
時

⑥

組
織
委
員
会

⇒

吉
沢
副
代
表
幹
事
よ
り
別
紙
資
料
に
よ
り

報
告
・
提
案
が
な
さ
れ
た
。

ⅰ

名
簿
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ⅱ

○
○
都
府
県
恵
迪
会
・
○
○
ブ
ロ
ッ
ク
恵
迪
会
の
結
成
支

援
…
組
織
強
化
特
別
予
算

ⅲ

○
○
恵
迪
会
の
結
成
促
進

ⅳ

入
会
促
進
活
動

⇒

東
日
本
大
会
準
備
支
援
の
た
め
、
最
新
名
簿
情
報
を
5
月

中
に
提
供
す
る
。

⑦

会
計
委
員
会

ⅰ

Ｈ
27
年
度
会
費
。
運
営
支
援
金
徴
収

ⅱ

恵
迪
グ
ッ
ズ
販
売

⑧

事
業
委
員
会

⇒

谷
口
副
代
表
幹
事
よ
り
「
写
真
集
」
拡
販

企
画
の
説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
た
。

ⅰ

写
真
集
「
青
春
の
北
大
恵
迪
寮
」
の
企
画
販
売

⑨

会
誌
編
集
委
員
会

⇒

大
隈
編
集
長
よ
り
別
紙
資
料
に
よ
り

説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
た
。

ⅰ

第
15
号
発
刊
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：
発
行
日
7
／
上
旬
、
1
2

0
頁
、
3
8
0
0
部

⇒

4
0
0
0
部
印
刷

⑩

文
化
活
動
常
任
委
員
会

⇒

野
本
常
任
委
員
長
よ
り
別
紙
資

料
に
よ
り
説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
た
。

ⅰ

北
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
1
5
参
加
企
画

9
／
26
「
文
化
講
演
と
寮
歌
の
集
い
」
（
仮
）
有
島
武
郎
の

文
学
と
北
大
恵
迪
寮

北
大
名
誉
教
授

神
谷
忠
孝
氏
（
Ｓ
33
入
寮
）

ⅱ

三
種
の
「
都
ぞ
弥
生
」
Ｃ
Ｄ
制
作
計
画

・
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ト
Ｃ
Ｄ
、外
国
語
版
Ｃ
Ｄ
、ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
・
レ
ク
イ
エ
ム
Ｃ
Ｄ

・
制
作
委
員
会

・
Ｃ
Ｄ
制
作
…
デ
ュ
プ
リ
ケ
ー
タ
ー
購
入
（
予
算
30
万
円
）

ⅲ

開
拓
の
村
「
映
像
シ
ス
テ
ム
」
新
規
Ｕ
Ｓ
Ｂ
追
加

⑪

広
報
委
員
会

⇒

八
重
樫
常
任
委
員
長
よ
り
別
紙
資
料
に
よ

り
説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
た
。

ⅰ

Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
資
料
の
修
正
・
追
加

ⅱ

メ
ー
ル
一
斉
配
信
の
活
用
に
つ
い
て

⑫

現
寮
委
員
会

⇒

岩
崎
常
任
委
員
長
よ
り
別
紙
資
料
に
よ
り

説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
た
。

ⅰ

寮
規
則
を
め
ぐ
る
大
学
と
の
交
渉
経
過
と
同
窓
会
支
援

ⅱ

現
寮
と
の
交
流

…
現
寮
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
、
三
上
副
学
長
よ
り
「
先
ほ

ど
の
報
告
内
容
で
は
、
文
部
省
予
算
に
よ
る
も
の
で
な
く
、

本
学
内
予
算
に
よ
る
改
修
案
の
よ
う
だ
。
自
分
の
と
こ
ろ
に
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は
報
告
は
上
が
っ
て
き
て
い
な
い
。」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

⑬

本
部
事
務
局
の
移
転
と
新
事
務
局
体
制

⇒

白
浜
代
表
幹
事

よ
り
経
過
説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
た
。

ⅰ

4
／
1
よ
り
本
部
事
務
局
を
ク
ラ
ー
ク
会
館
3
Ｆ
と
す
る

ⅱ

新
事
務
局
体
制

事
務
局
長

佐
藤
市
雄
（
Ｓ
38
）
事
務
局
員

大
隈
昭
二

（
Ｓ
40
）、
佐
藤
静
子

ⅲ

原
則
週
3
回
（
月
・
水
・
金
）

2
．
第
13
期
平
成
27
年
度
予
算
案

①

第
13
期
平
成
27
年
度
予
算
案

⇒

皆
川
副
代
表
幹
事
よ
り
別
紙
「
Ｈ
27
年
度
収
支
予
算
書
」

の
説
明
・
提
案
が
な
さ
れ
た
。

過
去
5
年
間
の
平
均
に
本
年
の
事
業
計
画
を
勘
案
し
て
予
算

組
し
た
。
前
向
き
な
取
組
予
算
で
あ
る
。

…
Ｈ
27
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
、
承
認
可
決
し
た
。

〈
第
1
報
告
〉
平
成
27
年
「
大
寮
歌
祭
」（
東
日
本
部
主
管
）

1
．
開
催
日；

平
成
27
年
10
月
3
日
㈯

第
1
部

総
会

第
2
部

大
寮
歌
祭

2
．
参
加
費

⇒

10
／
3
、
東
京
・
恵
比
寿
に
て
、
開
識
社
・
支
部
総
会
・
大

寮
歌
祭
を
開
催
す
る
計
画
で
、
詳
細
確
定
次
第
案
内
す
る
旨
の

説
明
報
告
が
な
さ
れ
た
。

〈
第
2
報
告
〉
恵
迪
寮
同
窓
会
3
支
部
の
活
動
報
告
と
活
動
計
画

1
．
北
海
道
支
部
（
別
紙
参
照
）⇒

八
重
樫
北
海
道
支
部
幹

事
長
よ
り
報
告
。

2
．
東
日
本
支
部
（
別
紙
参
照
）⇒

坂
倉
東
日
本
支
部
支
部

長
よ
り
報
告
。

＊
4
／
4
山
中
義
正
前
東
日
本
支
部
長
が
逝
去
さ
れ
た
。
折
を

見
て
墓
前
に
献
歌
の
予
定
で
あ
る
。

3
．
西
日
本
支
部
（
別
紙
参
照
）⇒

岩
井
西
日
本
支
部
幹
事

長
よ
り
報
告
。

＊
西
日
本
で
も
○
○
年
次
の
会
を
考
え
て
み
た
い
。

1
．
東
日
本
支
部

【
1
】
平
成
26
年
度
活
動
報
告

⑴

恵
迪
寮
同
窓
会
理
事
会
に
出
席

平
成
26
年
4
月
19
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
同
上
理
事
会
に
、

当
支
部
よ
り
成
ヶ
沢
支
部
会
計
監
査
が
出
席
し
当
支
部
活
動

の
報
告
等
の
議
事
審
議
に
参
加
し
た
。

⑵

地
域
恵
迪
会
の
活
動

組
織
強
化
の
た
め
、
東
日
本
支
部
の
命
題
の
一
つ
で
あ
る

地
域
恵
迪
会
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

「
第
3
回
仙
台
・
東
北
恵
迪
会
寮
歌
祭
」
の
活
動
支
援
の
た

め
、
平
成
26
年
7
月
5
日
㈯
の
寮
歌
祭
に
長
谷
川
支
部
会
計

が
参
加
し
た
。
今
後
も
当
支
部
受
け
持
ち
地
域
に
恵
迪
会
の

立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

76



⑶

草
刈
り
寮
歌
祭
の
実
施

「
草
刈
り
寮
歌
祭
」
は
札
幌
農
学
校
の
設
立
日
・
明
治
9
年

8
月
14
日
に
因
み
毎
年
8
月
14
日
近
辺
に
行
っ
て
い
る
。
東

京
都
港
区
の
芝
公
園
内
（
元
芝
増
上
寺
境
内
）
に
在
る
「
開

拓
使
仮
学
校
跡
」
石
碑
周
辺
の
草
刈
り
を
し
た
後
に
「
都
ぞ

弥
生
」
を
歌
う
ミ
ニ
寮
歌
祭
で
、
今
年
も
平
成
26
年
8
月
17

日
㈰
に
開
催
し
た
。
ひ
と
汗
か
い
た
後
に
9
名
の
参
加
者
が

近
く
の
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、
母
校

に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
爽
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

⑷

西
日
本
大
会
へ
の
参
加

恵
迪
寮
同
窓
会
西
日
本
大
会
が
9
月
13
日
㈯
に
京
都
で
開

催
さ
れ
、
懇
親
の
部
で
は
「
舞
妓
さ
ん
」
の
演
舞
と
い
う
京

都
な
ら
で
は
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
も
あ
り
参
考
に
な
っ

た
大
会
で
あ
っ
た
。
当
支
部
か
ら
は
篠
原
相
談
役
、
坂
倉
支

部
長
、
関
口
幹
事
長
の
3
名
が
参
加
し
た
。

⑸

恵
迪
寮
大
会
の
開
催

平
成
26
年
度
は
「
恵
迪
寮
大
寮
歌
祭
」
を
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

ホ
テ
ル
水
戸
に
て
平
成
26
年
10
月
5
日
㈰
に
開
催
し
た
。
ま

た
当
日
は
大
寮
歌
祭
に
先
駆
け
「
開
識
社
」
講
演
会
も
開
催

し
た
。
講
師
は
茨
城
大
学
理
学
部
准
教
授
長
谷
川
健
氏
（
平

成
7
年
入
寮
・
東
日
本
支
部
幹
事
）。
演
題
は
「
富
士
山
は
噴

火
す
る
の
か
？
〜
噴
火
予
知
の
今
に
迫
る
〜
」
で
あ
っ
た
。

1
週
間
前
の
9
月
27
日
㈯
に
奇
し
く
も
御
嶽
山
の
噴
火
が
起

き
、
こ
の
事
象
の
分
析
も
含
め
て
の
講
演
内
容
で
あ
っ
た
。

続
く
「
恵
迪
寮
大
寮
歌
祭
」
参
加
者
は
、
友
誼
校
Ｏ
Ｂ
も
交

え
、
総
勢
49
名
で
あ
っ
た
。

⑹
「
新
春
寮
歌
歌
い
初
め
」
の
開
催

新
年
の
恒
例
と
し
て
平
成
27
年
1
月
12
日
（
月
・
祝
）、
東

京
駅
八
重
洲
北
口
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
10
階
・
北
大
東
京
事
務
所

大
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。
折
か
ら
の
猛
吹
雪
に
よ
る
交
通

機
関
の
乱
れ
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
支
部
役
員
他

計
11
名
の
参
加
を
得
た
。

⑺

役
員
会
の
開
催

平
成
26
年
4
月
、
6
月
、
8
月
、
9
月
、
11
月
、
平
成
27

年
2
月
の
計
6
回
開
催
し
、
主
と
し
て
「
大
寮
歌
祭
」
等
支

部
主
催
の
行
事
実
施
要
領
等
の
審
議
を
行
っ
た
。

【
2
】
平
成
27
年
度
活
動
計
画

⑴

恵
迪
寮
同
窓
会
理
事
会
に
出
席
予
定

4
月
18
日
㈯
開
催
の
理
事
会
に
当
支
部
在
籍
の
本
部
理
事

の
内
2
名
が
出
席
予
定
で
あ
る
。

⑵

草
刈
り
寮
歌
祭
の
実
施

本
年
も
8
月
14
日
近
辺
の
8
月
16
日
㈰
に
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

⑶

東
日
本
大
会
の
開
催

主
管
支
部
と
し
て
3
年
に
一
度
の
東
日
本
大
会
を
計
画
し

て
お
り
、
10
月
3
日
㈯
に
東
京
・
恵
比
寿
に
て
開
識
社
及
び

東
日
本
支
部
総
会
・
恵
迪
寮
大
寮
歌
祭
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

⑷
「
新
春
寮
歌
歌
い
初
め
」

新
年
の
恒
例
と
し
て
平
成
28
年
1
月
11
日
（
月
・
祝
）
に

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
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⑸

地
域
恵
迪
会
の
活
動
支
援

「
茨
城
恵
迪
会
（
6
月
中
に
開
催
予
定
）」、「
仙
台
・
東
北

恵
迪
会
（
7
月
4
日
㈯
開
催
予
定
）」
の
地
域
恵
迪
会
寮
歌
祭

開
催
の
助
言
、
支
援
を
行
い
、
当
支
部
役
員
が
一
人
以
上
参

加
す
る
。

⑹

役
員
会
の
開
催

東
日
本
大
会
他
の
当
支
部
行
事
の
準
備
及
び
当
支
部
の
課

題
検
討
・
解
決
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
1
〜
3
ヶ
月
に
1
回

の
頻
度
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

【
3
】
財
政
状
況

平
成
26
年
度
の
当
支
部
は
水
戸
で
の「
大
寮
歌
祭
」、仙
台
で
の

「
地
域
寮
歌
祭
」、「
草
刈
り
寮
歌
祭
」、「
新
春
寮
歌
歌
い
初
め
」
の

4
度
の
寮
歌
祭
を
開
催
し
て
お
り
、
収
支
差
額
の
余
剰
金
は
例

年
並
み
と
な
り
ほ
ぼ
収
支
均
衡
し
た
財
政
状
況
で
あ
っ
た
。
平

成
27
年
度
は
大
規
模
行
事
が
10
月
3
日
㈯
の
東
日
本
大
会
の
み

で
あ
り
、適
切
な
財
政
規
模
で
の
活
動
を
企
画
し
て
い
き
た
い
。

2
．
西
日
本
支
部

【
1
】
平
成
26
年
度
活
動
報
告
（
平
成
26
年
4
月
〜
27
年
3
月
）

●
平
成
26
年
度
の
活
動
は
「
2
0
1
4
恵
迪
寮
同
窓
会
西
日
本

大
会
」
開
催
の
企
画
と
実
施
に
注
力
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

全
国
か
ら
約
90
名
の
参
加
を
得
て
成
功
裏
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
2
】
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
平
成
27
年
4
月
〜
28
年
3
月
）

●
平
成
27
年
度
に
注
力
す
る
こ
と

①
会
員
増
強
活
動
の
推
進
を
図
る
。

②
若
手
が
参
加
で
き
る
支
部
づ
く
り
を
進
め
る
。

③
東
海
恵
迪
会
や
地
域
幹
事
と
の
交
流
を
促
進
す
る
。

④
本
部
と
連
携
し
て
の
会
員
名
簿
の
充
実
を
図
る
。

ⅰ

役
員
会
開
催
計
画

年
5
回
の
役
員
会
を
開
催
し
事
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
す

る
。（
5
月
、
7
月
、
10
月
、
12
月
、
3
月
）

・
新
任
の
「
井
上
英
樹
事
務
局
長
」
が
Ｈ
27
／
4
／
1
付
で

仙
台
に
転
勤
に
な
る
。

・
Ｈ
27
年
度
は
、岩
井
隆
郎
幹
事
長
が
事
務
局
長
も
兼
務
す
る
。

次
年
度
に
は
新
任
事
務
局
長
を
選
任
す
る
。
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ⅱ

主
要
行
事
活
動
計
画

◇
平
成
27
年
度
も
前
年
度
と
同
じ
よ
う
な
行
事
に
参
画
す

る
。

・
恵
迪
寮
同
窓
会
本
部
理
事
会
「
4
月
18
日
㈯
」

（
植
松
支
部
長
、
岩
井
幹
事
長
、
木
村
副
幹
事
長
の
3
人

が
参
加
）

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
北
海
道
支
部
主
催
の
文
化
講

演
と
寮
歌
の
集
い
「
9
月
26
日
㈯
」

・
恵
迪
寮
同
窓
会
東
日
本
大
会
「
10
月
3
日
㈯
、
恵
比
寿

ガ
ー
デ
ン
」

・
北
大
関
連
各
種
行
事
に
参
加

（
北
大
関
西
同
窓
会
、北
大
応
援
団
、札
幌
農
学
同
窓
会
、

北
大
本
学
、
各
地
寮
歌
祭

等
々
）

79 恵迪寮同窓会通信

主要行事活動報告
日 時 行 事 内 容

H26
4/19 ㈯

本部理事会 伊藤支部長、植松幹事長、岩井事務局長、浦谷支部長代理
の 4名が参加。年間活動計画を確認。

9/13 ㈯
(京都第 2タワーＨ)

2014 恵迪寮同
窓会西日本大会

・開識社：山崎夏生君（S54 文）“野球でこぼこ道”
・総会：事業報告、会計報告、役員改選
・大寮歌祭

【北大関連各種行事に参加】
①北大関西同窓会行事：「賀詞交換会（1月）、北大会館祭り（6月）、北大関西同窓会総会・特別講演
会・懇親会（10 月）」

②北大応援団関連行事：「7大戦応援（8月・京大）、北大寮歌祭（10 月・東京蒲田）」
③札幌農学同窓会大阪支部行事：「講演会（2月）、市民フォーラム講演テーマは“北と森と海―豊穣
の自然がもたらす農水物の恵み”（6月）」

④北水同窓会大阪支部総会：（11 月・斎藤誠一教授“衛星利用で宇宙から海を探る”）
⑤北海道大学ホームカミングデー：（本学で 9月 27 日開催。北海道支部は文化講演会と寮歌の集い
を開催」

⑥各地の寮歌祭：「大高寮歌祭（4月・大阪）、洛陽寮歌祭（7月・京都）、平城寮
歌祭（12 月・奈良）、大阪寮歌祭（3月・大阪）」



3
．
北
海
道
支
部

【
1
】
平
成
26
年
の
総
括

〈
成
果
〉

⑴

当
初
掲
げ
た
諸
行
事
は
、
ほ
ぼ
実
行
で
き
た
。

1
）
支
部
独
自
の
活
動

①

1
月
25
日
㈯
、
平
成
26
年
寮
歌
歌
始
め
の
会
約
1
0
0

名
参
加

②

5
月
17
日
㈯
、
開
拓
の
村
旧
恵
迪
寮
舎
前
庭
・
中
庭
で

の
観
花
会
＆
観
桜
会
に
11
名
参
加

③

6
月
22
日
㈰
、
第
32
回
親
睦
ゴ
ル
フ
会
12
名
参
加

④

7
月
26
日
㈯
、
第
8
回
恵
迪
夏
祭
り
19
名
参
加

⑤

10
月
29
日
㈬
、
第
15
回
開
識
社
講
演
会
（
講
師
：
北
海

道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
生
物
生

産
研
究
農
場
教
授
・
荒
木
肇
氏
（
Ｓ
53
年
北
大
農
学
部
卒
、

Ｓ
61
年
北
大
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
））
約

70
名
参
加
。

2
）
地
区
恵
迪
会
活
動

①

6
月
14
日
㈯
、
第
9
回
十
勝
・
帯
広
恵
迪
寮
祭
10
名
参

加
②

6
月
20
日
㈮
、
第
10
回
道
南
・
函
館
恵
迪
寮
歌
祭
10
名

参
加

③

7
月
5
日
㈯
、
第
11
回
道
北
・
旭
川
恵
迪
寮
歌
祭
12
名

の
参
加
。『
道
北
・
旭
川
恵
迪
会
会
報
№
11
（
2
0
1
4
・

7
・
10
発
行
）』
を
発
行

④

7
月
12
日
㈯
、
第
9
回
日
高
・
苫
小
牧
恵
迪
寮
歌
祭
9

名
の
参
加

3
）
本
部
・
他
支
部
・
現
寮
関
係
・
そ
の
他

①

5
月
11
日
㈰
、
現
寮
の
観
桜
会
（
円
山
公
園
）
に
Ｏ
Ｂ

8
名
が
参
加

②

6
月
8
日
㈰
、
北
大
祭
へ
の
同
窓
会
本
部
参
画
に
対
す

る
支
援

〈
第
一
部
〉「
清
き
國
ぞ
と
あ
こ
が
れ
ぬ
」
上
映
に
対
す
る

動
員
協
力
と
「
都
ぞ
弥
生
」
高
唱

〈
第
二
部
〉「
恵
迪
寮
の
自
治
と
く
ら
し
」
Ｏ
Ｂ
と
現
寮
生

の
座
談
会

〈
第
三
部
〉「
一
万
人
の
都
ぞ
弥
生
」
へ
の
参
加
見
学

③

9
月
18
日
㈭
、
柴
田
晶
子
さ
ん
（
Ｈ
17
年
北
大
経
済
学

部
卒
）「
口
笛
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
後
援
会
と
し
て
支
援
。
時

計
台
ホ
ー
ル
に
約
1
4
0
名
参
加

④

9
月
27
日
㈯
、
北
海
道
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2

0
1
4
の
一
環
、「
文
化
講
演
と
寮
歌
の
集
い
」
実
施
主
体

は
同
窓
会
本
部
。
支
部
は
側
面
支
援
。
延
べ
1
0
0
名
強

の
参
加
。

⑵

広
報
活
動

①

支
部
ニ
ュ
ー
ス
夏
・
冬
号
の
発
行

②

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
投
稿
の
活
用

③

歌
始
め
の
会
・
開
識
社
講
演
会
等
で
の
メ
ー
ル
一
斉
配

信
の
活
用
。
本
部
の
名
簿
整
理
の
進
展
に
よ
っ
て
、
使
え

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
増
加
し
た
（
道
内
約
3
0
0
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
先
）。

〈
課
題
〉

⑴

地
区
恵
迪
会
の
活
動
に
、
バ
ラ
ツ
キ
が
出
て
き
て
い
る
。
平

80



成
26
年
は
、「
道
北
・
旭
川
」、「
道
南
・
函
館
」、「
日
高
・
苫
小

牧
」、「
十
勝
・
帯
広
」
の
寮
歌
祭
は
そ
れ
ぞ
れ
盛
会
裏
に
開
催

さ
れ
た
。「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」、「
室
蘭
」、「
釧
路
・
根
室
」
と
も
そ

れ
な
り
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
た
が
開
催
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

【
2
】
平
成
27
年
の
活
動
方
針
と
事
業
計
画

⑴

活
動
方
針

1
）
事
業
計
画
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
。

2
）
地
区
恵
迪
会
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

3
）
支
部
役
員
の
若
返
り
を
図
る
。

⑵

事
業
計
画

別
紙
の
と
お
り
。

81 恵迪寮同窓会通信

恵迪夏祭り（サッポロビール会）
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恵迪寮同窓会北海道支部 平成 27 年事業計画〈保存版〉

※HC：「北海道大学ホームカミングデー 2015」の略称
※「月 日」は、一部暫定的に設定しているものがあります。

以上

月 日 行 事 総会・幹事会・その他

1月
17 日㈯第 1回幹事会

31 日㈯ 平成 27 年寮歌歌始めの会（氷雪の門） 31 日㈯第 14 回北海道支部総会

2月

3月

4月
11 日㈯第 2回幹事会（現寮交流会・観桜会)

18 日㈯恵迪寮同窓会本部定期理事会

5月

10 日㈰ 恵迪寮「円山観桜＆現寮交流会」

16 日㈯ 開拓の村旧恵迪寮舎「観花会・観桜会」

？ 北大室蘭恵迪会寮歌祭 30 日㈯第 3回幹事会（ゴルフ・地区恵迪会)

6 月

6 日㈯ 第 10 回十勝恵迪寮歌祭（ふじもり食堂）

13 日㈯ 第 11 回道南恵迪寮歌祭（ホテルテトラ） …道南恵迪会は毎年 6月第 2土曜日開催

21 日㈰ 第 33 回親睦ゴルフ大会

下旬 支部ニュース（夏号）発行 27 日㈯第 4回幹事会（夏祭り・開識社）

7月

4日㈯ 第 12 回道北・旭川「開識社＆寮歌祭」 …道北恵迪会は毎年 7月第 1土曜日開催

11 日㈯ 第 10 回日高・苫小牧恵迪寮歌祭 …日高恵迪会は毎年 7月第 2土曜日開催

？ 第 2回釧路根室恵迪寮歌祭

25 日㈯ 第 9回恵迪夏祭り（サッポロビール・ライオン)

8 月 1 日㈯第 5回幹事会（HC企画・開識社）

9月
19 日㈯第 6回幹事会（HC企画・開識社)

26 日㈯ 同窓会本部主催「HC企画」
(北海道大学ホームカミングデー 2015)

10 月

？ 第 3回オホーツク恵迪寮歌祭

17 日㈯第 7回幹事会（開識社）

28 日㈬ 第 16 回開識社講演会（札幌時計台ホール)

11 月

12 月
5 日㈯第 8回幹事会（歌始めの会）

下旬 支部ニュース（冬号）発行

1月
9日㈯第 1回幹事会

30 日㈯ 平成 28 年寮歌歌始めの会（氷雪の門） 30 日㈯第 15 回北海道支部総会



83



84



85



86



87

明年2016年は、北大創基140年！
アニバーサリー・イヤーを祝うプレ企画として
幻の名著『青春の北大恵迪寮』を特別販売

今回の特別企画として、絵葉書 2種「北大恵迪寮歌と北の花」と
「北大恵迪寮歌と構内風景」を添えて……

記念価格1,500円(送料込み)で頒布します。
購入申し込みは、会誌に同封された振込み用紙に記入・入金願います。

☆お問合せは、恵迪寮同窓会事務局まで。

平成 3年に刊行された本著は、恵迪寮の百十有余年の歩みが豊富な
写真と資料、そして格調高い文章で綴られた名著です。
発刊から四半世紀、北大創基 140 年を記念して貴重な保存在庫 300
部を特別販売します。この機会をお見逃しなく。
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今春は統一地方選挙の年でした。人口の大都市圏集中に対して、人口急減による地
方自治崩壊や地方創生が争点になりましたが、全国各地で無投票当選が相次ぐなどや
や盛り上がりに欠く選挙戦でした。
そんな中、地方自治の先頭に立つ恵迪寮出身の市長や市町村議員から会誌への寄稿

がありました。山梨県笛吹市長のK君と東京都区議のM君です。もちろん政治の話
は一切なく、「瓔珞みがく」の作曲者・星野奇君の故郷を訪ねた話や寮時代の交友を懐
かしむエッセーです。いずれも恵迪寮で巡り合った寮歌や得難い経験が今の人生に繋
がっていると、その根底に恵迪スピリッツがあふれる文章でした。
また、今回の札幌市長で恵迪寮同窓会の横山清会長が、初当選した秋元克弘市長の

後援会長を務めたことが話題になりました。秋元市長は北大出身ですが、恵迪OBで
はありません。北海道の場合、地元経済界のリーダーが政権与党に対抗する候補の後
援会長に就くことは極めて稀です。横山会長があえて秋元市長を推した理由として、
芦別市と夕張市の炭鉱町に生まれたという地縁のほか、秋元候補の目線に弱者へのい
たわりを感じたと語っています。すなわち、4年間エルムの杜で学んだ秋元市長の心
に札幌農学校以来、北大に底通してきた自然への讃歌、リベラルな思考、社会正義、
高邁な大志など“クラーク精神“が宿っていたからではないでしょうか。
最後に、社業の傍ら長年、同窓会の煩雑な事務作業を支えて頂いた事務局の佐藤静

子さんに感謝いたします。これからもクラーク会館に移った新同窓会事務局の一員と
して力をお貸しください。

「恵迪」編集長 大隈 昭二（S 40 年入寮)

【編集委員】 佐藤 市雄（S38 年入寮） 氏平 増之（S38 年入寮）
内藤 春彦（S40 年入寮） 白浜 憲一（S40 年入寮）
八重樫幸一（S41 年入寮） 岩本 栄一（S44 年入寮）
吉澤 武治（S47 年入寮） 谷口 哲也（S48 年入寮）
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